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イタリア・ルネサンス絵画におけるユダヤ表象
―マントヴァの宮廷画家アンドレア・マンテーニャの絵画を事例研究に―
望 月 由美子
札幌市立大学デザイン学部＊
抄録：本研究は 15，16 世紀のイタリア・ルネサンス絵画におけるユダヤ表象について分析を
行うものである．イタリアの宮廷都市を代表するマントヴァのゴンザーガ家では代々，ユダ
ヤ人の経済・思想文化に対する寛容策がとられており，その政治経済運営の一側面を特徴づ
けていた．とりわけ，マントヴァ侯爵フランチェスコ二世と夫人イザベッラ・デステの治世
下では異教文化に肯定的な精神思潮が開花し，著名な人文主義者ピーコ・デッラ・ミランド
ラ，エジディオ・ダ・ヴィテルボ，マントヴァ貴族のパリーデ・チェレザーラ等が再評価し
たユダヤ神秘主義思想(カバラ)もひとつの流行的な関心を集め，さらにヘブライ語もまたラ
テン語やギリシア語に並ぶ第三の聖なる言語として崇敬された．その文化的潮流のなかで，
ゴンザーガ家の宮廷画家アンドレア・マンテーニャはヘブライ語をモティーフとする絵画制
作を行っており，本論ではそれが看取できる四作品《エッケ・ホモ》，《シビュラと預言者》，
《ミネルヴァ》，《聖家族と洗礼者ヨハネの家族》の図像分析を行う．分析に当たっては，マン
トヴァで共有されていたユダヤ文化に対する関心と，従来のユダヤ人に対するキリスト教社
会の態度，すなわちユダヤ人をキリストの敵とみなす伝統的な差別の文化形式の双方を鑑み
つつ行い，マンテーニャの作品に見るこの時代独特のユダヤ宗教思想に対する知的・精神的
態度なるものを明らかにする．
キーワード：ゴンザーガ家，ヘブライズム，アンドレア・マンテーニャ，パリーデ・チェレ
ザーラ，イザベッラ・デステ
Essay on the Jewish Representations in the Italian Renaissance Paintings:
A Case Study of the Works of the Mantuan Court Painter Andrea Mantegna
Yumiko Mochizuki
School of Design, Sapporo City University
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Abstract: This paper aims to examine the representations of Jews in Northern Italy in the
fifteenth and sixteenth- centuries, particularly in the dominion of the Gonzaga family, and
highlights the significant diffusion of Hebraic themes in the Gonzaga court. In the historical
context of the broad movement to reassess Judaism (the mysticism of Kabbala) by prominent
humanists of the Quattro and Cinquecento, such as Pico della Mirandola, Egidio da Viterbo
and Johann Reuchlin, the humanists of the Gonzaga court, such as the erudite nobleman
Paride Ceresara, also affirmed the value of the Hebrew language, not only as the holy tongue
but also as the third source of knowledge beside Greek and Latin. In fact the religious
tolerance characteristic of the Gonzaga rule, especially during the reign of Francesco
Gonzaga II (mar.1484-1519) and Isabella d'Este, permitted many members of the Jewish elite
＊非常勤講師
1 ．はじめに
北イタリアのロンバルディア平原を流れるポー
河の支流，ミンチョ河の北 16 kmのところに人口
48,747 人(2015 年 1 月 1 日現在)のマントヴァと
いう小都市がある．そこは，中世以来ミラノや
ヴェネツィア，ジェノヴァなどの強大な都市国家
に挟まれた中継都市として栄え，ドイツやフラン
スがイタリアへ南下する際の陸の要所とされてき
た(図 1 )．
1328 年から 1708 年にかけて，マントヴァはゴ
ンザーガ家(i Gonzaga)の支配のもと，君主制国
家として繁栄し，ルネサンス宮廷都市としても名
声を誇った．ゴンザーガ家は，マントヴァ県南部
のゴンザーガ地方とレッジョ・エミーリア地方で
勢力を伸張させたコッラーディ家を祖先にもち，
フェラーラのエステ家，ミラノのヴィスコンティ
家，ウルビーノのモンテフェルトロ家，リミニの
マラテスタ家などの名家との結婚政策を通じて権
力を増強した．また，皇帝家との姻戚関係を通じ
て，1433 年には侯爵位，1530 年には公爵位を授爵
し，1622 年にはゴンザーガ家初の皇后となるエレ
オノーラ・ゴンザーガがハプスブルク家出身の皇
帝フェルディナンド二世と成婚し，名実ともヨー
ロッパ随一の名門貴族へと成長した家系である．
15 世紀頃より，ゴンザーガ家ではこの政治権力
伸張とともに，支配の正統性をイタリア内外に喧
伝するため，文学や音楽，絵画や彫刻，宮殿，教
会，庭園の造営，演劇オペラ，祝祭などの様々な
芸術分野，占星術や錬金術などオカルト教諸学へ
の庇護活動も推進し，エステ家やモンテフェルト
ロ家のような旧家に比肩する文化力を知らしめ
た．第四代侯爵フランチェスコ・ゴンザーガ二世
( Francesco Gonzaga II, 1466-1519, mar.
1484-1519 ) と侯爵夫人イザベッラ・デステ
(Isabella dʼ Este, 1474-1519)の治世は，ルネサン
ス文化の黄金時代を迎え，巨匠アンドレア・マン
テーニャ(Andrea Mantegna, 1430/31-1506)が活
躍するほか，イタリア各地の文人，芸術家，人文
主義者が出入りする洗練された文化サークルを形
成し，同時代の文化的リーダーとして瞠目を集め
るほどになる．
14 世紀から 17 世紀にかけてのゴンザーガ家支
配の特徴として，ユダヤ人に対する寛容策がほぼ
一貫して採られていたことがあげられる．領内通
行許可権のほか，1389 年には銀行営業権，1474 年
にはユダヤ教に関するヘブライ語文献の印刷出版
が認められ，1511 年にはユダヤ文化を学ぶ大学機
能を備えたコムニタ・エブライカ(comuità ebrai-
ca，ユダヤ人共同体)も創設され，社会的・経済
的(1)・宗教的な寛容策がとられていた．
とりわけ 15，16 世紀のゴンザーガ家宮廷では
多くのユダヤ人が出入りし，著名なラビのヨーゼ
フ・コロン(Yosef Colon)，ユダヤ伝統思想研究の
分野で重要な役割を果たした医師・哲学者・ラビ
のヤフダ(Yehudà ben Yechiʼ èl da Napoli)，医師
のポルタレオーネ家(i Portaleone)，ベンジャミン
家(i Benjamin)，銀行家ノルサ家(i Norsa)，舞台
芸術の演出家・脚本家レオーネ・デ・ソンミ(Leone
deʼ Sommi da Portatone, 1525/27 頃-1590 頃)，舞
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to form connections within the milieu of the court. Following a brief overview of the social-
historical-cultural situation confronting Jews in the dominion of the Gonzaga family, an
iconographical analysis of Ecce Homo, A Sibyl and a Prophet, Pallas Expelling the Vices from
the Garden of Virtues and The Family of Christ with the Family of St John the Baptist
executed by Andrea Mantegna, the primary architect-painter at the Gonzaga court, reveals
that the Judaism representations at the Gonzaga court did not necessarily correspond to the
traditional image of the Jew as the heretic (the enemy of Christianity). Rather, they were
viewed as possessing sublime wisdom; namely, the secret of the God's verbs.
Keywords: Gonzaga family, Judaism, Andrea Mantegna, Paride Ceresara, Isabella d'Este
図 1 《マントヴァ，都市および周辺》，ゲオルグ・ブ
ラウン(編)，フランツ・ホーゲンベルク(銅版
画)，1575 年，マントヴァ市立図書館．
踏家イザッキーノ・マッサラーノ(Isacchino
Massarano)，ユダヤ教の宗教音楽家サルモーネ・
ロッシ(Salomone Rossi, 1570-1630ca.)，軍事工学
に秀でたアブラモ・コロルニ(Abramo Colorni,
1544-1599)，さらに薬剤師，錬金術師，道化役者，
画家等も活躍した7)14)．
本稿は，イタリアの宮廷都市を代表するマント
ヴァのゴンザーガ家において，ルネサンス文化の
栄えた 15 世紀末から 16 世紀にかけて，ユダヤ人
の思想文化・経済活動が寛容的態度で受容され，
宮廷文化の一部を特徴づけていた点に着目し，当
時，宮廷画家・建築家であったアンドレア・マン
テーニャの絵画作品からユダヤに関わるものを
ケーススタディに取り上げ，西欧中世ですでにス
テレオタイプ化されたユダヤ人に対するイメー
ジ，ならびに 16 世紀前後のマントヴァ社会にお
けるキリスト教市民とユダヤ人共同体との関係か
ら図像分析を行うものである．最終的に，宮廷の
知識エリート層が抱いたカバラへの文化的崇敬の
態度と，排斥すべきキリスト教徒の敵と認識する
マントヴァ市民のユダヤ観との二重的な態度が表
象されていたことを示唆しようとするものであ
る．
2 ．歴史的・文化的背景
1 )マントヴァのコムニタ・エブライカの誕生
マントヴァにおけるユダヤ人の最初の定住記録
は 1145 年である．十字軍遠征期を契機に，キリ
スト教徒の迫害を逃れてきたフランスのプロヴァ
ンス地方，ドイツ系のユダヤ人，さらに外国王朝
支配で宗教施策の不安定であったナポリ・シチリ
ア王国，教皇領ローマからのユダヤ人が北イタリ
アに中心を占めていた．イベリア半島でのレコン
キスタ完了後，すなわち 1492 年から 16 世紀にか
けては，スペイン，ポルトガル，ナヴァール王国
から国外追放となったユダヤ人もイタリア半島に
移住するようになる．このとき，マントヴァのコ
ムニタ・エブライカを頼る移住者も増加し，その
結果，15 世紀末には人口数およそ 3千人と，領内
総人口の約 7 パーセントを占めるほどになっ
た(2)．
2 )イタリア・ルネサンス期におけるユダヤ神秘
主義(カバラ)の再評価
西欧でユダヤ人追放の動きが強まったこの時
期，イタリア半島ではかつてないほど，ユダヤ教
を含む異教文化に寛容であったルネサンスの最盛
期を迎えていたことは重要である．プラトン，ア
リストテレス，キケロやセネカ，プロティノスな
どの非キリスト教の文献を，ラテン語やギリシア
語の原語・翻訳・註解を通して読み，キリスト教
以外の世界観があることを知り，それまで盲目的
に信じてきたカトリックの教えや信仰のあり方に
とどまらない，新たな哲学思想の視座からキリス
ト教神学の真理に近づこうとした時代であった．
宗教改革前のこの時代はかつてないほどキリスト
教以前の古代の叡智に対する再評価が高まり，豊
饒で多様な異教思想が入り込んでいた．そのなか
でも非常に重要な一部分に，ユダヤ神秘主義思想
のカバラ(Kabbalah，ヘブライ語 הָלַּבָק，ʠ伝統を受
けるʡの意味)に対する崇敬が生まれていたので
ある．
カバラとは，選ばれた者にのみ伝えられる口伝
的教理で，ユダヤ教の伝統に基づいた世界創造論，
宇宙および魂の位階論，メシア論を伴う神秘義思
想である47)．カバラではとりわけ，旧約のモーゼ
が神から十戒を授かったときの言葉，モーセが神
から律法の奥義を授かったときの言葉であるヘブ
ライ語が神聖視され，ヘブライ語の文字自体に神
秘的な力，神の叡智がすでに含まれていると考え
られた．
15 世紀に移住してきたスペイン系ユダヤ人の
なかには知的エリート層もいた．そのため，これ
までイベリア半島内のユダヤ人たちで伝承してき
たカバラの奥義がイタリア半島にもたらされるこ
ととなった．つまり，レコンキスタは単なる人口
移動の問題だけではなく，イタリア半島がかつて
ないユダヤ思想文化(ヘブライズム)に関する情報
発信地になったことも意味した．なかでも重要な
スペインのカバリスト(ユダヤ神秘主義者)として
ヤコフ・チャヤット(Yaaqov Chayyat)がおり，彼
はマントヴァのラビを頼って移住し，カバラ哲学
に関するヘブライ語文献の執筆や出版活動を展開
した3)．また，フィレンツェの著名な哲学者ピー
コ・デッラ・ミランドラ，ローマ教皇庁で活躍し
た枢機卿エジディオ・ダ・ヴィテルボ，マントヴァ
の貴族でイザベッラ・デステの文化的助言者とし
て力を揮った人文主義者パリーデ・チェレザーラ
(Paride Ceresara, 1466-1532)などのイタリア人
文主義者たちは，ヘブライ語はプラトンやアリス
トテレスの文献と同様，そのままキリスト教の教
5SCU Journal of Design & Nursing Vol. 10, No. 1, 2016
イタリア・ルネサンス絵画におけるユダヤ表象
理(真理)を伝える古代叡智と捉え，この神学のな
かにキリスト教教義の真理が隠されているとする
キリスト教カバラの思想を発展させた．
3 )ゴンザーガ家宮廷におけるユダヤ宗教思想文
化(ヘブライズム)への知的関心
ルネサンス文化が最盛期を迎えた 16 世紀前後，
ヘブライズムに強い関心を向けたのがマントヴァ
侯爵夫人イザベッラ・デステである．1490 年に第
四代マントヴァ侯爵フランチェスコ・ゴンザーガ
二世と結婚した彼女は，マントヴァ貴族の博学な
人文主義者で，占星術やカバラなどのエゾテリズ
ム(秘教)にも造詣の深かったパリーデ・チェレ
ザーラ9)10)26)37)を文化的助言者にもつことで，ヘブ
ライズムへの関心を深めたと推定される．A. ル
ツィオと R. レニエールの研究(1899)からも，イ
ザベッラが 1490 年代にユダヤ宗教思想に関わる，
『ヘブライ語詩篇の意義』(Simuse tillim)をユダヤ
人から入手しようと熱心に求めていたこと，また
亡くなる 1539 年もユダヤ人ジュゼッペ・ファヴィ
オの著作『ユダヤ教の美について』(De bello ju-
daico)を入手しようとしていたことが知られてい
る25)．
また，マントヴァでは 1474 年頃よりユダヤ人
医師でラビのアブラハム・コナート(Abraham
Conath)とその家族が印刷出版業の活動をはじめ
ており，16 世紀から 1864 年までの間，カバラ思
想をはじめとするユダヤ教関連のヘブライ語文献
出版が盛んであった．15 世紀後半には，マント
ヴァ出身のユダヤ人哲学者で，ピーコ・デッラ・
ミランドラのヘブライ語教師であったヨハナン・
アレマンノ(Yochanan or Yohanan Alemanno，
1435 頃-1504 頃)も活躍し，カバラの奥義とキリ
スト教神学の融合研究に関するヘブライ語文献の
執筆活動を行い，先述のパリーデ・チェレザーラ
と直接知己を得た人物であった(3)．
つまり，16 世紀前後のマントヴァ宮廷では，知
的エリート層間でユダヤの宗教哲学思想への関心
が高まっており，宮廷文化活動の一部として，キ
リスト教文化を深化させる古代哲学，古代の叡智
としてユダヤ神秘主義思想のカバラ，並びに，聖
なるヘブライ語を知的・文化的に受容する環境が
整っていたといえる．
3 ．フランチェスコ・ゴンザーガ二世の治
世におけるユダヤ人寛容政策とキリス
ト教市民の反ユダヤ主義運動
マントヴァを含む中部・北部イタリア半島全体
でユダヤ人の人口が増加し始めたのは 15 世紀で
ある．フランチェスコ二世も歴代君主に倣い，ユ
ダヤ人に特権を与え，保護する立場にあったこと
がシモンソン等の研究から知られている38)．
たとえば 1484 年，反ユダヤ主義の旗手で知ら
れるフランチェスコ会修道士ベルナルディーノ・
ダ・フェルトレがマントヴァを訪れ，市民に反ユ
ダヤ主義を呼びかける説教を繰り返した．このと
きフランチェスコは，民衆がユダヤ人暴動へと扇
動されないよう，ベルナルディーノに都市の中心
にあるサン・ピエトロ広場で説教を行うことを禁
止した．また，ユダヤ人への迫害暴動が起きた
1490 年の復活祭のときは，たとえ子どもであって
も，ユダヤ人に誹謗中傷，虐めを行ったキリスト
教市民は厳罰処分にする命令を公布した．さらに
1509 年には，中世より強制義務化されていた黄色
円環形のʠユダヤ人のバッチʡの着用を免除する
など，視覚的な差別緩和となる社会的措置もとら
れた．しかしマントヴァのキリスト教市民による
ユダヤ人差別，迫害行為が完全に収まることはな
く，1513 年に再びフランチェスコは「ユダヤ人に
対して，その他の人に対しも，傷つけることは一
切許さないものとする」との布令を出してい
た8)17)33)34)38)．
つまりキリスト教徒であるマントヴァ市民に
とって，異教徒であるユダヤ人に対する敵視・憎
悪は恒常的に潜在しており，その社会的不満・恐
怖心はしばしばユダヤ人排斥暴動として現れ，市
民とコムニタ・エブライカと共存関係はつねに緊
張感のある複雑な状況に置かれていたのである．
4 ．ユダヤ・イメージのステレオタイプ
1 )ユダヤ人の図像学
西欧中世社会においてまず最も知られたユダヤ
表象は，キリスト教会(エクレシア)に対するシナ
ゴーグ(ユダヤ教会)の寓意像である．M. シュラ
ウフの論攷「教会とシナゴーグの寓意」(1939)，
L. レオーの浩瀚な『キリスト教美術』(1957)に
よって明らかにされている通り，写本の細密画や
パリのノートルダム大聖堂，ストラスブール大聖
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堂の柱彫刻に，ベールで目隠しされ，砕かれた槍
とユダヤの律法をもつ女性像でシナゴーグが登場
し，キリスト教会に敗北する無知な異教徒として
表象されていたのが初期の作例である32)35)．
十字軍遠征の高揚とともにユダヤ人に対する反
ユダヤ主義運動が広まるようになると，やがて
様々なユダヤ人に対する中傷(言説)や表象が生ま
れてくるようになる．J. トラッハテンベルク
(1943)，E. ザフラン(1973)，P. カプラン(2005)，
E. C. ブロック(2006)等の反ユダヤ主義の表象研
究から2)16)41)46)，ユダヤ人イメージとして高利貸し，
外科医，悪魔の共犯者，キリストの迫害者，聖母
の敵など反ユダヤ主義と呼応しつつ徐々に悪魔化
したイメージが形成されていたことが知られてい
る．また，身体的な図像学的特徴として，鷲鼻，
顎鬚，民族衣装の尖型帽子，ユダヤの黄色のバッ
ジ，眼鏡などアトリビュートが付加され，さらに
雌豚(偽改宗者，背徳者)(4)，山羊(異教徒)，蠍(欺
瞞，裏切り)，梟(キリスト教［光の中］ではなく，
異教［闇の中］に生きる者)など動物にも結び付け
られ，版画や細密画，建築装飾などに表され，西
欧社会に流布していった．
2 )敵のイメージのステレオタイプ―血の中傷(儀
礼殺人，聖体の冒涜者)
ルネサンスの時代における悪魔化したユダヤ人
像を示す有名な作品としては，15 世紀末から 17
世紀にかけて多数制作された《福者シモンの殉教》
(図 2 )があげられる17)．1475 年 3 月 26 日復活祭
前夜に北イタリアのトレントで 2歳のシモンとい
う皮なめし職人の息子がユダヤ人の儀礼殺人の生
贄になったとする事件を描いたものである．儀礼
殺人とは，ユダヤ教の儀式のためにユダヤ人がキ
リスト教徒の幼児を拉致して生き血を吸い取ると
いう言説であり，12 世紀以降，広くヨーロッパに
浸透したユダヤ人への中傷のひとつであった．
現在，ブレーシャ県チェルヴェーノ教区教会堂
内には，15 世紀末に制作されたシモンの殉教場面
のフレスコ画が残されている．
そこには，シモン以外の男性全員が衣服の胸や
肩，裾に黄色のバッジを身につけ，誰の目にもユ
ダヤ人と特定できるよう識別化されている．さら
に右端の人物はユダヤ人特有の顎鬚に尖型帽子を
被り，シモンを縛りつけている右側の男性は鷲鼻
が強調されるなど，ユダヤ人の図像学的特徴も示
されている．シモンの殉教場面をあらわした絵画
や彫刻，版画は，北イタリアばかりでなくドイツ
やオーストリアでも制作され，ユダヤ人への恐怖，
憎悪，差別を増幅する反ユダヤ主義のシンボル・
イメージとして流布した．
同時代のイタリア・ルネサンス絵画で，現在ウ
ルビーノの国立マルケ州美術館に所蔵されている
パオロ・ウッチェッロの連作画《冒涜された聖体
の奇跡》(1467-69 頃)(図 3 )もまた，ユダヤ人中
傷のステレオタイプの一型として知られる主題で
ある21)．1290 年のパリでの逸話をもとにしたもの
で，ユダヤ人商人が，キリストの聖体〔聖別を受
けてキリストの肉に聖変したパン，これを刺すと
血が滴り出ると信じられていた〕を手に入れ調理
しようとしたところ，その聖体から血が流れだす
奇跡が生じて事態が発覚し，そのユダヤ人の一家
全員，身重の妻も幼い子どもまでが火刑に処せら
れたという話である．
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図 2 作者不詳《副者トレントのシモンの殉教》，15
世紀末，フレスコ画，チェルヴェーノ(ブレー
シャ県)，サン・マルティーノ教区聖堂．
これはウルビーノの聖体拝領信徒会の依頼で
ウッチェッロが制作した作品であった．ウッ
チェッロの作品ではユダヤ人の姿に特段，差異化
は与えてはいないが，ヴァティカン図書館，ロー
マの国立アッカデーミア・デイ・リンチェイ所蔵
のインキュナブラの木版画《聖体の奇跡》では，
ユダヤのバッジをつけた男性たちが聖体を火にか
け，剣で突き刺そうとしている様子として表され
ており，ユダヤ人差別の主題としては非常にポ
ピュラーなものの一つを成していた．
3 )マントヴァのユダヤ人銀行家ダニエレ・ノルサ
作者不詳のこの板絵は，1498～99 年頃，アゴス
ティーノ修道会の司祭フラ・ジローラモ・レディー
ニが勝利の聖母教会堂を飾るために依頼したこと
が知られており，現在はマントヴァのサンタンド
レ教会堂聖セバスティアヌス礼拝堂の祭壇画とし
てある17)．
ユダヤ人銀行家として成功したノルサ家のダニ
エルは，1493 年にマントヴァに移住し，1495 年に
はマントヴァ市内に邸宅を購入していた．その
際，司教代理人の許可を得た上で，家の壁画にあっ
た聖母像を取り除き，代わりにノルサ家の家紋を
装飾させた．これがマントヴァ市民にユダヤ人の
不敬行為と映り，キリストの昇天祭のときの宗教
行列がノルサ家の邸宅を襲撃するという事件を引
き起こした．このときマントヴァ侯爵であったフ
ランチェスコ二世は事態収拾に当たって，ノルサ
の邸宅を没収し，そこにサンタ・マリア・デッラ・
ヴィットーリア(勝利の聖母)教会堂を建設して市
民の気持ちを抑え，さらに主祭壇画の《勝利の聖
母》(現在，ルーヴル美術館所蔵)をゴンザーガ家
の第一宮廷画家であるマンテーニャに依頼し，そ
の制作代金 110 ドゥカート金をダニエレに支払わ
せた22)．この教会堂の管理を任されたアゴス
ティーノ修道会の司祭ジローラモ・レディーニが，
教会内に飾るもう一枚の絵画を依頼した．それが
この《聖母子と諸聖人，ノルサ家》(図 4 )である．
玉座に座る聖母子，右側に聖エリザベツと洗礼
者ヨハネ，左側に聖ヒエロニムスとライオンが描
かれており，聖母の下にノルサ家の 4 名(ダニエ
レと妻，息子イサクとその妻)描かれている．こ
こで異教徒であるノルサ家がなぜ聖母子と共に描
かれていたのかが問題となる．しかしその答え
は，聖母の頭上を飛ぶ天使たちが支え持つラテン
語の碑文《Debellata Hebraeorum Temeritate》(無
分別なユダヤ人の敗北)に示されている．つまり，
聖母像に不敬を働いた無分別なユダヤ人一家をい
わば見せしめる目的で一緒に描いたということに
なる．このとき，ダニエレとイサクの胸には黄色
のユダヤのバッチがつけられ(既婚のユダヤ人女
性はつけなくても良いとされた)，事件終結後も
永遠にʠ無分別なユダヤ人ʡとして懲罰的なイメー
ジの制裁なるものを受け続けたといえる．
5 ．マントヴァの第一宮廷画家アンドレ
ア・マンテーニャ
マントヴァの宮廷画家となるアンドレア・マン
テーニャ1)は，パドヴァ近郊で生まれ，画家フラン
チェスコ・スカルチョーネ(1397-1468)の弟子と
して人文主義的気風にあふれる大学都市，パド
ヴァの工房で徒弟時代を過ごす．その間，パド
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図 3 パオロ・ウッチェッロ《冒涜された聖体の奇跡》
(場面 5 )，1467-69 頃，板，43×58 cm，ウルビー
ノ，国立マルケ州美術館．
図 4 作者不詳《聖母子と諸聖人，ノルサ家》，1499 年
頃，マントヴァ，サンタンドレア教会堂．
ヴァ大学の教授ウリッセ・デッリ・アレオッティ
(Ulisse degli Aleotti, 1412-68)，薬学・医学に通じ
たジョヴァンニ・マルカノーヴァ(Giovanni
Marcanova, d. 1467)，友人の人文主義者フェリー
チ ェ・フ ェ リ チ ア ー ノ ( Felice Feliciano,
1433-1479)等の知識人たちと交流を持ち，考古学
的知識や数学，人文主義的教養を熱心に学んだこ
とも知られている11)19)22)23)29)36)．17 歳で独立する
と，モデナやヴェローナ，クレモナ，フェラーラ
の宮廷から次々と制作依頼を受け，結婚相手には
ヴェネツィアで最大の工房を抱えたベッリーニ家
の娘ニコロジーア・ベッリーニ(Nicolosia Bellini)
を妻としてヴェネト地方の美術も貪欲に摂取する
など，早い時期から才能を見せた．20 代ですでに
名声を上げたこのマンテーニャに白羽の矢を立
て，マントヴァの都市文化事業の刷新を試みよう
としたのが，第二代侯爵ルドヴィーコ・ゴンザー
ガ二世である．マントヴァの宮廷芸術家として招
聘されたマンテーニャは，その後もフェデリーコ
一世，フランチェスコ二世と三代に渡るゴンザー
ガ家君主に仕え，宗教画から肖像画，神話画，寓
意画など多彩のジャンルを手掛け，ルネサンスの
巨匠と呼ばれるに相応しい人文主義，考古学的教
養をもって施主のニーズに応じた作品制作を行っ
た．
マンテーニャが活躍した 15 世紀後半から 16 世
紀初頭のマントヴァ宮廷ではまた，詩人・神学者・
人文主義者のカルメル会修道士バッティスタ・ス
パニョーリ(1448-1516)，詩人・人文主義者のバッ
ティスタ・フィエラ(1450-1540)，占星術やカバラ
等のオカルト諸学にも通暁した碩学パリーデ・
チェレザーラ(1466-1532)等が活躍しており3)12)15)，
1490 年以降は文学，美術，音楽，舞台，占星術に
も造詣が深いエステ家出身のイザベッラ・デステ
がマントヴァ侯爵夫人となって，マンテーニャの
パトロンとしても力を揮った．
マンテーニャは生涯を通じてその彫刻的な硬い
人体把握，数学的な正確さなど様式的特徴は変わ
らなかったが，主題や好んで描くモティーフにつ
いては，施主の嗜好またはゴンザーガ家の文化
サークルで共有された哲学思想的影響を受け，と
りわけ 1490 年代以降，エゾテリズム(神秘主義)
や衒学的な古代異教神話の引用が看取されるよう
になる．とりわけ，イザベッラ・デステをパトロ
ンにもつようになってからの作品だけに見られる
のが，ヘブライ語(もしくはヘブライ語に似せて
書かれた擬ヘブライ語)を使ったモティーフであ
る．この時期，カバラに通暁した文化的助言者パ
リーデ・チェレザーラが近くにおり，マンテーニャ
の絵画作品の図像プログラム考案者としても活躍
した．マンテーニャがユダヤ思想文化に関心を示
したことを明かす文献記録は見つかっていない．
しかしながら，古代研究に熱心でラテン語に通じ
たマンテーニャがその知的関心の一部に当時隆盛
したこの古代神学を置くことは十分に推測でき，
少なくとも作品のモティーフにする際，図像構成
上の意味を考慮する何かしらの知識を得ていたこ
とは間違いないといえる．
6 ．マンテーニャの絵画作品におけるユダ
ヤ表象
管見の限り，マンテーニャの絵画作品のなかで，
ヘブライ語(ヘブライ語に似せて書いた擬ヘブラ
イ語を含む)の表記が見出せるものは 4点である．
いずれも 1490 年以降の晩年の作品である．キリ
ストの受難を描いた《エッケ・ホモ》(1500 頃)(5)，
旧約の主題である《シビュラと預言者》(1495
頃)(6)，イザベッラのストゥディオーロ用に制作さ
れた《美徳の園から悪徳を追い払うミネルヴァ》
(1496-1502 頃)，マンテーニャが自分の墓碑に飾
るために準備した祭壇画《聖家族と洗礼者ヨハネ
の家族》(1504-06 頃)である．これらは美術史で
すでに先行研究を数多くもつ作品群であるが，今
回はとくにこれまであまり顧みられなかったユダ
ヤ表象の部分に特化して考察していく．
1 )エッケ・ホモ
まず《エッケ・ホモ》(図 5 )から見ていきたい．
この「エッケ・ホモ」(この人を見よ)【ヨハネ 19：
5 】は，キリストが磔刑に処せられるまでの受難
の一場面としてルネサンス以降，数多く描かれた
主題のひとつである(7)．
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美術作品としては，アントネッロ・ダ・メッシー
ナやアンドレア・ソラーリオの作品にみられる，
茨の冠をかぶり，悲しみと憐みの表情を浮かべる
キリスト一人だけを描いた礼拝図的構成のタイプ
(図 6 )と，ヒエロニムス・ボスやクエンティン・
マセイス等の作品に見る，ピラトの官邸(もしく
は審問所のバルコニー，町の広場)でキリストを
嘲笑し，敵意をあらわす多くの人々と合わせて描
かれる物語形式のタイプ(図 7 )とがある．
マンテーニャ作品は構図としては礼拝図的な前
者を採用しているが，キリストを一人だけで描か
ず，その左右に敵意を露わにするユダヤ人を配置
し，一層キリストの憐みの情，深い悲しみを表す
よう構成されている．
画面を見ると中央のキリストは捕縛されたこと
を示す首の縄，鞭打たれた傷の残る上半身と両腕，
茨の冠を被せられ，疲れ切った表情を浮かべるキ
リスト，左右には鷲鼻の線が強調した男女が，キ
リストの腕を掴み，彼を激しく睨み付ける表情で
描かれている．
画面右側の女性を見ると，ユダヤ人を象徴する
黄色のターバンを頭に巻き，歯の抜け落ちた口を
釣り上げ，今まさにキリストを罵っている様子で
あることが示されている．一方，画面左端の男性
は，額に紙のような帽子を被り，文字がびっしり
と書き込まれている(図 8 )．これは，ヘブライ語
の筆記体(図 9 )に類似しているが，恐らくマン
テーニャが真似て記した，いわば擬ヘブライ語で
ある(8)．
強い筆致で字体が斜めに傾き，このユダヤ人男
性の心理状態，もしくは興奮状態にあったユダヤ
群衆の罵倒の声を示しているかのうように看取で
き る．画 面 上 部 の 左 右 に は，ラ テ ン 語 で
《CRVCIFIGE EVM. TOLLE EVM. CRVCIFIGE
CRVC.》(十字架にかけろ，彼［キリスト］を捉え
て十字架にかけろ)と書かれた紙片があり，キリ
ストを取り巻く群衆の叫びが明示されている．
先述した通り，15 世紀末から 16 世にかけての
マントヴァ領内で，キリスト教市民による反ユダ
ヤ暴動がしばしば起きており，反ユダヤ主義の論
客であったフランチェスコ会修道士ベルナル
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図 5 アンドレア・マンテーニャ(工房？)《エッケ・
ホモ》，1500 年頃，テンペラ，糊・金，キャンバ
ス，54×42 cm，パリ，ジャックマール＝アンド
レ美術館．
図 6 〈礼拝図形式〉
アントネッロ・ダ・メッ
シーナ《エッケ・ホモ》，
1473 年頃，油彩，板，
48.5×38 cm， ピ ア
チェンツァ，コッレー
ジョ・アルベローニ．
図 7 〈物語形式〉
ヒエロニムス・ボス《エッ
ケ・ホモ》，1475 年以降，
テンペラ，油彩，樫材の
板，71×61 cm，フラン
クフルト，シュテーデル
美術館．
図 8 図 5の部分． 図 9 ヘブライ語の筆記体．
ラビ・チャイム・ヴィタ
ル著『アダム・ヤシャ
ル』，マントヴァ市立図
書館．
ディーノ・ダ・フェルトレ，ドメニコ・ダ・ポン
ツォーネが扇動的な説教を行った際も，市民によ
るユダヤ人排斥の暴動が起きる内政不安が常に存
在した(9)．そのため，フランチェスコ二世は領内
のユダヤ人が危険から身を守るために，1492 年，
ユダヤ人にキリスト教徒からの暴力に抗する護身
用の武器携帯も認可している状況であった．
この《エッケ・ホモ》に見られるユダヤ人像は，
明らかにキリスト教徒の敵としての伝統的な図像
学(鷲鼻，黄色のターバン)である．キリスト教徒
であるマントヴァ市民にとって，マンテーニャに
とっても，敵と映るキリストの迫害者のイメージ
がつくられていたといえる．カリグラフィーに関
心の強かったマンテーニャはさらに，ラテン語，
擬ヘブライ語でのスクリプトをこの図像に加え，
聖書の情景で語られていたであろうローマ兵やユ
ダヤ司祭，民衆の言葉を，古代ラテン語，ヘブラ
イ語での叫びとして周囲の人物像に重ね，一層強
く画面に引き込む効果を得たものと思われる(10)．
さらに礼拝形式を採用した画面構成は，観者(キ
リスト者)を深い神への信仰へと導き，一方で異
教徒への敵意，憎悪を高める礼拝性と物語性の双
方を有した作品であったといえる．
2 )シビュラと預言者
次に《シビュラと預言者》(図 10)の作品を見て
いきたい．右側の老齢の男性と左側の若い女性が
巻物の書簡(図 11)を手にしながら，議論している
場面が描かれている．
この主題特定については，従来大きく三つ出さ
れており，第一は，クリステラーやクナップ等に
よって出された，エウセビウス著『教会史』を文
学的源泉とするシビュラと予言者を描いたものと
する説，第二に，ヴェントゥーリ等が提唱したク
マエの巫女がローマ王タルクィニウスに 9本の託
宣を高値で買い取らせる場面という説，第三に，
ユダヤ研究で知られるランズバーガー(1952)が指
摘した旧約のエステル記の場面，すなわちユダヤ
の賢女エステルがその勇気でユダヤ民族を虐殺陰
謀から救済した後，安寧を祝うプリム祭の制定の
ため養父モルデカイと書簡を準備している場面と
する説である(11)12)18)19)20)22)40)42)．エステルはユダヤ
人のモルデカイの養女で，その美貌で王宮入りし，
クセルクセス王の寵愛を受けて后となった人物で
ある．
画面を見ると，王宮の出入口らしい場所に男女
二名が立ち，左側の若くて美しい女性は，頭に大
きなアラベスク模様を施した宝石つきの王冠のよ
うなものを被り，目の前の男性がもつ巻子の内容
について詳細な指示を出しているように描かれて
いる．一方，右側の老人は深く刻まれた皺，ユダ
ヤ人特有の強い鷲鼻，長い二又に分かれた顎鬚を
蓄え，トルコ風のターバン付き尖型帽子を被り，
ドレープをたっぷりとった襞の多いパンツを履
き，この女性の指示に対して何か答えているよう
な身振りをとっている．
この作品は長年，クリステラーが提唱した旧約
聖書に登場するシビュラと預言者との特定で解釈
が進められてきた．旧約の預言者が語っているの
は神意であり，預言者がシビュラと議論している
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図 11 (図 10 の部分)
図 10 アンドレア・マンテーニャ《シビュラと預言
者》，1495 頃，油彩，59×51.4 cm，シンシナ
ティ，シンシナティ・アート・ミュージアム．
巻物の内容はヘブライ語(に見える擬ヘブライ語)
で記載され，古代の叡智がその巻物に記されてい
るとするものである．
ランズバーガーは一方，女性か被る王冠，二人
が手にする巻物の書簡，王宮前の扉前に立ってい
る情景，ユダヤ人に特徴的な男性の鷲鼻などの図
像学的特徴から，ここに描かれているのはペルシ
ア王の門番を務めたユダヤ人モルデカイと，その
養女でペルシア王クセルクセスの愛后となる美女
エステルと特定している20)．このとき二人が手に
している巻物は，エステル記の最後に記されたプ
リム祭に関するエステルの言葉をまとめた文書で
あろうと指摘した．プリム祭は虐殺を逃れたユダ
ヤ人が安寧を祝うユダヤの重要な宗教祝祭であ
り，エステル記の最後でも，「ユダヤ人モルデカイ
が王妃エステルと共に(日付を)定め」，「エステル
の言葉によってプリムに関する事項は定められ，
文書に記録された」【エステル 9：31-32】とある．
図像学的にみて，第二を除く第一と第三の説は
説得力をもっている．いずれにせよ，旧約聖書の
登場人物を描いたものであることと，ヘブライ語
で書かれた文書を中心に議論を展開している場面
であることは一致している．また，先述の《エッ
ケ・ホモ》で見たような従来のユダヤ人像に特徴
的なネガティヴな要素，キリスト教徒の敵と認識
される場面設定，人物表現はここでは認められな
い．右側の男性像は鷲鼻にターバンというユダヤ
的特徴が付与されているが，その一方で老賢者の
品格も備えている．これは，D. ハラン(2014)の指
摘にもある通り，西欧キリスト教圏ではユダヤ人
Jews とヘブライ人Hebrews の間の区別が明確に
なされていたことを示している13)．モーセやダ
ヴィデ，預言者のイザヤ，エレミヤ等の旧約の時
代における古代ユダヤ人(ヘブライ人)は，キリス
トの祖先，キリスト降誕の預言者，もしくは新約
の予型として重要な意味をもっていたのに対し，
キリストと同時代に活躍し，新約で「キリスト殺
し」の罪を追うことになるユダヤ人は，キリスト
者にとって宗教的・社会的・文化的な敵，他者と
して区分される48)．
クリステラーの解釈をさらに推し進めたウィン
トは，アポロンの信託を受けるシビュラが，旧約
の預言者に対して聖書釈義している場面とした
が44)，それに従えば，画面上で二人が手にしてい
る文書は，一般の人間には具体的内容が明かされ
ないキリスト教の真理，神意を示し，それを解き
明かす鍵として現れる学問が，古代神学(カバラ)
であった．この作品自体がカバラの奥義に直接関
わるものではないにせよ，ヘブライ語(実際には
擬ヘブライ語)という言葉がもつ神秘的なアウラ，
象徴機能を期待し，描かれていた点で，幾分当時
のヘブライズムなるものが意識された作品であっ
たと思われる．
3 )美徳の園から悪徳を追い払うミネルヴァ
続いて《美徳の園から悪徳を追い払うミネル
ヴァ》(図 12)を見ていきたい．現在ルーヴル美術
館所蔵となっているこの作品はもともとイザベッ
ラ・デステのストゥディオーロ(小書斎)を飾るた
めにマンテーニャが制作したものであり，図像プ
ログラム考案者はパリーデ・チェレザーラである
ことが，ウィントやフェルヘイエン等の研究から
明かにされている43)45)．
画面前景には，肉欲，欺瞞，怠惰，憎悪，詐欺，
悪意，嫉妬，好色，忘恩，吝嗇などの悪徳が様々
な異形・怪物の姿で表されている．画面左に，鎧
兜を身につけた叡智と戦いの女神ミネルヴァ(ギ
リシア神話ではパラス)が駆けつけており，これ
らの悪徳を一掃しようとする様子で表されてい
る．注目されるのは，画面の左端，ミネルヴァの
前景左側に立つ月桂樹の全身に巻き付いている白
いスクロール(巻物)(図 13)である．スクロール
には三種類の異なる字体で文字が書かれており，
上段からラテン語，ギリシア語(実際にはギリシ
ア語の筆記体風のラテン語)，ヘブライ語(これも
12 札幌市立大学研究論文集 第 10 巻 第 1号(2016)
図 12 アンドレア・マンテーニャ《美徳の園から悪徳
を追放するミネルヴァ》，1496-1502 年頃，テ
ンペラ，油彩，キャンバス，159×192 cm，パ
リ，ルーヴル美術館．
実際にはヘブライ語のブロック体(図 14)を真似
た文字)で碑文が記されている．
この碑文には，美徳の母が自分の庭に巣食う悪
徳を追い払うよう天上の神々に訴えるメッセージ
となっており，上段のラテン語碑文から《AGITE
PELLITE SEDIBVS NOSTRIS / FOEDA HAEC
VICIORV [M] MONSTRA / VIRTVTVM
COELITVS ADNOS RE[D]EV[N]TIVM / DIVAE
COMITES》(どうか来て下さい，美徳の神々の御
伴方．天上から私たちのいる地上へと戻ってきて
下さい．そしてこれら恥ずべき悪徳の怪物たちを
わたしたちの居る場所から追放して下さい)の内
容が確認できる3)24)．
中段の碑文は，一見，筆記体のギリシア語風文
字に見えるが，実際にはラテン語の文字をかなり
丸く崩し，装飾を凝らしてデザインしただけのも
ので，文章の内容は上段と全く同じものである．
一方，下段の文字は，G. ブージ(2001)によって
真正のヘブライ語と，形だけを真似てそれらしく
見せた偽のヘブライ語の文字が入り混じったもの
であることが指摘されている(12)．上段や中段と異
なり，下段は意味を成さない碑文となっているが，
これについてブージの説明では，ヘブライ語は容
易に誰にでもその内容を明らかにする性質ではな
い秘儀的なものであり，いずれ明かされるであろ
う神の言葉として表象されていたのではないかと
分析している．
このラテン語，ギリシア語，ヘブライ語の言葉
の並び方について図像学的な影響源として比較し
たいのが，1499 年にヴェネツィアの出版業者アル
ドゥス・マヌティウスのもとで出版された著名な
『ヒュプネロトマキア・ポリフィーリ』(ポリフィー
ロの夢の中の恋の戦い)である(13)．16 世紀美術に
大きな影響を及ぼしたこの本の挿絵に，三つの門
扉をもつ岩山の絵がある(図 15)．
この三つの門上には四つの聖なる言葉が刻まれ
ており，主人公がどの門の道へ進むべきかが示さ
れている．この言葉は下から上にむかってラテン
語(古代ローマ語)，ギリシア語，ヘブライ語，ア
ラビア語の順に並び，上に進むにつれ，西欧から
未知の東方の言語へ，一見して，より難解深遠で
容易には解き明かされない神の言葉として配列さ
れているものと看取できる．
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図 14 『ゾハールの書 表扉』，1558-60 頃，
マントヴァ市立図書館．
図 13 (図 12 の部分) 図 15 フランチェスコ・コロンナ『ヒュプネロトマキ
ア・ポリフィーリ』，1499 年，ヴェネツィア．
一方，マンテーニャの《美徳の園から悪徳を追
い払うミネルヴァ》においてもまた，アラビア語
を除く 3つの碑文が『ヒュプネロトマキア・ポリ
フィーリ』の挿絵と上下反転するが同じ順番で記
されており，観る者に対して，古代の神聖さのア
ウラなるものを纏ったメッセージとして，われわ
れ人間が話す言葉とは異なる深遠な意味を備えた
神の言葉と目に映るよう，記されていたものと思
われる．
このスクロールに記された擬ヘブライ語碑文の
作成については，少なくともパトロンであるゴン
ザーガ家宮廷，とりわけイザベッラ・デステの人
文主義サークルにおける古代ヘブライ語に対する
文化的な嗜好を示すものであったといえる．図像
考案者パリーデ・チェレザーラが関与したこの作
品には，マントヴァ宮廷のサークル内でユダヤの
思想文化(ヘブライズム)に対する関心，異国趣味
的なテーマを求める知の流行，文化的土壌があっ
たことが示されていたといえよう．
4 )聖家族と洗礼者ヨハネの家族
最後に，《聖家族と洗礼者ヨハネの家族》(図 16)
を見たい．この作品は，マンテーニャが自分の墓
碑の祭壇画用に生前，準備した絵画である(14)．
現在，マントヴァのサンタンドレア教会堂の入
口から数えて左側一番目に位置する洗礼者ヨハネ
礼拝堂(通称，マンテーニャ礼拝堂)に飾られてい
る．画面には全部で 6名の人物が描かれており，
左から順にキリストの養父ヨセフ，聖母マリア，
幼児キリスト，同じく幼児の洗礼者ヨハネ，聖エ
リザベト，ザカリアが並んでいる．
聖書にはキリストの家族と洗礼者ヨハネの家族
が出会う場面について記述はないが，おそらく 13
世紀の文献『キリストの生涯の瞑想』が文学的源
泉であると指摘されている(15)．またクリスチャン
セン(1994)によって，ヨセフの帽子にヘブライ語
で「父親」を意味する言葉が書かれていることが
指摘されている(図 17)6)24)．
ヨセフの頭部を見ると，確かにヘブライ語のア
ルファベート א(アレフ)ב(ベート)א(アレフ)で
「アッバ」という発音の「父親」を意味する単語が
確認できる(16)．ここでいう「父」とは養父のヨセ
フではなく，寧ろ真の父である「神」を暗示して
いると思われる．マンテーニャはヘブライ語とい
う神聖な文字で父親＝神の名を刻み，神秘的で崇
高なる神を表象していたといえる．
M. ルッコはさらに，マンテーニャがヘブライ
語に関する何らかの知識を有していたか，マント
ヴァ在住のユダヤ人学識者のもとに通っていた可
能性を示唆している24)．筆者は，帯に書かれた文
字のうち，父親を意味する，אבא 以外の文字は再
び，ヘブライ語に似せて考案された偽の文字であ
ることから，マンテーニャにヘブライ語の知識が
あったとは首肯し難いが，彼自身の墓碑の祭壇画
を制作するにあたり，神聖なるヘブライ語で神の
存在をそこに描き込むため，ヘブライ語の有識者，
すなわちマントヴァで暮らすユダヤ人知識人との
知己を得ていたことは十分に考えられるといえ
る．
さらに，これまでの作品と異なり，本作品では
はじめてヘブライ語で意味を読み取らせる碑文と
なっており，しかも父＝神の存在の意味をもたせ，
聖なる言葉の神秘的な力を示していた点は注目す
べきところであるといえよう．これがマンテー
ニャ自身の墓碑の祭壇画であったことからも，キ
リスト者として彼が抱いた最後の信仰と深く関
わっていたことは間違いなく，そこにキリスト教
カバラとも看取できるヘブライ語の「父」を置き，
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図 16 アンドレア・マンテーニャ《聖家族と洗礼者ヨ
ハネの家族》，1504-06 年頃，テンペラ，カゼイ
ン，キャンバス，40×169 cm，マントヴァ，サ
ンタンドレア教会堂内 洗礼者ヨハネ礼拝堂．
図 17 (図 16 の部分)
自分の魂が神に至るための道を示していたこと
は，今後のマンテーニャ研究にとっても決して無
視しえないところであるともいえよう．
7 ．結論
以上，本論ではマントヴァの宮廷画家アンドレ
ア・マンテーニャの絵画作品から，ユダヤ表象に
関わる《エッケ・ホモ》《シビュラと預言者》《美
徳の園から悪徳を駆逐するミネルヴァ》《聖家族
と洗礼者ヨハネの家族》に焦点を当て，15 世紀か
ら 16 世紀にかけてのイタリア・ルネサンスを背
景とする歴史的動きに置きつつ再考を試みた．そ
の結果，《エッケ・ホモ》にみる従来のネガティヴ
なユダヤ人のプロトタイプと同時に，ヘブライ語
碑文のモティーフを描いた《シビュラと預言者》
《美徳の園から悪徳を駆逐するミネルヴァ》《聖家
族と洗礼者ヨハネの家族》に見る，当時のユダヤ
神秘主義思想カバラやヘブライズムに対する崇敬
の双方が住み分けをなされながら共存する状態で
あることが看取できた．分析に当たっては，ゴン
ザーガ家領内，マントヴァのキリスト教社会にお
ける，キリスト教市民とユダヤ人定住者との関係，
都市の執政者とコムニタ・エブライカの密接な関
係，キリスト教知識人とユダヤ人知識人との関係
など複層的な歴史状況に配慮しつつ進めるよう努
めた．
ルネサンス期イタリアにおけるユダヤ社会に関
する歴史学研究の堆積がある一方，表象文化研究
はまだ比較的寡少である．本研究はその一助をな
すそのケーススタディであったが，今後さらなる
社会史，思想史，文学史など歴史学諸分野と連携
した学際学的研究が望まれるところである．
補遺
本論は平成 27 年度科学研究費補助金(研究活動
スタート支援)「ヴェスパシアーノ・ゴンザーガ家
の肖像研究：16 世紀スペイン統治下のイタリア美
術政策」(課題番号・15H06523，研究代表者・望月
由美子)による研究成果の一部である．
注
( 1 )たとえば，マントヴァにおけるユダヤ人経営の銀
行数は，1413 年には 5 つ，1428 年には 7 つと着
実に数を伸ばしていった．ただし，Ioly Zorattini
(2005)14) によると，ユダヤ人の金融業における利
潤の 3 分の 2 ときには 4 分の 3 はゴンザーガ家
に収める税金として徴収されており，財政難を常
に抱えていたゴンザーガ家にとって，ユダヤ人の
経済活動は重要な財源をなし，互恵関係が成立し
ていたといえる．
( 2 )トレント公会議やカトリック改革後の異端取締
り強化が進んだ 1612 年には，マントヴァ総人口
約 50,000 名に対して 2325 名(4.6％)，20 世紀に
ファシズムの台頭と共に激減し，現在の人口は約
120 名となるが，16 世紀を通じて他の地域より安
定して人口数を保っていたことが Colorni
(2006)7)，Ioly Zorattini(2005)14) の研究より知ら
れている．
( 3 )パリ国立図書館に所蔵されているアレマンノの
書簡(Bibliotèque Nationale de Paris, ms. Hébr.
849)から，パリーデとアレマンノが実際に知り
合ったことが確認できる．その書簡には，《学識
豊かな碩学の人物に出逢った．彼は古典古代文
化から最近のキリスト教義の著作まで精通して
いた．［…］その人物とは，マントヴァのパリー
デ・チェザーリオ殿である》(Mi sono incontrato
con un uomo sapiente, erudito tanto nella cultura
antica quanto nelle dottrine degli autori cristiani
più recenti [... ] si chiama Messer Paride Cesaro,
mantovano)と記されている．この書簡の初出は
Busi(2001)3)．同じBusi によって，アレマンノが
イタリア半島で活躍したユダヤ神秘主義思想家
(カバリスト)で最も重要な人物で，哲学者ピー
コ・デッラ・ミランドラにヘブライ語とカバラの
思想を伝授した教師の一人であり，ピーコ・デッ
ラ・ミランドラの依頼で人文主義哲学とカバラの
神秘主義を融合した旧約の『雅歌』の注解を行っ
たことも指摘されている(Busi 2001)3)．
( 4 )とりわけ南ドイツでは，13 世紀以降の教会堂や
公共建造物に豚とユダヤ人を組み合わせたイ
メージが散見さ，それらは Judensau(ユダヤの雌
豚)と呼ばれていた．ローゲンスブルク大聖堂の
彫刻は有名な一作例である．ユダヤ人が雌豚の
乳を吸い，豚と淫欲な行為をする場面などであら
わされ，しばしばユダヤ人のそばに悪魔の姿も描
かれていた．
( 5 )《エッケ・ホモ》は，マンテーニャかもしくは彼の
息子あるいは工房が制作したものか見解が分か
れており，この問題は Lightbown(1986)22) に詳し
い．Luzio ( 1913 )27)，Lightbown ( 1986 )22)，
Morselli(2000)28) 等は，1627 年 1 月 19 日付のゴ
ンザーガ家財産目録の調査から，《エッケ・ホモ》
が当時，グロッタ前の通路に飾られていたことを
指摘している．
( 6 )制作目的はイザベッラ・デステの父親エルコレに
贈るためか，他のエステ家の人物のために制作さ
れた可能性が指摘されている(Christiansen
1992)4．もしくは，アルフォンソ・デステ二世の
妻マルゲリータ・ゴンザーガが，相当数の絵画を
マントヴァからフェラーラの宮廷に持ち運んだ
ことも知られており，そこに含まれていた可能性
も指摘されている(Christiansen 1992)4)．
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( 7 )｢エッケ・ホモ」(この人を見よ)はユダヤ属州総
督ピラトが死罪を求めるユダヤ群衆に向けて発
した言葉である．この経緯は福音書【ヨハネ 19：
5】に記されている．キリストの受難の主題とし
て宗教画でしばしば描かれた．
( 8 )文字の形体がヘブライ語のニクダー(母音符号)
に似ていることから，マンテーニャはヘブライ語
の筆記体を真似て描いたのではないかと思われ
る．Lightbown(1986)22) はギリシア語の筆記体と
言及しているが，これは実際に存在する文字では
なく，マンテーニャによって考案された文字であ
る．
( 9 )Katz(2000)17) によって，1496 年 4 月 25 日付の侯
爵夫人イザベッラ・デステから夫フランチェスコ
二世宛ての書簡(ASMN, AG, b. 2992, libro 6, ff.
98-99v.)に，ドメニコ・ダ・ポンツォーネの説教
に関する報告があることも指摘されている．
(10)Ferrari(2006)12) の指摘にもある通り，マンテー
ニャは古代碑文と同様，写字文化(デザイン的字
体，書法)に少なからぬ関心をもち，作品中にも
様々な書体で古代ラテン語，ギリシア語，ヘブラ
イ語の碑文を描いていた．
(11)L. Rèau(1956)31) はキリスト教図像学の視点から
エステル記の場面と特定しているが，モルデカイ
がエステルにハマンのユダヤ人虐殺陰謀を伝え
ている場面と捉えている．
(12)中段のギリシア語風の碑文も同じ内容が記され
ている(Busi 2001)3)．
(13)ヴェネツィアの出版業者アルド・マヌーツィオが
出した『ヒュプネロトマキア・ポリフィーリ』の
は難解な人文主義的文章と美しい木版挿絵を備
えていたことで当時ベストセラーとなり，同時代
の美術にも大きな影響を与えている(Szépe,
1996)39)．
(14)Pastore(2006)30) は，1504 年 3 月 1 日から墓碑の
建設がはじまり，1506 年に亡くなるまで自分の
墓のための内部装飾の制作をつづけたと特定．
(15)『キリストの生涯の瞑想』はフランシスコ修道会
士がアッシジのクララ童貞会の修道女たちのた
めに執筆した著作で，19 世紀まで聖ボナヴェン
トゥーラが執筆した権威書として西欧で流布し
たものである(Christiansen 1992)5)．
(16)ヘブライ語で「父」の意味・発音については，ヴェ
ネツィアのコムニタ・エブライカの方にご教示い
ただいた．ここに記して謝意を表したい．また，
新約聖書で神を意味する「父」という言葉Abba
「アッバ」に相当し【マルコ 14：36】，ラテン語に
取り込まれて修道院長を表す abbot にも派生し
た．
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市民参画型の模擬患者養成プログラムの開発
―共に育み合う市民主体の学習の場づくりを目指して―
原 井 美 佳 上 村 浩 太 坂 東 奈穂美 貝 谷 敏 子
御 厩 美登里 樋之津 淳 子 河原田 まり子
札幌市立大学看護学部
抄録：本研究は模擬患者(Simulated Patient 以下SP)の能力を最大限生かす場を設定し，共に成
長し合う学習の場を創り出すSP養成プログラムを開発し，その効果を検証することを目的とす
るアクションリサーチである．SP 養成プログラムの作成においては，本学の過去のSP 養成プ
ログラム，ならびに他大学やSP自主組織のプログラムについて分析のうえ作成した．プログラ
ムは，各回のテーマ，学習内容，学習方法，使用教材，場の設定，担当者と役割を設定し，全10
回の研修を計画し実施した．この際，現SPには，そのスキルを十分に発揮できるよう負担を考
慮しつつ役割を分担した．対象者は，現SP19名であり，質問紙調査とインタビュー調査により
データを収集した．質問紙調査の結果から，SP 養成講座へ参加したことによるSP 活動に対す
る思いと満足感の変化について検討した．また，インタビュー調査の結果から，【今後の安心感
につながった】【今後の会の運営について考える機会となった】と未来への思いが生じ，【メンバー
同士が話し合う機会が増えた】と会員同士のつながりに変化がみられ，【新たなメンバーとの人
間関係の調整を学んだ】【活性化のよい機会となった】などの挑戦の機会となったことが明らか
となった．さらに，【SPとして省察の機会となった】【教員を客観的にみる機会となった】と振
り返り，【SP活動の支え合いと学び合いを実感した】と意味を見出していた．本研究ではこのよ
うに，共に成長し合う市民参画型のSP養成プログラムを開発し，その効果を検証した．
キーワード：市民参画型，模擬患者養成プログラム
Development of a Public Participatory Simulated Patient Training Program
for the Creation of a Citizen-Centered Learning Venue for Mutual
Development
Mika Harai, Kouta Uemura, Naomi Bando, Toshiko Kaitani,
Midori Mimaya, Atsuko Hinotsu, Mariko Kawaharada
School of Nursing, Sapporo City University
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Abstract: In this study, we developed a simulated patient (SP) training program designed to
maximally utilize the skills of SPs and to provide a venue where SPs could learn from each
other. An action research was conducted to verify the effectiveness of this program. To
create the SP training program, we first analyzed past SP training programs at this
university, programs run by other universities, and programs run by SPs themselves. In our
program, we established the topics for each session, the academic contents, the learning
methods, the educational materials, the locations and healthcare settings, and the roles of
supervisors. The program was planned as a seminar with a total of 10 sessions. We assigned
roles to the current SPs so that their skills could be fully utilized while also considering the
burden these roles placed on each SP. The participants of the study were 19 current SPs. The
1 ．緒言
本学看護学部では，「的確な看護実践力を有し，対
人関係形成能力を備え，地域貢献できる人材育成」を
目的として，開学時より客観的臨床能力試験
(Objective Structured Clinical Examination 以下
OSCE)を実施している．さらに授業において模擬患
者(Simulated Patient 以下 SP)の専門科目への積極
的な導入による教育を行ってきた．また，SP養成を大
学として行ってきた1)が，専門科目へのSPの導入依
頼数が増加し，新たなSPの養成が急務となってきた．
そこで，現在活動しているSP(以下，現SP)と新たに
参加を希望する札幌市民(以下，新メンバ )ーが共に学
習し合うことを意図した新たな市民参画型SP 養成プ
ログラムを開発することとした．
これまで看護学教育におけるSP参加型教育に関す
る報告は，一部の領域演習2)や技術試験においてSP
を活用した報告3),4)などがある．SP参加による演習効
果は，学生同士のロー ルプレイに比べて，よりリアリティ
があり，教員とは異なる視点からのSPのフィー ドバッ
クが学生の学修に大きい効果があることが示唆されて
いる5),6)．また，SPのフィー ドバックによって，教員自
身の看護観や教育観を振り返る機会となり，教員の教
育力の向上につながっていた7)．
市民が模擬患者として教育に参画することは，「学
生の役に立つ／自分のためになるという実感」，「模擬
患者活動が自己をみつめ新たな自己発見の機会」，「普
段の生活では味わえない達成感・爽快感を得る」機会
となっている8)．このように模擬患者と協働する大学教
育は，地域の人 ・々学生・教員が共に学び合う場となっ
ている．しかし，大学それぞれにおけるSP 養成の実
施形態は様々である．一般財団法人ライフ・プランニ
ング・センター においては，模擬患者学を導入し，医学
生や看護学生の学習効果をあげ，一般の人が医学・
看護学に参与することで様々な相乗効果が期待されて
いる9)．このようにこれまでは大学や組織が模擬患者
の必要性を認識し独自に模擬患者を養成してきた．
一方，SP 導入の教育場面をSPの視点から評価して
いる報告10)があるものの，模擬患者としての活動経験
を有する市民の視点を取り入れた模擬患者養成プログ
ラムの開発の報告は見出せない．以上のような先行研
究を参考に今回開発するSP 養成プログラムは，学生
のみならず，市民のウェルネスの実現および地域の生
涯学習の場の創出につながり，地域の発展に寄与する
ことができると考える．
本研究では以下の2点を主な目的とする．
1．現SPの能力を最大限生かす場を設定し，共に
成長し合う学習の場を創り出すSP養成プログラ
ムを開発する．
2．共に成長し合う学習の場づくりとなり得たか
を検証するため，SP のモチベーションや満足感
の変化を調査する．
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data were collected via a questionnaire survey and participant interviews. Using the results
of the survey, we investigated the changes in attitudes toward and the levels of satisfaction
associated with the SP activities in the training program. Based on the results of the
interviews, we determined that the subjects had started considering the future. Some
responses indicating this were as follows: “the seminar led to a sense of relief regarding
future activities as an SP” and “the seminar provided an opportunity to consider seminar
management in the future.” The development of communication between SPs was indicated
by responses such as “I had more opportunities to hold discussions with other members.” We
also noted that the seminar provided opportunities to confront new challenges, according to
responses such as “I learned how to handle relationships with new members” and “the
seminar provided a good opportunity for stimulation.” In addition, the subjects looked back on
their experiences (“the seminar was an opportunity to reflect on my role as an SP” and “the
seminar provided an opportunity to objectively perceive instructors”) and derived meaning
from these experiences (“I had a real sense of mutual support and mutual learning of SP
activities”). In this study, we developed a public participatory SP training program designed
to facilitate the mutual growth of SPs and verified its effectiveness.
Keywords: Public participatory program, Simulated patient training program
2 ．研究方法
1 )研究デザイン
本研究は，本学看護学部の教育運営の一環として
実践するSP養成講座の企画・実施・評価のプロセ
スを通して，共に成長し合う学習の場を創り出す
SP 養成プログラムを開発するアクションリサーチ
である．アクションリサーチは，実践者が実践をよ
りよい方向に，改善，向上するのを促すと同時に，
個人が変化する過程の一助となることを認め，それ
を尊重する能動的な研究方法である12)．本研究は，
現在活動しているSP(以下，現SP)と新メンバーお
よび教員が共につくりあげるSP養成プログラムを
開発することから，アクションリサーチを研究デザ
インとして選択した．
なお，本研究は，現SPの能力を最大限生かす場
を設定し，共に成長し合う学習の場づくりとなり得
たかを検証するため，質的研究と量的研究の両方を
採用し，方法論的三角法を用いた．
2 )対象
(1) 平成 26年度に活動している現SP21名のうち，
本研究への協力が得られた 19名を対象とした．本
研究は，現SPの能力を最大限生かす場を設定し，
共に成長し合う学習の場を創り出すSP養成プログ
ラムを開発することを目的とするため，現SPを対
象とした．
(2) 対象の選定方法
平成 26年 8 月上旬に SP 養成講座の説明と研究
の協力依頼を行い，協力の意向のあった現SPを対
象者として選定した．
3 )研究期間
平成26年 5 月～平成27年 3 月
4 )SP 養成講座のプログラム案の作成と実施
(1) 平成 19～20 年度に本学で実施した SP 養成プ
ログラムの成果を分析し，SP 養成講座案を作成し
た(表 1 )．他大学やSP 自主組織のSP 養成活動の
資料を集めSP養成講座案作成の参考にした．
本模擬患者養成プログラムの開発においては，桜
井11) の『ボランティアの活動継続に影響を与える要
因』を参考に，個人的要因，参加動機要因，状況へ
の態度要因(組織サポート，業務内容，集団性，自己
効用感)を理論的根拠として展開した．具体的に
は，平成 19～20年度に本学で実施したプログラム
の成果から，SP として必要な演技とフィードバッ
クの技能を習得するための講座を構成した．その
うえで，各講座で求める技能の習得をより促進する
ために，桜井11) の『ボランティアの活動継続に影響
を与える要因』に含まれる要素を組み込み，現SP
の能力が最大限に生かされるようなSP養成プログ
ラムを目指し作成した．
(2) SP 養成講座は平成 26年 9 月から平成 27年 3
月までの期間で 10 回の研修を実施した．各回の
テーマ，学習内容，学習方法，使用教材，場の設定，
担当者と役割等の具体的な内容を設定した．
(3) 現 SP と教員の連携を図り，本学の教育運営の
スケジュールに沿う形で無理なく組み入れられる
内容にした．この際，現SPのスキルを十分発揮で
きるよう負担を考慮しつつ役割を分担した．また，
現SP，新メンバー，教員が共に学ぶ場となるよう
なSP養成講座案とした．
5 )データの収集方法と調査内容
データは質問紙調査とインタビュー調査により
収集した．
(1) SP 養成講座の開講前後に現 SP に質問紙を配
布し，質問紙への回答を依頼した．質問紙は，基本
属性，模擬患者の活動に参加する動機，活動への思
い，活動への満足感についての問から構成した．質
問紙調査は，模擬患者の活動に参加する動機につい
ては，「まったくあてはまらない」「あまりあてはま
らない」「どちらでもない」「まああてはまる」「非常
にあてはまる」の 5 段階で質問した．活動への思
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表 1 SP養成講座のプログラム
(各回に現 SPがサポーターとして参加)
い，活動への満足感については，「非常に満足」「か
なり満足」「ある程度満足」「多少満足」「まったく満
足していない」の5段階で質問した．なお，質問項
目の作成にあたり「ボランティアモチベーションの
構造に関する調査」11) で使用した尺度を参考にし
た．なお，著作者より尺度の使用許諾を得た．
(2) SP 養成講座の全講座終了時に，インタビュー
の同意の得られた現SP 6 名にインタビューを実施
した．所要時間は各 30 分程度であった．インタ
ビューガイドに基づき，SP 養成講座にアドバイ
ザーとして参加したことによるSPとしての自分自
身の変化やSP活動に対する気持ちの変化，および
SP 養成講座に参画した感想についてインタビュー
を実施した．
6 )分析方法
(1) 模擬患者の活動に参加する動機に関する質問
紙調査は，5段階での質問を「まったくあてはまら
ない」と「あまりあてはまらない」を「あてはまら
ない」に，「まああてはまる」と「非常にあてはま
る」を「あてはまらない」に集約し，それに「どち
らでもない」を加えた3段階で，単純集計を行った．
また，模擬患者活動への思いと満足感については，
質問項目ごとに開始前と終了後の 2 群に分け単純
集計を行った後，養成講座前後の変化について，マ
ン・ホイットニーのU検定により有意差を求めた．
(2) インタビューは，逐語録から「参加者の変化」
に関する記述を，前後の文脈を含めて抜き出し意味
内容を分析し，類似するデータをまとめてコード化
し，類似するコードをまとめて抽象度を上げてサブ
カテゴリー化し，カテゴリー化した．質的分析につ
いての信用性の確保は2点ある．1点目は，研究参
加者(現 SP)の文化を知り，信頼関係を十分な時間
を費やして築いてきた研究者からのスーパーバイ
ズを受けた．2点目は，データをカテゴリー化して
いく過程において研究者間で審議を行った．
7 )倫理的配慮
本研究の実施に際して札幌市立大学倫理委員会
の審査を受け承認を得た(通知No.1415-2)．インタ
ビューの実施にあたっては参加の自由意思，不参加
によっても不利益はないことを説明した．インタ
ビュー内容は同意を得て録音し，逐語録を作成し
た．また，個人情報保護のため，質問紙，インタ
ビューの記録は ID番号で管理し，個人を特定しう
る情報は記載しないことを説明した．
3 ．結果
1 )基本属性
研究の同意の得られた現SP19名中，18名の回答
が得られた(回収率 94.7％)．平均年齢は 67.0±
10.9 歳で，60歳以上が 76.5％を占めていた．男性
6名(33.3％)，女性は12名(66.7％)であった．
2 )模擬患者の活動に参加する動機(図 1 )
最も多かった参加動機は「模擬患者の活動は価値
のある行為だから」15名(83.3％)と「社会勉強にな
る経験として」15名(83.3％)であった．
次いで，「学生の成長への援助をすることで，自
分も幸せな気持ちになるから」14名(77.7％)，「社
会への恩返しの意味で」13名(72.2％)，「私の日常
に無い，おもしろい機会を与えてくれる」12 名
(72.2％)」，「異なる年齢の人たちと一緒になにかす
る機会になるから」11名(61.1％)，「模擬患者の活
動はより良い社会を創り出すから」11名(61.1％)で
あった．
3 )SP 活動に対する思いと満足感の変化
「実施前後のSP活動に対する思いの変化(表 2 )」
について，「桑の会の一員であるという実感」なら
びに「模擬患者の育成に役立っているという実感」
のいずれにおいても，実施前後で有意差はみられな
かった．また，「実施前後の SP 活動に対する満足
感の変化(表 3 )」について，「自分の役割の明確さ」
には有意差がみられたものの，「大学からの気づか
い」「トレーニングや学習の機会」「教員とのコミュ
ニケーション」「手続きや依頼内容のわかりやすさ」
「活動自体へのやりがい」「育成に携わる機会」「模
擬患者同士の人間関係」「学生や社会に役立ってい
る実感」のいずれにおいても有意差はみられなかっ
た．これらの結果から，本SP養成講座プログラム
が，現SPの能力を最大限に生かし，共に成長し合
う学習の場を創り出すSP養成プログラムとなり得
たかについて，その有効性を統計学的に示すには至
らなかったといえる．しかし，そのうえでSP活動
に対する思いと満足感の変化についての傾向を以
下に考察する．
SP 活動に対する思いの変化(表 2 )については，
「SPの一員であるという実感」と「模擬患者の育成
に役立っている実感」は，ある程度思っている会員
が多く，養成講座の前後で同様の傾向であった．
SP 活動に対する満足感の変化(表 3 )について
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は，「大学からの気づかい」については，「多少満足
している」が終了後になくなり，「非常に満足して
いる」「ある程度満足している」が増える傾向にあっ
た．「トレーニングや学習の機会」については，か
なり「満足している」との回答が終了後に増え，「あ
る程度満足している」が減少している．「教員との
コミュニケーション」については，終了後に「ある
程度満足している」が増加した．「自分の役割の明
確さ」については，「ある程度満足している」「多少
満足している」が終了後に減り，代わりに「非常に
満足している」「かなり満足している」が増え，開始
前と終了後では有意差(p＝0.038)が認められた．
「手続きや依頼内容のわかりやすさ」は「多少満足
している」「まったく満足していない」が終了後は
なくなり，「非常に満足している」「かなり満足して
いる」「ある程度満足している」だけとなった．「活
動自体へのやりがい」については，「多少満足して
いる」が終了後になくなり，「かなり満足している」
が増加した．
「育成に携わる機会」について，開始前は「多少満
足している」が多かったが，終了後は「ある程度満
足している」が増加した．「模擬患者同士の人間関
係」について，終了後に「多少満足している」「まっ
たく満足していない」がなくなり，「非常に満足し
ている」「かなり満足している」が増加した．「学生
や社会に役立っている実感」については，開始前は
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図 1 SP活動に参加する動機(N＝18)
「多少満足している」「まったく満足していない」と
の回答があったが，終了後はなくなった．代わり
に，「ある程度満足している」「かなり満足している」
が増加した．
4 )SP としての自分自身の変化や SP活動に対す
る気持ちの変化(表 4，図 2 )
インタビューへの参加者の年齢は30歳代から70
歳代，性別は女性4名・男性2名であった．
プログラムに参加した現SPの気持ちの変化につ
いて質的に分析した結果，189のコード，37のサブ
カテゴリー，10 のカテゴリーを抽出した．カテゴ
リーは【 】，サブカテゴリーは［ ］にて示す．抽
出されたカテゴリー間の関係は図 2 のとおりであ
る．
現 SP は，SP 養成講座にアドバイザーとして参
画することで，［初心を思い出しモチベーションが
高まった］［養成講座への参加で気が引き締まった］
など【活性化のよい機会となった】［新SPから刺激
を受けた］［新SPから見られる緊張があった］など
【新たなメンバーとの人間関係の調整を学んだ】と
新しい活動への挑戦の機会となったことが語られ
ていた．一方で，［無理なくアドバイザーを行うこ
とができた］［自分の SP 経験ややりがいを伝える
ことができた］など【背伸びせずにアドバイザーを
行えた】［新しい仲間が増えてうれしく感じた］な
ど【新SPとも支え合い学び合える関係になれそう
だ】と新しい活動・関係を無理なく乗り越えたこと
が語られていた．
新しい活動への挑戦の過程では，［会メンバーか
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表 2 実施前後のSP活動に対する思いの変化
表 3 実施前後のSP活動に対する満足感の変化
1)Mann-Whitney の U検定
1)Mann-Whitney の U検定 ＊：p＜0.05
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表 4 現 SPの養成講座に参画したことによる気持ちの変化
らのサポートを感じた］［SP活動を通して人に出会
えるよさを感じた］［教員との相互作用により満足
感が高まった］など【SP 活動の支え合いと学び合
いを実感した】と意味を見出し，［演じた後に話し
合えるようになった］［新 SP について話し合う機
会をもった］など【メンバー同士が話し合う機会が
増えた】と現SP同士のつながりに前向きな変化が
みられ，新しい活動への支えとしていた．この意味
の見出しや支えに立ち返りながら，新たな活動を通
じて［SP として参加した時の自分を振り返る機会
となった］［SPとしての喜びや苦労を振り返る機会
となった］など【SPとして省察の機会となった】さ
らに［教員のことについて話し合う機会をもった］
［教員の間でも違いがあることに気づいた］など【教
員を客観的にみる機会となった】と，模擬患者とし
ての活動を振り返っていた．
現 SP は，SP 養成講座にアドバイザーとして参
画するという新しい活動に挑戦し，意味の見出しと
支えあいに立ち返りながら，模擬患者の活動を振り
返る過程を通じて，［人数が増えると体調が崩れた
時に安心できる］など【今後の安心感につながった】
［会の発展のためには若返りの必要を感じた］［SP
活動の新たな役割を考える機会となった］など【今
後の会の運営について考える機会となった】と，自
分たちへの思いが語られていた．
4 ．考察
1 )模擬患者活動への参加動機
桜井13) は，ボランティアへの参加動機が7つの因
子で構成されていることを明らかにしている．そ
れは「自分探し」動機，「利他心」動機，「理念の実
現」動機，「自己成長と技術習得・発揮」動機，「レ
クリエーション」動機，「社会適応」動機，「テーマ
や対象への共感」動機の7因子である．回答数が多
かった「模擬患者の活動は価値のある行為だから
(15名)」「学生の成長への援助をすることで，自分
も幸せな気持ちになるから(14名)」「社会への恩返
しの意味で(13名)」「模擬患者の活動はより良い社
会を創り出すから(11名)」は，いずれも『利他心』
動機である．これは，他者のためにボランティア活
動を行う意識であり，活動継続をしている場合に強
く持っているとされる．また，「社会勉強になる経
験として(15名)」は，『自己成長と技術習得・発揮』
動機であり，ボランティアを通じて何らかの知識や
技術を身に付け，それらを発揮したいと望み，参加
する意識である．他に「私の日常に無い，おもしろ
い機会を与えてくれる(12名)」「異なる年齢の人た
ちと一緒になにかする機会になるから(11 名)」が
多かった．これらは『レクレーション』動機であり，
模擬患者としての活動や会の人との交流に楽しさ
を感じている様子が伺える．これらのことから，
SP 活動に参加する動機は，模擬患者に関する知識
や技術を習得し，それを学生のために発揮したいと
いう思いと，模擬患者の活動を楽しみながら継続し
ていると考える．
現 SP と新メンバーの年齢構成は主に 60歳代以
上であり，仕事の退職後や子育てを終えた時期の社
会参加の機会になっていると考えられる．
2 )模擬患者活動に対する気持の変化
模擬患者活動への満足感については，「教員との
コミュニケーション」の項目を除いた「トレーニン
グや学習の機会」「自分の役割の明確さ」「活動自体
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図 2 SP養成講座に参画したことによるSPの気持ちの変化
へのやりがい」などの項目については，一様に満足
感の程度の高い回答が多くなった．これらの質問
項目は「組織のサポート」「業務内容」「集団性」に
対する認知態度として，満足感を測定している14)．
今回の模擬患者養成講座のプログラム開発にあた
り，プログラムに対する現SPとの意見交換の機会
を意図的に設け，養成講座にサポーターとして参加
してもらった．模擬患者養成講座にSP自身が参画
する機会や現SPの培ってきた力を発揮できる場を
持つことにより，ボランティアとしての満足感が向
上することが示唆された．SP 活動の環境を大学と
して整えながら，現 SP と教員が協働して新たな
SP を養成することは，現 SP の活動意欲につなが
ると考える．
一方，模擬患者活動への思いは，「桑の会の一員
であるという実感」と「模擬患者の育成に役立って
いる実感」の2項目で尋ねたが，養成講座の前後で
回答数に大きな変化はなかった．今回の養成講座
に参画したことにより，SP 活動に対する思いに大
きな影響は及ぼさなかったと考える．
3 )模擬患者として学びと成長の機会
本養成プログラムは，現 SP と新メンバー(以下
新 SP)の直接的な相互作用を意図して開発した．
その結果，現SPにとって，SP養成講座にアドバイ
ザーとして参画するという新しい活動に挑戦し，意
味の見い出しと支えあいに立ち返りながら，模擬患
者の活動を振り返る過程を通じて，【今後の安心感
につながった】【今後の会の運営について考える機
会となった】と，自分たちのことや未来への思いが
生じ，語られていた．
今回，量的研究の中で，ボランティアへの参加動
機として回答数が多かった項目は「模擬患者の活動
は価値のある行為だから(15名)」「学生の成長への
援助をすることで，自分も幸せな気持ちになるから
(14名)」「社会への恩返しの意味で(13名)」「模擬患
者の活動はより良い社会を創り出すから(11 名)」
であり，いずれも『利他心』動機であった．現 SP
は自分たちへの思いよりも，他人の利益を図る態度
や考え方をもっていた．松尾は，成長の鍵として
「他者のために働くことが自分のためになり，自分
のために働くことが他者のためになっている状態
を作り出すこと」15) とし，自分への思いと他者への
思いの相互補完的な関係と融合について述べてい
る．現 SP にとって，SP 養成講座にアドバイザー
として参画するという新しい活動を通じて，利他心
だけでなく，自分たちのことや未来への思いが生
じ，語られていたということは，現SPの成長につ
ながったことが示唆された．
今回，模擬患者活動への思いについて，量的研究
では，「桑の会の一員であるという実感」と「模擬患
者の育成に役立っている実感」の 2 項目で尋ねた
が，養成講座の前後で回答数に有意差のある変化は
なかった．今回の養成講座に参画したことにより，
SP 活動に対する思いに大きな影響を及ぼさなかっ
た．一方，質的には，現SPにとって，SP養成講座
にアドバイザーとして参画するという新しい活動
は，【活性化のよい機会となった】【新たなメンバー
との人間関係の調整を学んだ】と挑戦の機会となっ
た一方で，【背伸びせずにアドバイザーを行えた】
【新SPとも支え合い学び合える関係になれそうだ】
と新しい活動・関係を無理なく乗り越えたことが語
られていた．全国ボランティア活動実態調査報告
書16) によると，「現在の活動を続けていきたい」と
回答したボランティアは 71.2％と多数を占める一
方で，「活動の範囲を広げていきたい」という回答
は9.6％と少なく，現状維持の傾向があると考えら
れる．このようなボランティアの意識が報告され
る中で，現SPが新たな活動に取り組んだというこ
と，それを大きな負担なく乗り越えることができた
ということは現 SP の成長の機会となったと考え
る．
本プログラムは現SPの養成講座へのサポーター
という新たな活動を通じて成長につながったこと
が示唆された．すなわち市民同士が共に育み合う
学習の場づくりとなったと考えられた．本養成プ
ログラムは，市民同士が共に学び合う関係を阻害し
なかっただけでなく，成長の機会となったと考えら
れる．
4 )参画型 SP養成プログラムの今後に向けて
「模擬患者の育成に役立っている実感」は養成講
座の前後で変化はなかったが，本養成講座へ携わり
方は【背伸びせずにアドバイザーを行えた】と養成
のサポーターとしての参画は大きな負担感を感じ
ることなく，無理のない役割であったと考えられ
る．今回のプログラムは，現SPが体験してきた内
容であり，またサポーターという役割を担っていた
だくことで過度な負担がかからないように配慮し
た．また，現 SP が今年度担当した大学の授業(演
習)やOSCEの練習場面や実際の実践場面の見学を
研修として位置づけることで，無理なく現SPの力
27SCU Journal of Design & Nursing Vol. 10, No. 1, 2016
市民参画型の模擬患者養成プログラムの開発
を研修で発揮する形態を取り入れた．今後も新た
なSPの養成の必要が生じることを踏まえると，本
プログラムを継続的に活用していくことができる
と考えられる．
SP活動については【SP活動を通して支え合いと
学び合いを実感した】とやりがいの実感が語られて
いた．新SP養成にアドバイザーの立場で参加する
ことにより，［SP活動を通して人に出会えるよさを
感じた］とこれまでの仲間と取り組んできたSP活
動を振り返る機会にもなったと考える．
本養成プログラムの開発によって，現SPのやり
がいを維持し，市民同士が共に成長しあい，学び合
う場となったといえる．今後は，本学において開学
当初から実施してきた模擬患者養成講座17) に，今回
の養成講座のプログラムの内容を取り込み，さらに
新SP の思い，ならびに国内外のSP 養成の動向を
参考にしながら，大学における模擬患者養成の在り
方を検討していきたいと考える．
5 ．結論
1 )現 SP のやりがいを維持し，市民同士が共に成
長しあい学び合う場として，全 10回の研修から成
るSP養成プログラムを開発した．
2 )SP 活動に対する参加動機について，他者のため
という意識と，ボランティアを通じて何らかの知識
や技術を身に付け，それらを発揮したいと参加する
意識に加え，模擬患者の活動自体を楽しんでいると
いう動機があった．
3 )SP 養成講座へ参加したことによるSP活動に対
する満足感が増加した項目は，「トレーニングや学
習の機会」「自分の役割の明確さ」「手続きや依頼内
容のわかりやすさ」「活動自体へのやりがい」「模擬
患者同士の人間関係」「学生や社会に役立っている
実感」で「満足している」であった．一方，SP養成
講座へ参加したことによる模擬患者活動に対する
思いの変化では，「SPの一員であるという実感」「模
擬患者の育成に役立っている実感」のいずれにおい
ても大きな変化はみられなかった．
4 )SP 養成講座に携わることで現 SP には，【今後
の安心感につながった】【今後の会の運営について
考える機会となった】といった未来への思いが生
じ，【メンバー同士が話し合う機会が増えた】といっ
た会員同士のつながりに変化がみられた．また【新
たなメンバーとの人間関係の調整を学んだ】【活性
化のよい機会となった】【背伸びせずにアドバイ
ザーを行えた】【新 SP とも支え合い学び合える関
係になれそうだ】と新しい役割へ挑戦の機会とも
なった．そして，【SPとして省察の機会となった】
【教員を客観的にみる機会となった】と振り返り，
【SP活動の支え合いと学び合いを実感した】と意味
を見出していた．以上より，本プログラムが現SP
の新たな経験から学ぶ力を育て，成長につながった
ことが示唆された．
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産後の子宮触診技術に活用できる「装着型産褥子宮モデル」の開発
山 本 真由美1) 山 内 まゆみ1) 渡 邉 由加利1) 多 賀 昌 江2)
石 引 かずみ1) 羽 深 久 夫3) 宮 﨑 みち子1)
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抄録：本研究の目的は，産後の子宮触診時に褥婦への対応が可能な「装着型産褥子宮モデル」
(以下，装着モデル)の開発である．研究方法は，平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月に，1 )自作
モデルを基に，株式会社高研の協力を得て装着モデルを試作(以下，試作品)，2 )試作過程に
おいて看護系大学および医療機関での試作品の形状や触感等に関する質問( 5 段階評価)と自
由記載の質問紙調査， 3 )試作品を装着した模擬患者に対する面接調査， 4 )装着モデルの完
成である．倫理的配慮は，研究者の所属施設の倫理委員会の承認後に実施した(No.1432-1)．
質問紙調査は 50 名の協力を得，質問項目の「恥骨の位置がわかりやすい」は平均 2.5±1.2
(SD)であった．自由記載では，恥骨結合の触れにくさ(22 名：44.0％)を感じており改善が必
要と回答した．面接調査の協力者は 4名を得，全員が装着のしやすさ，学生との対話のしや
すさを感じる一方，試作品が重いと指摘した．以上から恥骨結合の触診感覚，重量を改善し，
装着モデルを完成させた．子宮は，下腹部という日常生活では他者が触れない部位である．
そのため，対象者の羞恥心に配慮し，反応を観察しながら触診する必要がある．装着モデル
は，助産師の触診感覚と装着者の意見を重視したモデルとして評価できる．今後は演習時に
活用し，その効果を検討する．
キーワード：看護基礎教育，母性看護学，技術教育，教材開発，装着型産褥子宮モデル
Development of a “Wearable Model of the Puerperal Uterus”
for Palpating Uterus after Delivery
Mayumi Yamamoto1), Mayumi Yamauchi1), Yukari Watanabe1), Masae Taga2),
Kazumi Ishibiki1), Hisao Habuka3), Michiko Miyazaki1)
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Abstract: The objective of this study is to develop a “wearable model of the puerperal uterus”
(wearable model) , which is interactive for puerperal woman on practical uterus palpation.
The study was conducted from April, 2014 to March, 2015 as follows: 1) manufacturing a
wearable model ( prototype ) in collaboration with Koken, Co., Ltd. based on midwives-
manufactured model, 2 ) a questionnaire administered at nursing colleges and medical
institutions: five scale questions and free descriptive questions for the shape and texture of
the prototype, 3 ) interview with “pretend” patients after wearing the prototype, and 4 )
completion of the wearable model. This study was conducted with the approval of the ethical
committee of the institution the researchers belonged to ( No. 1432-1 ). With the aids of
targeting 50 participants, the score for one of the questions “Is it easy to feel the location of
the pubic bone?” was 2.5 (mean) ± 1.2 (SD). In the descriptive questions, 22 participants (44.
0%) noted difficulty to touch the pubic symphysis, which required improvement. All of 4
1 ．緒言
現在，国民の医療安全に関する意識が向上し，
臨地実習で実施できる看護技術の範囲や機会が限
定されている．そのため，看護基礎教育における
実践能力の強化がより一層求められてきた．2007
年「看護基礎教育の充実に関する検討会報告書」
では，学生の看護実践能力を高めるという観点か
ら，効果的な教育方法について提言している．そ
の中で，「各種の看護技術を実際に近い状態で適
用できるようにするために臨床場面を疑似体験で
きるような用具や環境の整備は，学生の実践能力
を向上させる有用な方策である」1)と述べている．
また，2011 年「看護教育の内容と方法に関する検
討会報告書」においても，看護師に求められる実
践能力を育成するための教育方法として，「学内
でシミュレーション等を行うなど臨地実習に向け
て準備をしておくことにより，効果的に技術を修
得することが可能となる」2)と示されている．つま
り，看護技術を修得するうえでは，学内において
のシミュレーションが効果的だといえる．
学内でのシミュレーションは，「自分の身体を
使って体験したり，その場で他者の反応を得られ
たりするため，課題や学習への関心が高まる」，「コ
ミュニケーション能力や精神運動領域の能力を高
められる」3)といった学習上の効果につながる．こ
のような学習を促進するためには，実習状況を想
起させ，疑似体験を促すような学習環境の整備4)
が不可欠となる．
現在，褥婦の子宮復古の観察技術の修得に向け
た学内演習は，「産褥子宮触診モデル」という既存
の非装着型モデルを使用している．しかし，非装
着型のモデルでは，快・不快など褥婦の反応を確
認しながら観察を行うことが困難である．本学に
おいては，看護実践能力を高める目的で客観的臨
床能力試験(Objective structured clinical exami-
nation：OSCE)を実施している．当初は，子宮復
古の観察の説明や子宮を観察するための腹部の露
出などは模擬患者に行い，子宮復古の観察のみを
非装着型の「産褥子宮触診モデル」を用いて行なっ
た．その状況では，子宮の観察をしながら，模擬
患者に対応することが難しい学生が散見された．
看護実践能力を向上させるためには，より臨地場
面に近づけるために模擬患者の協力やより人間に
近いシミュレーターの開発5)が必要だと言われて
おり，産褥期に特化した看護実践能力を強化する
ための教材6)の開発が必要であると考えた．しか
し，人体に装着ができ，褥婦の子宮復古を観察す
るタイプの産褥子宮モデルは未だ開発されていな
い．そのため，自作で「装着型産褥子宮モデル」
(以下，自作モデル)を作製した．それを使用した
ことで，学生は模擬患者に対し，コミュニケーショ
ンを取りながら，配慮しつつ看護技術を提供でき
た7)．このことから，自作モデルは，対象者の反応
を確認しながら看護技術の修得が可能であること
が明らかとなった．しかし，子宮が移動し，一定
の位置で子宮の計測を実施できない等の課題が生
じた．
以上より，本研究の目的は，自作モデルを改良
し，安定した状態で子宮の計測ができ，学生の反
復練習に耐え，かつ模擬患者が触診された時に
快・不快がわかる「装着型産褥子宮モデル」を製
作することである．
2 ．研究方法
1 )研究期間
平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月
2 )研究方法
(1) 自作モデルを基に，株式会社高研の協力を得
て，装着型産褥子宮モデルを試作(以下，試作品)
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interviewed participants found it easy to wear the prototype and to communicate with
students, but indicated heaviness of the prototype. Thus, we improved the prototype to easily
palpate the symphysis and itʼs weight. Palpation of the constricting uterus in puerperal period
needs to be conducted considering “sense of shame” of patients and observing responses of
the patients, because the lower abdomen is not usually touched by others. The wearable
model is valuable as it reflects both palpation feeling of midwives and comments of the
participants wearing the model.
Keywords: Basic nursing education, Maternity nursing science, Education of nursing skills,
Development of teaching materials, Wearable model of the puerperal uterus
した．
(2) 研究協力が得られた母性看護学領域教員およ
び助産師に，試作品を装着した模擬患者に触診
後，質問紙調査を行った．
(3) 協力が得られた模擬患者に，試作品を装着後，
研究者が観察を実施した．その後模擬患者全員
に，研究者がインタビューガイドを用い，集団
の面接調査を行った．
(4) (2)および(3)結果を基に再検討し，装着モデ
ルを製作した．
3 )対象者
研究方法(2)
質問紙調査対象者：看護系大学 2校の母性看護
学領域教員および，医療機関 5施設の助産師のう
ちで，承諾が得られた教員 4 名および助産師 46
名，合計 50 名．
研究方法(3)
面接調査対象者：A 大学で養成した模擬患者
で，かつ母性看護学OSCE経験のある女性のうち
で，承諾が得られた 4名．
4 )倫理的配慮
(1) 研究協力者に，文書および口頭にて説明し，
研究協力の依頼をした．その際，質問紙に記載
された内容は研究以外に用いることがないこと
を伝えた．
(2) 研究方法(2)の質問紙調査協力者には，研究
参加は自由意思であり，拒否できることを説明
し，質問紙の提出をもって同意が得られたとす
ることを伝えた．
(3) 研究方法(3)の面接調査協力者には，研究参
加の意思表示後，参加辞退や途中での辞退によ
る不利益が生じないことを保証した．
(4) すべてのデータはコード化して処理すること
で，得られたデータから個人が特定されないよ
う，匿名性の遵守には十分配慮した．
なお本研究は，札幌市立大学倫理委員会の承認
を得て実施した(No.1432-1)．また，本研究にか
かる利益相反はない．
5 )調査項目
(1)研究方法(2)の質問紙調査
①所属施設を「病院」，「大学」から選択する．
②過去に産褥子宮触診モデルを使用した経験の有
無を「はい」，「いいえ」から選択する．
③試作品の形状と触感について，「子宮底が触れ
やすい」，「子宮底の硬度がわかりやすい」，「触
診時に子宮底の形に違和感がある」，「子宮の大
きさが適している」，「恥骨の位置がわかりやす
い」，「触診時に恥骨結合の形に違和感がある」，
「模擬腹部は褥婦の腹部の脂肪の感触と類似し
ている」，「模擬腹部は褥婦の皮膚に類似してい
る」の 8 項目を質問した．各項目に対して，
「 1；思わない，2；やや思わない，3；どちら
でもない， 4；やや思う， 5；思う」の 5段階
評価で回答を求めた．
④試作品を用いることで，学生の子宮復古の観察
技術は向上するかを「はい」，「いいえ」および
その理由を自由記載で求めた．
⑤試作品についての改善点，意見を自由記載で求
めた．
(2)研究方法(3)の面接調査
インタビューガイドを基に，①モデルの装着は
容易か．②モデルを装着してどのように感じた
か．③装着してベッドに臥床すると，重量感を感
じるか，④装着して違和感はないか，⑤触れられ
たときに押された感じはするかについて，聞き取
りをした．
6 )分析方法
質問項目①所属施設，②経験の有無，④技術向
上の有無については，基本統計量を算出した．③
試作品の形状と触感については平均値を算出し
た．④および⑤の自由記載内容は，類似した意味
内容ごとにまとめ，その出現頻度を数量化し，集
計した．
面接調査は聞き取った内容を集計した．
3 ．結果
1 )自作モデルを基に，株式会社高研の協力を得
て，試作品を作製
(1) 1 回目の試作過程
研究者と委託業者で，自作モデル(写真 1 )につ
いて検討した．自作モデルの課題は，①布製であ
るため，感触が人体と異なること，②触診するこ
とによって中綿が移動し，腹部の厚さが変化する
こと，③腹巻で固定するため，疑似子宮の位置が
動くことが挙げられた．委託業者からは，疑似子
宮の形状と高さ・長さ・横幅について，専門的知
識を得たいとの要望があった．そのため，研究者
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間で検討後，疑似子宮を粘土で作成し郵送した(写
真 2：加工前)．その後，疑似子宮と恥骨の形状を
研究者と委託業者で検討し，子宮頂点の深さを変
えず，子宮底部の丸みと恥骨形状を強調し(写真
2：加工後)， 1回目の試作品を作製した．
(2) 2 回目の試作過程
1回目の試作を疑似子宮の経日的変化，恥骨結
合の形状，腹壁の厚さ，固定ベルトの形状，皮膚
となる表皮の触感等の観点から検討した．その結
果，①疑似子宮の頂点の位置の変更，②疑似子宮
が視診でわからないように子宮周囲を脂肪と同様
の素材で取り囲み，その上から脂肪素材を 1枚重
ねる，③腹部として巻くベルト内の子宮等の固定
位置の変更を依頼した．
(3) 3 回目の試作過程
①質問紙調査，②面接調査，③①・②の結果を
踏まえて委託業者に改善点について依頼した．
①質問紙調査
看護系大学 2校，医療機関 5施設で試作品の形
状や触感等に関する質問紙調査を行い，教員およ
び助産師の 50 名から協力を得た．
所属施設は「病院」46 名，「大学」 4 名であっ
た．
過去に非装着型の「産褥子宮触診モデル」を使
用した経験は，「はい」13 名，「いいえ」37 名であっ
た．
モデルの形状と触感については，表 1に示す．
平均点が高い項目順に「子宮の大きさが適してい
る」(3.7)，「子宮底の硬度がわかりやすい」(3.6)，
「子宮底が触れやすい」(3.5)，「触診時に子宮底の
形に違和感がある」(2.9)，「触診時に恥骨結合の
形に違和感がある」(2.7)，「恥骨の位置がわかり
やすい」(2.5)，「模擬腹部は褥婦の腹部脂肪の触
感と類似している」(2.1)，「模擬腹部は褥婦の腹
部の皮膚に類似している」(2.1)であった．
試作品を用いることで，学生の子宮復古の観察
技術が向上するかを質問したところ，「はい」44
名，「いいえ」 5名，無記入 1名であった．また，
試作品を用いることでの学習効果について(自由
記載)は，「観察技術の練習になる」20 名(40.0％)，
「実際の場面をイメージできる」14 名(28.0％)，
「対象者への配慮ができる」13 名(26.0％)，「コ
ミュニケーションの練習になる」 5 名(10％)で
あった．
試作品についての改善点および意見は，脂肪，
皮膚，恥骨結合，子宮底などであった(表 2 )．
②面接調査
模擬患者 4名全員が，装着が容易であること，
学生と対話ができること，押される感じがわかる
と答えた．一方，装着時にモデルの重さを感じて
いた．
③研究者間での検討
調査結果から委託業者と検討により，現時点で
の脂肪と皮膚についての変更は困難であるため，
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写真 1 自作モデル
写真 2 疑似子宮の検討(赤線は子宮頂点の深さ)
表 1 モデルの形状と触感
表 2 モデルの改善点および意見
ⅰ．恥骨をわかりやすくする，ⅱ．モデルを軽量
化する，ⅲ．経年劣化への耐久性を考慮するよう
依頼した(写真 3～ 5 )．
(4)装着モデルの完成
3回目の試作品を用いた調査結果を反映し，恥
骨をわかりやすくするために，腹壁および恥骨結
合部の素材を薄くした(写真 6 )．これにより， 3
回目の試作品は 3.7 kg であったが，3.3 kg に若
干軽量化した．また，繰り返し練習することがで
きるよう，経年使用に耐えるため，皮膚の断端と
ベルトの端を二重構造に強化し(写真 7 )，装着モ
デルを製作した(写真 8・ 9 )．
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写真 3 3 回目試作品(脂肪)の修正点(1)
写真 4 3 回目の試作品(脂肪)の修正点(2)
写真 5 3 回目の試作品(皮膚)の修正点(3)
写真 6 装着モデル(脂肪)完成品(1)
写真 7 装着モデル(全体像)完成品(2)
写真 8 人体に装着した様子(1)
4 ．考察
本研究の結果，「装着型産褥子宮モデル」の試作
が完成した．自作モデルの課題であった，①布製
であるため，感触が人体と異なる，②触診するこ
とによって中綿が移動し，腹部の厚さが変化する，
③腹巻で固定するため，疑似子宮の位置が動くこ
とについては，試作モデルにて改善された．しか
し表 1より，教員および助産師は試作品の「子宮
底の形」と「恥骨結合の形」に違和感を抱いてい
た．また，疑似腹部の「脂肪」と「皮膚」につい
ては類似しているが，各々平均点数 2.1 と低かっ
た．教員および助産師からモデル評価を通じて感
じた違和感を修正し，装着モデルを完成させたこ
とで，より臨場的な状況に対応できたと考える．
また，試作モデルを装着した模擬患者は，学生と
の対話が可能であること，腹部を押される感じが
分かることを挙げていた．既存のモデルでは対象
者不在のため，言葉をかけずに技術を提供するな
ど，モデルを「もの扱い」するように受け取れる
場面も見受けられた．しかし，模擬患者が感じた
ように，装着モデルを使用することで，技術を提
供しながら対話が可能になるため，既存のモデル
にはなかった効果が期待される．
母性看護学に特有な子宮の観察は，下腹部とい
う日常生活では他者が触れない部位を触診するた
め，対象者の羞恥心に配慮し，その反応を観察し
ながら実施する必要がある．さらに，対象者の
快・不快への配慮，観察を実施するための対象者
からの許可，観察目的の説明等に加えて，正確な
子宮復古状態の観察が求められる．つまり，技術
を獲得するためには，種々の状況下で練習を行う
ことが重要9)といえる．今後，このモデルを使用
し演習することで，子宮復古状態の観察の際に必
要となる対象者への配慮，例えば学生が対象者の
ショーツを下げる際の言葉のかけ方や，腹部を強
く押しすぎることによって生じた不快な表情を読
み取り，それに合わせた観察技術の練習が可能と
なる．
現在，看護教育では実習経験が制約される中，
人に触れる機会が減っている学生にとって，事前
に技術を演習し，互いに本モデルを装着して練習
し合うことで，正確な観察技術や対象者に対する
配慮を学び，対象者が感じる快・不快を体験する
ことができる．また，技術提供を練習すること
で，臨床場面に近い状況での練習が可能となる．
これらより，装着モデルを用いることで，技術
の練習，実際場面のイメージ，対象者への配慮や
コミュニケーションの練習が可能となり，学生の
実践能力の向上につながるものと考える．さら
に，学生のみならず，日本看護協会が推進してい
る助産師の実践能力を強化する「助産師実践能力
習熟度段階」の技術習得への活用も可能となると
考える．今後は母性看護技術の演習時に活用し，
学生の反応からその効果を更に検討していきた
い．
5 ．結論
(1) 株式会社高研の協力を得て，装着可能な産褥
子宮モデルを製作した．
(2) 既存の産褥子宮モデルにはない人体に装着す
るモデルであり，学生の看護実践能力を向上さ
せる可能性がある．
(3) 助産師の実践能力を強化する「助産実践能力
習熟段階」の技術習得への活用が可能となる．
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写真 9 人体に装着した様子(2)
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Effects of Hill Walking on Mood and Self-Perceived
Physical Conditions among Corporate Employees
Kayoko Machida1), Namiko Kawamura2), Hirofumi Ueda1)*, Nobuyuki Koseki3)
1)School of Design, Sapporo City University, 2)Faculty of Medicine, Oita University, 3)Japan Kurort Research Institute
Abstract: The present study aimed to evaluate the psychological and physical effects of hill
walking on corporate employees as well as to identify its beneficial aspects. Thirty company
employees and 31 local citizens participated in a guided hill walk held in Kaminoyama City in
Japan. Participants completed questionnaires immediately before, immediately after, and the
day after the walk. The questionnaires consisted of a 12-item mood scale (MCL-S.2 ) and
questions assessing physical conditions and motivation for participation. Among both
corporate employees and local citizens, positive mood factors including vigorous mood and
relaxed mood showed significant improvement after the walk (p<0.001). This result indicated
that hill walks could substantially enhance psychological state within both groups. Even on
the following day, these two factors remained significantly higher than before the walk among
local citizens (p<0.05 and p<0.01, respectively). However, among corporate employees, only
vigorous mood remained significantly improved on the day following the walk ( p<0.05 ) .
Specifically, employeesʼ enhancement of relaxed mood immediately after the walk did not
persist to the following day. As for self-perceived physical condition, among both corporate
employees and local citizens, items of ʻI am in good shapeʼ and ʻI have stiff shoulders or a stiff
neckʼ showed significant improvement on the following day (p<0.05). Furthermore, corporate
employees experienced significant enhancement of feeling physically refreshed on the day
following the walk (p<0.05). Our findings demonstrate that hill walking is beneficial for the
mental and physical health of corporate employees and local citizens. However, as the
sustained impact of employeesʼ feeling relaxed was limited, factors that affect the
maintenance of this impact require clarification. The results also indicate that further
investigation of factors that motivate people to walk for exercise purposes is necessary in
order to help employees successfully maintain this behaviour.
Keywords: Health promotion, Walking, Mood, Physical health, Corporate employees
企業従業員の気分と身体状況に対する低山・高原ウォーキングの効果
町 田 佳世子1) 河 村 奈美子2) 上 田 裕 文1)＊ 小 関 信 行3)
1)札幌市立大学デザイン学部，2)大分大学医学部，3)日本クアオルト研究機構
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抄録：本研究の目的は，企業従業員に対する低山・高原ウォーキングの心理的，身体的効果
を評価し，どの側面において低山・高原ウォーキングが有益かを明らかにすることである．
山形県上山市で行われているガイド付きの低山・高原ウォーキングに参加した企業従業員 30
名，一般市民 31 名に対し，ウォーキング前後と翌日に質問紙を配付した．質問紙は，12 項目
からなる気分尺度，身体状況および参加の目的に関する質問で構成されている．ウォーキン
＊北海道大学(〒060-0808 北海道札幌市北区北 8条西 5丁目)
1 . Introduction
According to World Health Organization
reports, in 2005, of G8 countries, Japan had the
second highest suicide rate after the Russian
Federation and this rate continues to be one of the
highest1)2). In 2013, people in their thirties, forties
and fifties who are meant to be established society
members during their most productive years
constituted 46.8% of all suicides in Japan3).
Additionally, work-related issues accounted for
nearly 8.5% of all causes of suicide4) (Table 1 ) .
Furthermore, it was reported that 56.7% out of
5,250 companies throughout Japan had employees
with mental health problems5).
In addition to mental health, employeesʼ
physical health has drawn considerable attention.
For example, the 2011 National Health and
Nutrition Survey reported that 30% to 50% of
males in their thirties, forties, and fifties may have
metabolic syndrome or suspected metabolic
syndrome6) . However, only one-third of these
generations exercise6) , and lack of exercise is
strongly associated with this syndrome.
The above data and information demonstrate
the need for companies and organizations to
establish mental and physical health care pro-
grammes for workers and employees. Some local
governments and organizations are beginning to
address this situation by utilising their natural
environment and resources. Subsequently, they
have been developing a programme that com-
bines refreshing activities such as walking in
nature and relaxing spa experiences to enhance
citizen and visitor health. However, studies on the
programmeʼs psychological, physiological, and
physical effects remain limited.
Various studies have shown exercise is one
key way to mitigate depressive feelings. Thirty
minutes of daily walking in an urban environment
has been reported to have depression reduction
effects on workers7) . Furthermore, walking in a
natural environment (e.g., forests or mountains )
has been found to have psychologically refreshing
and relaxing effects on ordinary citizens and
younger generations8)9). While these studies
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グ後は，企業従業員，一般市民ともに肯定的気分因子である「快感情」と「リラックス感」
が有意に向上し(p<0.001)，ウォーキングが参加者の気分を大幅に改善することが示された．
さらに，一般市民については，翌日においても「快感情」および「リラックス感」が，ウォー
キング前に比べて有意に高く(p<0.05，p<0.01)，ウォーキングによる気分の向上が翌日まで
維持されることが明らかになった．しかし，企業従業員の結果は一般市民と異なり，翌日は
「快感情」のみがウォーキング前に比べ有意に向上していることが認められ(p<0.05)，ウォー
キングによって改善した「リラックス感」は，ウォーキング前と有意な差はなくなっていた．
ウォーキング翌日の主観的身体状況については，どちらのグループもウォーキング前に比べ
て肩こりや体調の有意な改善が見られ(p<0.05)，さらに企業従業員においては身体的なリフ
レッシュ感の高まりも有意であった(p<0.05)．本研究の結果から，自然環境を活用した低
山・高原ウォーキングは，企業従業員および一般市民の肯定的気分と身体状況の改善に有益
であることが明らかになった．一方で企業従業員の「リラックス感」に関連する気分改善の
持続は限定的であったことから，効果の持続に影響する要因の特定や，さらなる心身の健康
維持のためウォーキング継続を促す要因の解明については引き続き研究が必要であることが
示唆された．
キーワード：健康増進，ウォーキング，気分，身体状況，企業従業員
Table 1. Causes of suicide in Japan in 2013
*1 multiple choice
*2 divided by 27,283, the number of people who committed
suicide in 2013
clearly show the beneficial aspects of walking in
nature or urban environments on mental state,
there is little research specific to the psychologi-
cal and physical effects of weekend walking in
nature for corporate employees in their thirties,
forties, and fifties. Obtaining evidence supporting
these effects would contribute to efforts by local
governments and companies in promoting mental
health among corporate employees.
Therefore, the present study aims to identify
the beneficial aspects of hill walking among
company employees, with a particular focus on
office workers in their thirties, forties, and fifties.
First, the physical and psychological effects of a
hill walking program for corporate employees
who were encouraged to participate by their
corporate health insurance society as part of its
welfare programme were evaluated.
Subsequently, these results were compared to
those of local citizens who voluntarily participated
in the same programme in order to identify the
effectiveness characteristics specific to corporate
employees.
2 . Methods
2.1 Venue
The survey was conducted in the city and spa
resort of Kaminoyama, Yamagata Prefecture,
Japan. Surrounded by high and low mountains,
Kaminoyama City has developed, prior to other
cities and towns, various footpaths for hill walking
that satisfy the requirements of climatic terrain
treatment11)12) . Most of the footpaths are within
walking distance from the city centre or spa
hotels. Consequently, both visitors and citizens
can easily access these footpaths. The city also
provides its citizens and visitors with an escorted
hill walking program seven days a week. Here, a
trained hill walking guide advises participants to
monitor their heart rate and skin temperature
while walking in order to facilitate optimal
exercise. As Kaminoyama city has actively
invited companies and their corporate health
insurance societies located in nearby cities to
participate in their health walk programme,
several companies now include it in their health
promotion initiatives and recommend employee
participation.
2.2 Subjects and Procedures
The survey was conducted on October 22,
2011, and October 8, 2012. On both days, the walk
was planned as a part of company welfare
programs as well as being open to ordinary
citizens. After the researchers explained the
purpose and methods of the study, 61 participants
provided consent for study participation. Based on
self-report to the question of whether participa-
tion was either encouraged by a company or
entered voluntarily as a citizen, participants were
divided into one of two groups: corporate employ-
ees or local citizens, who acted as the control
group. Both the corporate employees and local
citizens lived in Kaminoyama City or neighbour-
ing cities and towns, and the corporate employees
worked for companies located in the neighbour-
hood including Yamagata City. Both groups were
given the same questionnaire and were required
to respond before, immediately after, and the day
after the walking program. The questionnaires for
before and after walking were collected in a box
prepared by the researchers, and the following-
day questionnaire was returned by mail. This
study was approved by the Ethics Committee of
Sapporo City University ( approval number
No.1009-1, approved on July 25, 2011).
2.3 Questionnaire
The complete questionnaire consisted of the
Mood Check List Short Form 2 ( MCL-S.2 )10),
questions about physical conditions and the
reason for participating (Table 2). The MCL-S.2 is
a 12-item mood scale. Although the original MCL-
S.2 instrument uses a seven-point scale, it was
modified to a four-point scale in this study (1: not
at all, 2: somewhat, 3: moderately so, 4: very much
so) to improve ease of responding within a short
time. Although it was anticipated that reducing
the number of scale points would affect results,
this study employed a four-point scale based on
the assumption that the consequences of this
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change would be limited. Specifically, the survey
was confined to comparing pre- and post-walk
mood changes among the same subjects.
The MCL-S.2 identifies three factors, each
consisting of four items: vigorous mood ( active,
refreshed, lively, fine ) , relaxed mood ( relaxed,
comfortable, calm, peaceful ) , and anxious mood
(anxious, uneasy, distressed, worried)10). Of these
three factors, vigorous mood and relaxed mood
represent positive moods, while anxious mood
represents a negative mood. All item scores were
summed according to these three factors.
Therefore, a total score on each factor could range
from four to sixteen.
The researchers designed questions about
physical health used in this study. While existing
studies have evaluated pre- and post-walking
physiological changes, an appropriate instrument
for measuring physical effects of hill walking was
not available. Therefore, based on the types of
subjective physical complaints stated in the
Comprehensive Survey of Living Conditions
201013) and discussion with public health nurses
from Kaminoyama city, five items were created.
These were also measured using a four-point
scale (1: strongly disagree, 2: slightly disagree, 3:
somewhat agree, 4: strongly agree). Examples of
items included ʻMy body is refreshedʼ and ʻI have
stiff shoulders or a stiff neckʼ.
The survey also included questions about sex,
age, number of previous hill walking experiences,
place of residence, and whether participation was
encouraged by a company or voluntary.
2.4 Protection of Privacy
Prior to receiving the questionnaire package,
all study participants received oral and written
information as stated below.
- Purpose and method of the study
- The survey is conducted under strict anonymity
and participantsʼ free will
- Participants may respond only to questions they
are comfortable answering
- Participants can stop responding to questions at
any time
- Data collected will be stored securely and used
only for research purposes
- Anonymity will be protected at all times,
including in all future publications
- Choosing not to participate in the survey does
not affect participation in the hill waking activity.
3 . Results
3.1 Characteristics of Respondents
Thirty corporate employees and 31 local
citizens participated in the survey. The number of
questionnaires delivered and completed is shown
in Table 3.
Table 4 and Table 5 display respondentsʼ sex
and age, respectively. People in their thirties,
forties, and fifties constituted 83% of the corporate
employees group. More than 70% of the corporate
employees participated in the hill walk for the
first time. On the other hand, approximately 60%
of the local citizens had previously participated
(Table 6).
Results pertaining to the reason for partici-
pating in the walking activity indicated that a
primary factor that motivated corporate employ-
ees was concern for maintaining physical health
(Table 7) . In contrast, local citizens were inter-
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Table 2. Questionnaire items
ested in walking in nature and appreciating fauna
and flora in addition to health promotion. The
corporate employees appeared to have less
interest in nature compared to local citizens. In
the free-writing section of the questionnaire, some
corporate employees stated that they joined the
walk because their company recommended
participation. This indicates that not every
employee took personal initiative in participating.
3.2 Mood Alteration
The MCL-S.2 item scores were summed
together within their respective factors to deter-
mine factor scores (Table 8). To compare MCL-
S.2 factor scores before and immediately after hill
walking as well as before and the day after hill
walking, Wilcoxon signed-rank tests were used.
Mann-Whitney U tests were conducted to exam-
ine differences in MCL-S.2 scores between the
corporate employees group and the local citizen
group both before walking and the following day.
Mann-Whitney U test results revealed pre-
walk scores for the three factors did not
significantly differ between employees and local
citizens (Figure 1 ) . When each item score was
examined, only employee liveliness was signifi-
cantly lower than that of local citizens (p=0.046;
Figure 2 ) . Thus, both groups appeared to have
relatively similar moods when they began walk-
ing.
Wilcoxon signed-rank tests revealed that,
after walking, positive mood factors of vigorous
mood and relaxed mood significantly improved in
both groups ( p<0.001; Figures 3 and 4 ) . The
negative mood factor of anxious mood did not
significantly change in the employee group
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*1Percentages indicate the number of participants who
selected the item in relation to the total number of
participants within each respective group.
Table 3. Questionnaires delivered and collected
Table 4. Participantsʼ sex
Table 5. Participantsʼ age
Table 6. Previous experience participating
in the hill walk
Table 7. Reason for participating in the walking
activity
(option to select multiple responses)
Table 8. Descriptive statistics for mood factor scores
(Figure 3), but was significantly decreased in the
local citizen group (p<0.01; Figure 4).
Within the employee group, vigorous mood
scores reported the day following the walking
activity were significantly higher than those
reported before the walk ( p<0.05; Figure 5 ) .
However, relaxed mood and anxious mood did not
significantly change (Figure 5). Alternatively, in
the local citizen group, both vigorous mood and
relaxed mood improved between pre-walk and
following-day scores (p<0.05 and p<0.01, respec-
tively), while anxious mood did not (Figure 6).
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Figure 3. Changes in employeesʼ mood factor
scores.
***p<0.001
Figure 5. Changes in employeesʼ mood factor
scores.
*p<0.05
Figure 4. Changes in local citizensʼ mood factor
scores.
**p<0.01 ***p<0.001
Figure 1. Differences between employee and local
citizen factor scores prior to the walk.
Figure 2. Differences between employee and local
citizen scores for each mood item prior to
the walk.
*p<0.05
3.3 Physical Conditions
Wilcoxon signed-rank tests were conducted
on pre-walk and following-day scores of self-
perceived physical condition. Among corporate
employees, ʻmy body is refreshedʼ (p = 0.014), ʻI am
in good shape ʼ ( p = 0.020 ) , and ʻ I have stiff
shoulders or a stiff neckʼ (p = 0.026) significantly
improved from the pre-walk to following-day
assessments (Figure 7). Therefore, the employees
physically felt more refreshed, in better shape,
and experienced less neck and shoulder stiffness
on the day following the walk compared to
immediately before the walk. Among the local
citizens, only ʻI am in good shapeʼ (p = 0.014) and ʻI
have stiff shoulders or a stiff neck ʼ ( p = 0.005 )
improved (Figure 8).
4 . Discussion
In both groups, participating in the hill walk
significantly elevated positive mood. Even on the
following day, the employeesʼ vigorous mood
remained significantly higher than before the
walk. However, the employeesʼ relaxed mood,
which increased immediately after the walk,
decreased to the pre-walk level on the following
day. The control group of local citizens appeared
to benefit more from the walk than their
corporate employee counterparts: both the re-
laxed mood and vigorous mood of local citizens
remained enhanced the following day. These
results may suggest that walking in a natural
environment could have at least a two-day effect
on individualsʼ vigorous mood; however, the
sustained impact of relaxation is limited for
employees.
Although walking appeared to be beneficial
for enhancing certain positive mood factors
among corporate employees, it did not lead to a
change in negative mood. Considering that
anxious mood before the walk was similar
between corporate employees and local citizens
and only local citizens experienced a significant
decrease after walking, it is plausible that
corporate employees may have a more robust
feeling of anxiety. This would suggest that only
walking one day is not enough to mitigate this
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Figure 6. Changes in local citizensʼ mood factor
scores.
*p<0.05 **p<0.01
Figure 7. Changes in employeesʼ physical condi-
tions.
*p<0.05
Figure 8. Changes in local citizensʼ physical condi-
tions.
*p<0.05 **p<0.01
aspect of mental state among employees in their
thirties, forties, and fifties.
There was a significant change in self-
perceived physical conditions in both groups from
pre-walk to the following day. Specifically, both
the corporate employees and local citizens felt
that they were in better shape and had less
shoulder and neck pain than before walking. In
Japan, stiff shoulders and/or neck are major
complaints; 12.5% of Japanese women and 6% of
Japanese men regularly suffer from stiff
shoulders13). The results of this study propose the
possibility that hill walking can help reduce this
chronic problem. The corporate employees also
felt significantly more physically refreshed after
compared to before walking. Thus, participating
in a walk in a natural environment on the
weekend may help refresh corporate employeesʼ
bodies and minds.
As suggested above, corporate employeesʼ
participation in a one-day walking experience is
not enough to have a sustained effect on relaxed
mood or improve elements of negative mood such
as anxiety and distress. Therefore, it is speculated
that repeated participation would be required to
see a decrease in negative feelings and have a
lasting effect on relaxed mood. Consequently,
consideration of the factors that motivate people
to walk for exercise purposes are necessary in
order to help employees successfully maintain this
behaviour. While most corporate employees
selected health-oriented reasons, local citizens
that were frequent hill walkers selected various
motivation items, ranging from health mainte-
nance to enjoyment of nature. This difference may
have some implications. Further investigation is
needed in order to identify which factors motivate
people to participate in regular walking.
5 . Conclusions
The present study revealed that walking in a
natural environment enhanced vigorous mood,
which is related to refreshed feeling, and relaxed
mood immediately after the walk. Furthermore,
among corporate employees, vigorous mood as
well as some self-perceived physical conditions
such as feeling physically refreshed improved and
stiff shoulders mitigated on the following day.
These results may indicate that, for corporate
employees, weekend hill walking has more
refreshing than relaxing effects and facilitates an
active start to the week. Occasionally going on hill
walks as a weekend recreational activity and the
experience of feeling refreshed could lead to
maintenance of their mental and physical health.
The study also showed that effects differed
between the two groups. Specifically, the mitiga-
tion of anxious mood and sustained impact of
feeling relaxed were not obtained in the corporate
employee group, while local citizens experienced
both. Factors related to these differences could be
associated with types of stress or mental states,
motivation to hill walks, or frequency of participa-
tion between the two groups. Clarifying exactly
what causes these different effects requires
further study. In addition, developing a more
objective and effective index to evaluate partici-
pantsʼ physical conditions, validity confirmation of
the use of a four-point MCL-S.2 scale, and study of
the effects of hill walks between different
generations, employment patterns, and job cate-
gories are necessary. However, the findings of this
study imply that incorporating this type of
walking into companyʼs welfare packages and
encouraging employees to participate could be
effective measures for helping them stay mentally
and physically healthy.
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看護学教育に携わる模擬患者への継続支援についての検討
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3)東邦大学医療センター大森病院救命救急センター 4)札幌市立大学大学院看護学研究科
抄録：医学歯学教育の客観的臨床能力試験が必須化されたことで，コミュニケーションの演
習に対応するために模擬患者の養成が始まった．看護学教育でも，模擬患者が参加する演習
でコミュニケーション能力などの看護実践能力への効果が明らかにされ，模擬患者の養成が
行われるようになった．
今回，看護学教育での模擬患者の活動が継続するための支援のあり方を検討するために，
医学教育と看護学教育で模擬患者活動をしている 5名に二つの教育の場での活動体験の違い
と模擬患者の活動を継続するために必要なことについてインタビューを行った．インタ
ビュー内容は逐語録に起こし，体験の違いや活動継続に必要なものについて語っている文節
を抽出してコード化し，コードの類似性によってサブカテゴリ・カテゴリ化した．
その結果，医学教育と看護学教育の体験の比較として【シナリオの内容の違い】などの 6
カテゴリ，模擬患者活動を継続させるものとして【仲間とのつながり】などの 6カテゴリ，
教員との関係として【事前打ち合わせの重要性】などの 4カテゴリが抽出された．
看護系大学で養成された模擬患者の活動が継続されるには，模擬患者同士のつながりや組
織的な取り組みができる体制への支援と，模擬患者の活動の場を保障できる学内教員のファ
シリテート力の育成が必要であることが示唆された．
キーワード：模擬患者，看護学教育，模擬患者活動，模擬患者養成
Considerations in Providing the Continued Support to Simulated Patients
in Nursing Education
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Abstract: Alongside the start of compulsory objective structured clinical examinations for
medical and dental education, education for simulated patients (SPs) was started to meet the
needs of communication exercises.
Training for SPs came to be provided due to the effects of objective structured clinical
examinations for nursing competences, which include communication skills in exercises that
incorporate SPs participation.
We interviewed five SPs in medical and nursing education on the differences between the
activity experiences between the two types of education and the necessity of continuing these
＊札幌市立大学看護学部非常勤講師
1 ．緒言
日本において模擬患者(模擬患者：Simulated
Patient，Standardized Patient)は，医学生をはじ
めとした医療者のコミュニケーション能力の向上
を図るために医療面接教育に大きく貢献してい
る1)．とくに 2005 年に医学・歯学教育で開始され
た客観的臨床能力試験 ( OSCE：Objective
Structured Clinical Examination 以下 OSCE とす
る)により，医学系大学や患者会などの団体によ
る模擬患者養成が増加した．
一方，看護学教育では，2002 年に出された文部
科学省の看護学教育の在り方に関する検討会2)で
看護実践能力育成や適切な評価が重要な課題とし
て取り上げられた．それに伴い，看護技術の実施
に伴うコミュニケーションや対象に応じた看護技
術の実践を目的に模擬患者を活用した演習が増加
している．
模擬患者が参加する演習の増加に伴って授業評
価に関する研究が増加し，模擬患者の演習に参加
することの有効性が述べられている3～5)．
札幌市立大学では，学生の看護実践能力の向上
を目的として開学年次(平成 18 年度)より看護学
部全体で模擬患者参加型授業および OSCE 導入
に取り組んできた．その過程で，大学独自で一般
市民を対象に模擬患者の養成を開始し，修了者が
札幌市立大学の看護学教育の演習科目などで模擬
患者として活動をしている．
本学の模擬患者が看護学教育の演習科目に参加
するには，当該科目の担当教員との打ち合わせや
演技の練習などが必要となるが，その取り組み方
は統一されているわけではない．そのため，担当
教員の模擬患者に対する演習での対応や支援のあ
り方によっては模擬患者から不安や不満が生じ，
模擬患者活動の継続意欲を低下させる要因になっ
ている．そのため，本学の模擬患者養成コースの
修了者が模擬患者活動を継続できる体制づくりが
求められる．
しかし，これまでの模擬患者養成は医学系大学
や民間の団体を中心に行われており，看護系大学
で行っている模擬患者養成は始まったばかりであ
り，模索状態である．
そこで，医学教育の模擬患者として早期から活
動し，看護学教育においても演習で模擬患者とし
て活動している市民グループの模擬患者活動を分
析することで，本学の模擬患者が活動を継続する
ために必要な示唆が得られると考えた．
また，今後，看護学教育の場で活動する模擬患
者が増えるにしたがって，医学教育と看護学教育
での活動体験の違いが模擬患者活動の継続意欲に
違いをもたらす可能性が考えられる．そこで，現
在二つの教育に参加している模擬患者の体験につ
いても調査した．
その結果，本学で養成した模擬患者が継続して
活動していくために必要な支援のあり方と二つの
教育に参加した体験の違いについて示唆を得たの
で報告する．
2 ．研究方法
1 )用語の定義
模擬患者とは，「一定のシナリオに基づいて，あ
る病気の患者のもつあらゆる特徴(病歴や身体の
所見にとどまらず，態度や心理的・感情的側面に
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SP activities. We recorded the contents of the interview word for word, and extracted and
coded phrases for comments on the differences in experiences and the need to continue
activities, in order to categorize and subcategorize them by code similarities.
As a result, we were able to divide the comparisons between medical education and nursing
education into six categories, such as Differences in Scenarios; the needs for continuing SP
activities into six categories, including Ties with Peers; and the relations with instructors into
four categories, including the Importance of Prior Meetings.
Our study results indicated that it is important to support this structure that enables mutual
ties among SPs, well as the organizational efforts. And to promote facilitation capabilities for
school instructors and to support the continued activities of SPs trained by nursing
universities.
Keywords: Simulated patient, Nursing education, Simulated patient activities, Simulated
patient training
至るまで)を，可能な限り模倣するよう訓練を受
けた人｣6) である．模擬患者には，模擬患者
(Simulated patient) と 標 準 模 擬 患 者
(Standardized patient)があり，前者はコミュニ
ケーション教育や技術演習において患者を演じ，
リアリティを重視した演技や系統的なフィード
バックを行う．後者は OSCE や技術試験などの
評価が目的であり，誰が演じても同じような演技
ができるように標準化した役を演じ，フィード
バックも短時間で行う．
本研究では，模擬患者(Simulated patient)と標
準模擬患者(Standardized patient)のいずれも演
じることのできる者を模擬患者と呼ぶ．
2 )研究の目的
医学教育と看護学教育での模擬患者の活動体験
の比較と看護学教育における模擬患者活動を継続
させていく要因について考察し，本学で養成した
模擬患者の活動への支援のあり方について検討す
る．
3 )研究方法
(1) 調査期間 2012 年 10 月～12 月
(2) 研究対象者
医学教育と看護学教育で模擬患者活動を行いな
がら一般市民を対象に模擬患者養成講座を開催し
ているグループの代表者に研究趣旨を説明し，研
究協力の承諾を得た．医学教育と看護学教育の双
方で模擬患者として活動しているメンバーを推薦
してもらい，承諾の得られた 5名を対象とした．
(3) 研究方法
1名のインタビュアに 2名の研究者で面接を実
施した．インタビューガイドに沿って，医学教育
と看護学教育での共通点と相違点について，模擬
患者活動を継続していくために必要なこと，養成
する担当者への期待について半構造化面接を行っ
た．インタビューは本人の了解を得て録音した．
(4) 分析方法
インタビュー内容を逐語録に起こし，体験の違
いや活動継続に必要なものについて語っている文
節を抽出してコード化し，コードの類似性によっ
てサブカテゴリ・カテゴリ化した．カテゴリ化す
るに当たっては， 1名の研究者が最初の分析を行
い，それを研究メンバー間で相互に検討し，協議
の上で決定した．検討するというプロセスを繰り
返し，研究者間で納得するまで続けることで妥当
性を担保した．
(5) 倫理的配慮
本研究の趣旨，方法，研究協力の任意，研究結
果の公表により個人が特定されないこと等を，口
頭と書面をもって十分に説明し，同意書への記載
によって同意とした．面接時は圧迫感を与えない
ように心掛けた．また研究代表者が所属する教育
機関の倫理委員会において承認を得た．
3 ．結果
1 )対象者の属性
男性 1名，女性 4名の計 5名であった．年齢は
46～60 歳で平均 54.2 歳であった．模擬患者の活
動歴は 3 ～10 年未満が 3 名，10～20 年未満が 2
名であった．インタビュー時間の長さは平均 38
分であった．
2 )インタビュー結果
分析の結果，16 のカテゴリが抽出された．研究
目的に沿って， 1．医学教育と看護学教育での体
験の比較， 2．模擬患者活動を継続させているも
の， 3．教員との関係，の 3つのテーマに整理し
た．
以下に， 3つのテーマごとに結果を述べる．な
お，カテゴリは【 】，サブカテゴリは［ ］，コー
ドは〈 〉で示す．
(1) 医学教育と看護学教育の体験の比較
表 1 に示すように，27 コードと 10 のサブカテ
ゴリ， 6つのカテゴリで構成された． 6つのカテ
ゴリは【コミュニケーション中心の模擬患者活
動】，【シナリオの内容の違い】，【演じる思いの違
い】，【看護は身近な存在】，【充実感の違い】，【学
生についての情報提供量の違い】であった．
今回のインタビュー対象者は，医学教育と看護
学教育の両方で［医療面接場面］や［問診場面］
を演じており［看護の依頼もコミュニケーション
場面］であった．演習場面におけるケア技術につ
いては，〈看護で脈拍くらい〉，〈血圧測定や触診さ
れたとかはほとんどない〉と述べ，［少ないケア技
術の経験］であり，模擬患者活動としては，医学
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教育も看護学教育もともに【コミュニケーション
中心の模擬患者活動】であった．
しかし，コミュニケーションを中心とする演技
であっても，看護学教育のシナリオの場合，〈看護
のシナリオは深い〉，〈看護は気持ちが多い〉と語
り，［感情が動くシナリオ］であり，【シナリオの
内容の違い】を感じていた．また，看護学教育で
は，演じる模擬患者の看護学生への〈わかってほ
しい気持ちが医学生より強い〉という［演じる思
いの強さ］が生じており，【演じる思いの違い】が
あった．
演じる時の学生の印象としては〈医学部では本
音が言えない雰囲気〉があり，〈看護師のほうが親
身に話をしてもらえる〉と［医師とは違う身近な
存在］と感じ，看護職が模擬患者にとって医師に
比べ【看護は身近な存在】であった．さらに看護
学教育の場面で演じているときは［学生への感動］
を感じ，演じた後は，〈演じた後で残る感情が満点
に近い〉，〈演じる時に充実感・嬉しさを感じる〉
や〈演じていて満足感が違う〉など［看護やコメ
ディカルで感じる充実感］を述べており，医学教
育に参加した時と比べ【充実感の違い】を感じて
いた．
また，演習で参加するときに〈看護は学生個々
の個性を教員が教えてくれる〉と述べ，医学教育
と看護学教育での教員の【学生についての情報提
供量の違い】があった．
(2) 模擬患者活動を継続させているもの
表 2 に示すように，54 のコードと 12 のサブカ
テゴリ， 6つのカテゴリで構成された． 6つのカ
テゴリは，【仲間とのつながり】，【模擬患者活動に
よる自己への効果】，【模擬患者活動としての組織
的な取り組み】，【模擬患者活動でしか味わえない
感情】，【信頼できる模擬患者仲間の指導者の存
在】，【家族の理解】であった．
模擬患者として活動が続いているのは，【仲間
とのつながり】であると全員が述べている．これ
は，〈信じ，待っていてくれる仲間がいるから続け
られる〉，〈同じことをやっている仲間〉など，一
緒に活動をしている［仲間の存在］を感じていた．
また，演技をした後に沸き起こる様々な感情や学
生・教員との関わりなどについて，〈仲間と話すこ
とでガス抜きができている〉，〈吐き出すところが
ないと次に向かえない〉，〈仲間内でのコミュニ
ケーションは大事〉など［仲間との吐き出し］の
大切さや，〈仲間からのアドバイスで元気になる〉，
〈新しい仲間からの新しい視点や感性〉など［仲間
から得られるもの］も実感していた．
【模擬患者活動による自己への効果】としては
模擬患者活動が，〈模擬患者活動を続けたことで
自分を振り返ることができる〉，〈自分についての
気づき〉が得られる［自分を繰り返し振り返られ
る場］であり，〈模擬患者をすることで自分の嫌な
部分も好きになれる〉，〈仲間と振る返ることで自
分を知る〉，〈個人としての成長〉を感じる［自分
の成長の場］となっていた．また，〈模擬患者活動
で生活に目標ができる・張りができる〉〈模擬患者
活動がリフレッシュになっている〉などの［生活
へのプラスの変化］を感じていた．また，〈研究会
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表 1 テーマ：医学教育と看護学教育での体験の比較
のほうが肩がこらない〉，〈仲間といたら何も気を
遣わない〉〈自分の存在がなくならない場所〉など
［自分にとっての居場所］であった．また，模擬患
者活動は〈一生に 1回しか会わない学生との会話
ができる機会〉であり，〈感じたことが学生に届い
た時の満足感〉など【模擬患者活動でしか味わえ
ない感情】となっていた．
模擬患者活動を継続するための【模擬患者活動
としての組織的な取り組み】として，「勉強会や定
例会や養成の開催」や「勉強会・情報交換への参
加の要請」など［会の活動継続に向けた体制づく
り］が行われ，医学・看護学教育などへの参加の
後には，「演じた模擬患者のコメントをまとめて
いる」「レポートを提出する」など［次回の模擬患
者活動への引き継ぎ］が行われていた．
さらに，〈指導者がその人をちゃんと見てフィー
ドバックしてくれる〉など所属する研究会に【信
頼できる模擬患者仲間の指導者の存在】があるこ
とや「家族が協力してくれる」などの【家族の理
解】によって活動が継続されていた．
(3) 教員との関係
表 3 に示すように，46 のコードと 10 のサブカ
テゴリ， 4つのカテゴリで構成された． 4つのカ
テゴリは，【事前打ち合わせの重要性】，【教員の
ファシリテート力】，【教員の模擬患者活動への無
理解】，【教員との振り返りによる効果】であった．
ほとんどの模擬患者が参加前に〈学生の状況を
事前に教員に聞く〉や〈教員と目的などを打ち合
わせ〉るなどの［事前の打ち合わせによる情報収
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表 2 テーマ：模擬患者活動を継続させているもの
集］を行っていた．〈事前に教員に聞いて納得し
て役をやる〉など［事前の打ち合わせによる役作
り］を行っていた．また，〈事前の打ち合わせと
ロールプレイすることで安心する〉や〈教員とあっ
て話すことで伝わる安心〉など［打ち合わせによ
る安心感］を得ており，【事前打ち合わせの重要性】
を感じていた．
当日の演習では，〈教員は流れをつかんで伝え
る，大事な役割〉，〈模擬患者の感想を拾ってまと
め，授業につなげる〉，〈模擬患者の言葉足らずの
部分を教員が次に活かす〉など［模擬患者の効果
を引き出す教員のファシリテート力］を教員に求
めていた．そのためには〈模擬患者が突っ走らな
いために教員との連携が必要〉であり，〈教員が
しっかり基本を準備してもらえれば多分うまくい
く〉といった［教員による模擬患者参加のねらい
の明確化］が大切であると感じていた．また，模
擬患者が〈気持ちを出せるかは教員への安心感が
あるか否かで違う〉と感じ〈教員の適切なサポー
トによる精神的負担の軽減〉など，［教員とのかか
わりによる精神的影響］や〈教員と一緒になって
行うことが嬉しい〉，〈お互いに協力し合うのがい
い〉〈教員と思いを一緒にしたい〉などの［教員と
協力し合うことへの期待］があり，【教員のファシ
リテート力】の重要性が明らかになった．
その一方で【教員の模擬患者活動への無理解】
では，〈模擬患者に無茶振りをする教員が結構い
る〉，〈教員の視点がテクニックのみ〉で〈模擬患
者への演技の制限〉が行われ，［教員の無理解によ
る演技の無効化］を感じていた．そのため，〈教員
が模擬患者の役割を理解しないことで辛い〉と語
り，〈理解していない教員のときのフィードバッ
クはしんどい〉など［教員の無理解による模擬患
者の辛さ］を感じていた．
演習の終了後には，〈終了後に教員と流れや学
生について話す〉，〈感想を伝える〉，〈教員とざっ
くばらんな振り返り〉など時間があれば反省会を
実施し，［終了後の教員との意見交換］を行うこと
で，【教員との振り返りによる効果】を得ていた．
54 札幌市立大学研究論文集 第 10 巻 第 1号(2016)
表 3 テーマ：教員との関係
4 ．考察
今回の分析結果から，医学教育と看護学教育で
の模擬患者の活動体験の比較と看護学教育におけ
る模擬患者活動を継続させていく要因について考
察し，本学で養成した模擬患者の活動への支援の
あり方について検討する．
1 )看護学教育での模擬患者活動の特徴
大滝7) は，日本の看護学教育への模擬患者導入
の意義として，日常生活の支援や援助，管理をす
る上で看護師にとって医療者－患者関係モデルの
共同作業関係(mutual participation)が形成される
のは重要であり，模擬患者の導入は練習の場にな
ると述べている．あわせて，学生同士や教員が患
者役を行う場合，共同作業型の関係では患者がど
のように感じ，どのように理解したかをケア実施
者に適切に伝えることが不十分であると指摘して
いる．
医学教育の場でも共同作業型の医療者－患者関
係は重要であるが，大滝が指摘しているように患
者にとって身近な存在である看護師が，日常の関
わりを通して患者がどのように感じているかを解
ることは重要であり，その結果，患者との関係性
がより深まると考えられる．つまり，コミュニ
ケーション演習に模擬患者が参加することは，一
般的かつ臨場感のある看護場面を作り出すことが
でき，実在の患者ではないため繰り返しが可能で
失敗が許され，患者に関する議論をその場ででき，
模擬患者からフィードバックがもらえるという
点8)9) で，教育的利点が大きいといえる．
今回，医療面接やコミュニケーション演習に参
加している模擬患者は，医学教育と看護学教育で
の模擬患者活動の違いとして，【シナリオの内容
の違い】や【充実感の違い】を語っていた．これ
は，看護学教育のほうが日常生活場面からシナリ
オを作成するため，患者の状況設定や背景などが
詳細になることによると考える．また，〈看護の
ほうが患者の味方になってほしいという気持ちが
強い〉などと看護への期待が述べられた．さらに
〈演じた時に充実感・うれしさを感じる〉などのよ
うに看護のシナリオでは演じている時の気持ちの
動きが大きく，看護学教育への思い入れの強さを
窺うことができる．
模擬患者を対象にした阿部らの調査10) では，模
擬患者活動について， 1 )医療の発展に役立ちた
いという社会的貢献， 2 )自己の向上， 3 )学習者
の反応， 4 )人との出会いの 4 つの事項に対して
興味を感じているという結果が示されている．本
学の模擬患者養成講座の参加者への参加動機の調
査11)では，看護学生の役に立ちたいなどの社会的
貢献や自己の向上に興味を感じていた．
模擬患者の看護への思いや期待が，看護学教育
への参加動機となり参加継続の理由の一つになっ
ており，支援を行う時には押さえておくべきポイ
ントである．
2 )模擬患者活動と教員の役割
今回の調査から，【教員の模擬患者活動への無
理解】が抽出されたことで，模擬患者や模擬患者
が参加する演習に対する教員の理解の程度や関わ
り方によって，模擬患者の活動に対するモチベー
ションが大きく左右されることが分かった．ま
た，【事前の打ち合わせの重要性】や【教員との振
り返りによる効果】が明らかになった．模擬患者
が参加する演習の始まりから終了までの間に，担
当の教員との関係性が良好であることが模擬患者
にとっては安心であり，大事であると感じていた．
模擬患者が演習に前向きに関わるためには，教員
の関心や関わりが必要とされるといえる．そし
て，そのような環境を形成していくことは，模擬
患者活動への意欲を刺激し，活動継続の支援にな
ると考える．
先行研究でも模擬患者参加型の演習が効果的に
展開されるには，教員のファシリテート能力が求
められることが指摘されている12)13)．効果的な
ファシリートは学生への教育効果とともに，模擬
患者に対しても有効であり，充実感や達成感につ
ながる．さらに，演習を担当する教員が模擬患者
と打ち合わせで疎通が図れる関係性を構築してい
くことで，演技を行う模擬患者の不安を軽減し，
安心して模擬患者活動を展開することができる．
阿部らの調査では，模擬患者は「学習者の成長」
や「スタッフと学習者との交流」によって充実感
や満足感が得られると回答している14)．このこと
からも，教員の模擬患者活動への理解とセッショ
ンでのファシリテート力は重要であり，模擬患者
が看護学教育の場で活動を続ける要因の一つにな
ると思われた．
3 )模擬患者活動の継続支援
模擬患者が同じ活動を通して得られる連帯感や
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積極性は模擬患者間の関係性を強め，活動を継続
させることが結果から明らかになった．自分が演
じたことの評価や演じる中で感じた様々な感情を
共感し受け止めてくれる仲間同士での吐き出しの
場が持てることは，特にネガティブな感情を抱え
た時には，その解消に有効である．本学の模擬患
者は，様々な仕事，家庭環境，健康状態の市民が
参加している．自分たちの意思で参加した大人の
集まりではあるが，研修会や勉強会の他にお互い
が交流できる場を企画して，メンバー間のつなが
りを広げる機会も必要であろう．また，演習参加
後の振り返りの場も，同じ場を共有した仲間とし
て意見を交換する機会となり，メンバー同士の交
流を深める場になりうる．
今回のインタビューへの協力者は市民グループ
で立ち上げた研究会のメンバーであり，彼ら自身
が研究会を存続させるために〈会の活動継続にむ
けた体制づくり〉として仲間を増やすための講座
を企画したり〈次回の模擬患者活動への引継ぎ〉
のための報告書づくりなどを積極的に行ってい
た．また，その他の模擬患者の団体でも定例ミー
ティングや研修，活動報告を行って模擬患者活動
が継続できるような環境をつくっている15～17)．
本学では，新規の模擬患者養成と継続研修の体
制はできつつある18) が，その運営の主体は大学の
教員である．安定した活動の継続のためには，教
員との関係やメンバー同士の関係が影響されるこ
とから，円滑な模擬患者活動の組織体制を整える
支援を行うことも継続に向けた重要な点である．
5 ．本研究の限界
本研究の対象者は，模擬患者としての指導を受
けた経験者が中心となって立ち上げた市民グルー
プのメンバーである．大学が主体となり研修会の
形式で養成している体制とでは，組織としてのま
とまりや運営面などで異なっている．そのため，
大学が模擬患者の養成や運営を担っていることに
よる体験の違いや活動継続への支援のあり方につ
いての検討は十分とはいえない．今後は，大学で
養成された模擬患者や養成を担う大学教員からも
データを得ることで，看護学教育における模擬患
者の活動の支援について検討していく．
6 ．結論
1 )医学教育と看護学教育の体験の相違として【シ
ナリオの内容の違い】などの 6カテゴリ，模擬
患者活動を継続させるものとして【仲間とのつ
ながり】などの 6カテゴリ，教員との関係とし
て【事前打ち合わせの重要性】などの 4カテゴ
リが抽出された．
2 )演習を担当する教員のファシリテート力が模
擬患者の演技・フィードバックによる学習効果
を高め模擬患者活動継続の意欲に繋がる可能性
がある．
3 )模擬患者が主体的に模擬患者活動の組織体制
を整え活動するための支援を行うことが模擬患
者活動の継続に必要である．
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函館市西部地区における建物と坂道の関係性
―生活空間からみた都市の構成に関する研究―
東 出 佳 子1) 金 子 晋 也2) 羽 深 久 夫3)
1)札幌市立大学大学院デザイン研究科博士前期課程，2)札幌市立大学デザイン学部，
3)札幌市立大学大学院デザイン研究科
抄録：本研究の目的は，北海道函館市を研究対象地として，西部地区における建物と坂道の
関係性を整理することで，生活空間からみた都市の構成に関する基礎的資料を得ることを目
的とする．研究方法は，全 18 の坂道について，角度の実測を行い，坂道の基本的構成を整理
する．次に，街路に面する建物の立面を撮影し，坂道との対応から分類した．更に，建物の
分類を地図上にプロットし，各エリアの特性をみた．その結果，伝統的建造物群保存地区が
含まれる観光地エリアと住宅地エリアでは，建物と坂道とのレベル差の活用に違いが見られ
た．これらの研究資料が，今後，函館をはじめとした都市における地区計画や建築計画を考
える際のデータベースになると考える．
キーワード：函館市西部地区，坂道，生活空間，都市の構成，建ち方
Relationship of Architecture and Slopes in Western District of Hakodate City:
A Study on Composition of a City from Focus on Livelihood
Yoshiko Higashide1), Shinya Kaneko2), Hisao Habuka3)
1) Graduate student, Graduate School of Design, Sapporo City University
2) School of Design, Sapporo City University
3) Graduate School of Design, Sapporo City University
Abstract:The purpose of this study is to derive fundamental data relating to the structure of a
city in perspective of livelihood, by sorting out the relationship of architecture with slopes in
the western district of Hakodate City in Hokkaido, which was selected as the target location.
The method of study involved taking actual measurements at a total of 18 slopes and to sort
out the fundamental composition of sloping streets. We then photographed facade of buildings
that stood along the roads and categorized them according to how they accommodated the
slope they were on. The categories of the buildings were then plotted on a map, to consider
characteristics of respective areas. This revealed that there were differences between those
located in preservation districts for traditional architectural groups and those in tourist areas,
with regards to how the difference in the levels between the buildings and the surface of the
slopes were being utilized. We believe that the study data will become a useful database that
can be used to perform district planning as well as architectural planning in the future, at
cities such as Hakodate.
Keywords: Western district of Hakodate City, Slopes, Livelihood, Urban composition,
Appearance.
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1 ．緒言
函館は安政 6 年(1859 年)の日米通商友好条約
により，横浜・長崎と共に日本で最初の国際貿易
港として開港したことで急速な繁栄をとげた．
この為，町の中心地であった西部地区では，欧
米文化の影響を受けた町並みや建物が，重要伝統
的建造物群保存地区として保存されており(1)，今
もその面影をとどめているものが多い．また，街
区は等高線上に町並みが形成されるとともに，海
へ向かう直線の坂道によって構成されている．
現在の街区は明治 11 年と 12 年の大火(2) の後に
整備されたもので，道路の拡幅や，防火線となる
道を山手から海岸まで直線で繋ぎ，十字に交差さ
せるなどの工夫が見られた(3)．その結果，大三坂
(写真 1 )のような坂道から見た景観が，函館を象
徴する空間として捉えられている．
一方で，個々の建物は，坂道に対して建物の基
準面をどのように揃えるかという工夫がみられ
る．写真 2， 3のような坂道に対する敷地の造成
は，建物の地盤を整えるだけではなく，その利用
形態によって，都市に活力を与えるものといえる．
本研究の目的は，北海道函館市を研究対象とし
て，西部地区における建物と坂道の関係性を整理
することで，生活空間からみた都市の構成を明ら
かにすることである．
2 ．研究方法
函館西部地区の坂道計 18 本(図 1 )を分析対象
とし，現地調査を以下の日程で行った．
・第 1回，平成 26 年 5 月 31 日～ 6月 1日( 1 名)
・第 2回， 9月 12 日～13 日( 4 名)
第 1 回調査では坂道の角度が切り替わるポイン
トとして交差点付近及び，坂の中腹地点等を計測
した．加えて，坂道の範囲の目安として，地図上
のデータから得られる，坂道の平面図上での投象
距離を合わせて分析した．
第 2回調査では，全 18 の坂道(4) を対象とし，坂
道に面する建物(721 事例)を撮影し，計 2130 枚の
写真が得られた．さらにそれらを地図上にプロッ
トすることで，各エリアの特性をみた．以上のデー
タをもとに，建物と坂道の関係性を分析した．
3 ．建ち方からみた生活空間に関する調査
結果
ここでは，坂道の基本的構成を，坂道の角度と
距離から整理する．まず，坂道の傾斜について，
比較的傾斜の緩やかなもの(A～B)，それより傾
斜が急なもの(C～E)に分類する(表 1 )(5)．坂道
の距離は，200 m以下のもの(短)，200～300 mの
もの(中)，300 m 以上のもの(長)，として整理し
た(表 2 )．
更に，緩，急の組み合わせでア～エのパターン
に分類した(表 3 )．これらの結果から，西部地区
ではイ，ウ，エのように急勾配の坂道を含む事例
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写真 1．大三坂 写真 3．カフェとしての利用写真 2．生活空間の溢れ出し
01…青柳坂 02…あさり坂 03…護国神社坂 04…谷地坂 05…南部坂
06…二十間坂 07…大三坂 08…八幡坂 09…日和坂 10…基坂
11…東坂 12…弥生坂 13…常盤坂 14…姿見坂 15…幸坂
16…千歳坂 17…船見坂 18…魚見坂
図 1．坂道の位置
が多く，ある地点から急勾配になるもの(イ-長)
が比較的多く見られた．
次に，現地調査によって得られた写真をもとに
坂道に対する建物の建ち方の分析を行った．生活
空間の特徴を捉える為に建物の建ち方に着目し，
建物と坂道の関係性を，「基壇」，「切りかき」，「基
礎」の 3つに整理した(図 2 )．
「基壇」は，建物と坂道のレベル差を敷地全体を
立ち上げることによって解消しているものであ
る．「切りかき」は，建物と坂道のレベル差を敷地
全体を下げることによって解消しているものであ
る．「基礎」は，建物と坂道のレベル差を，基礎の
立ち上がりによって解消するものである．西部地
区の坂道沿いの建物は以上の 3タイプを基本構成
としていると言える．
これらの基本構成を上部の建物や高さ等の基本
構成の中の違いから整理し，組み合わせと利用の
形態から表 4のようなパターンに分類した．これ
らは，建物と坂道との関係性を示す空間構成とし
て捉えられる．
ここでは，空地(6) は生活空間との対応が見られ
ないと考え，分類には含めていない．
基壇は，基壇の高低差が 1 m 未満のもの(一
般)，基壇の高低差が 1 m以上(7) のもの(大規模・
層)，基壇を車庫や物置として活用しているもの
(大規模・車庫)の 3つに分ける．
切りかきは，切りかきによる高低差が 1 m未満
のもの(一般)，切りかきによる高低差が 1 m以上
のもの(大規模・層)，切りかきによって建物の 1
階部分が道路よりも低い位置にあるもの(低層)，
の 3つに分ける．
切り基礎は，基壇と切りかきによる高低差がそ
れぞれ 1 m未満のもの(一般)，基壇と切りかきに
よる高低差がそれぞれ 1 m 以上のもの(大規模・
層)，建物が連続して連なっており，基壇と切りか
きによって坂道に対応しているもの(連続)の 3つ
に分ける．
基礎は，基礎が坂の傾斜に沿って斜めに作られ
ているもの(一般)，建物が連続して連なっている
もの(連続)，坂の傾斜による高低差を利用して車
庫や物置として活用しているもの(車庫)，傾斜地
に立地しているが特徴があまりみられないもの
(その他)の 4つに分ける．
また，建物が坂道との関係性をもたないものが
みられた．それらは主に平地に建つことから平地
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表 1．坂道の角度
表 2．坂道の距離
表 3．坂道の構成
図 2．坂道への建ち方の対応によって生まれる空間構
成
表注)表中の括弧内の数字は事例数，番号は事例ナンバー
を示す．
表注)括弧内の数字は事例数を示す．
表 4．建物の分類
と分類した．
建物の分類の割合は，表 5のような結果になっ
た．基壇(25.1％)，切りかき(16.4％)，切り基礎
(8.3％)，基礎(20.3％)，平地(16.2％)，空地
(13.7％)となり，基壇が占める割合が最も多いこ
とがわかった．
またその割合を，グラフにしたものが表 6～23
であり，坂名の横に括弧で事例数を表記している．
縦軸が事例数，横軸が分類区分となっており，グ
ラフの上に坂の中での割合をパーセンテージで示
した．
更に，これらの対応パターンを地図上にプロッ
トすることで，その分布を把握する(図 3 )．
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図 3．建ち方による分類の分布
表 5．建ち方の割合
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4 ．考察
函館西部地区は，重要伝統的建造物群保存地区
が含まれるエリア(以下観光地エリア)，それ以外
の住宅を主としたエリア(住宅地エリア)に分けて
捉えられる．以下では，それぞれの特徴を考察す
る．
表 1～3 から坂の基本構成をみると，観光地エ
リアでは，No. 06，07，09 のように急勾配かつ距
離が 200～300 mの坂道(ウ-中)が多くみられた．
また，住宅地エリアでは，No. 03，12，15 等のよう
に緩やかな勾配から急勾配に変わり，距離が 300
m以上の坂道(イ-長)が多くみられた．
次に，図 3と表 6～23 から建物の分類をみると，
観光地エリアは，No. 09(表 14)などで基壇や切り
かきの大規模なものの割合が多くみられ，建物と
坂道のレベル差を活用した生活空間の溢れ出しは
少ないことがわかった．一方，住宅地エリアでは，
No. 01(表 6 )や，No. 14(表 19)などで多様なタイ
プの分布がみられ，生活空間の利用の多様性が捉
えられる．
つまり，これまでに函館の景観として評価され
てきた観光地エリアは，急勾配の坂道が多いこと
によって建物と坂道のレベル差が大きく，生活空
間の溢れ出しが少ない景観であり，整備された都
市の構成といえる．一方で，それ以外の住宅地エ
リアでは，坂道の勾配や，建物と坂道の関係性が
多様であり，建物と坂道のレベル差を活かした生
活空間の溢れ出しが多くみられた．これらは都市
の構成を読み解く際の新たな視点となると考え
る．
5 ．結論
本研究では，北海道函館市西部地区を研究対象
として，西部地区における建物と坂道の関係性を
整理することで，生活空間からみた都市の構成に
関する基礎的資料を得た．
今回の調査では，坂道に対する建物の建ち方か
ら，観光地エリアは整備された都市の構成，住宅
地エリアは生活空間の溢れ出しのある都市の構成
であることを明らかにした．
今後は，街区内の路地や空地などの利用実態を
把握することで，都市の構成に関する研究を進展
させ，函館西部地区の建築計画やまちづくりの計
画手法を検討していきたいと考えている．
注
(1)1988 年に「函館市西部地区歴史的景観条例」に基
づき，歴史的な建造物が数多く存在し，自然その
他の環境と一体となって函館らしい歴史と文化を
表現し，形づくっている景観を有している西部地
区を「都市景観形成地域」として指定し，中でも伝
統的建造物群およびこれと一体をなしている地域
を文化財保護法に基づく「伝統的建造物群保存地
区」として制定した．また，1989 年には，「重要伝
統的建造物群保存地区」として選定されている1)．
(2)大火の明確な基準はないが，街区全体が被害を受
けるような大規模な火災を大火と呼んでいる．ま
た，消防白書では 33,000 平方メートル(約 1 万坪)
を超える焼失面積を生じたものを大火としてい
る．
(3)函館は古くから数多くの大火に見舞われてきた街
である．冨原章(著)の「箱館から函館へ―函館古
地図再現―｣2) と，函館市の公式ホームページ3) か
ら得た情報をまとめたものをみると，現在の街区
は明治 11 年と明治 12 年の 2 度の大火後にそれぞ
れ改正が行われ，完成したものであることがわか
る(付表 1 )．
(4)坂の麓の坂表を基点として，その坂道の頂部を終
点として抽出した．
(5)人は勾配が 4％以上になると坂道として認識す
る6)．
(6)本研究での空地の定義は，建物とのつながりのな
い空間とする．例えば，空地の奥にある建物が道
路面に対して入り口を持つなど，空地を肯定(利
用)しているものは空地と見なさずに，道路面から
セットバックしている建物で分類する(付表 2 )．
(7)建物と坂道のレベル差が 1 mを超えると，生活空
間としての利用の仕方に変化が見られたので，別
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付表 1．函館の大火と街区改正の歴史
の分類としている．
文献
1 )函館市公式ホームページ：伝統的建造物群保存地
区の歴史と沿革．
http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/
2014012200264/2015 年 10 月 30 日(アクセス日)
2 )冨原章：箱館から函館へ 函館古地図再現 古地
図で見る都市形成の歴史．函館文化会，函館，
1998
3 )函館市公式ホームページ：函館の大火史．
http://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/
2014012800921/2015 年 01 月 13 日(アクセス日)
4 )函館市史デジタル版：火災沿革史・函館大火災害
史．
http://www.lib-hkd.jp/hensan/hakodateshishi/
shishi_index.htm 2015 年 01 月 13 日(アクセス
日)
5 )函館市史デジタル版：明治 11，12 年の大火による
街区改正，P513-P516，
http://www.lib-hkd.jp/hensan/hakodateshishi/
tsuusetsu_02/shishi_04-04/shishi_04-04-03-01-
01.htm 2015 年 01 月 13 日(アクセス日)
6 )池原義郎：傾斜地開発の基礎的研究その 2 ―斜面
の基本的分析―．日本建築学会大会学術講演梗概
集，1973，
66 札幌市立大学研究論文集 第 10 巻 第 1号(2016)
付表 2．空地の定義
人口減少に対応した社会教育の在り方
―北海道・道南ブロックの事例―
原 俊 彦
札幌市立大学デザイン学部
抄録：北海道では自治体の約 8割が『消滅可能性都市』に該当すると言われ，『地方消滅』の
危機が叫ばれている．これにともない「まち・ひと・しごと創生法」が施行され，2015 年現
在，全国の自治体で「地方人口ビジョン」・「地方版総合戦略」の策定作業が進められている．
この作業は日本全体の人口の見通しを受け，各地域が「地方創生」に向け，今後どのように
対処して行くか，基本目標と基本戦略を策定するものであるが，その実施には，少子高齢・
人口減少に対応し，従来の職務分野のあり方を全面的に見直すことが必要とされる．本稿で
は研究者が平成 27 年度「道南ブロック社会教育主事等研修会」において行った講演「人口減
少問題に対応した社会教育行政の在り方：行政内部の連携促進と地域住民との協働に向けた
社会教育行政施策について」を元に考察した．このため，まず日本の人口転換の歴史的流れ
の中で，地域社会が直面している人口学的危機としての「地方消滅」の原理と「地方創生」
に向けての基本条件を明らかにした．次に道南ブロック(渡島・檜山・胆振・日高)を事例と
し，国立社会保障・人口問題研究所の『日本の地域別将来推計人口(2013 年推計)』の市町村
推計の結果をブロック内の 4つの振興局ごとに再集計し，全国，北海道，札幌市を比較対象
に，その将来動向を分析した．最後に自治体の社会教育事業の各活動項目に沿い「地方創生」
に向け，どのような対応が必要か考察し提言した．
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Abstract: This paper focuses on the demographic crisis of rural communities in Japan and the
functional reform of their public services and policy measures. According to the estimation
published by Nihon Sousei Kaigi (Japan Policy Council 2014), about 80% of municipalities in
Hokkaido are confronting a possible extinction in the near future. The Local Creation Act has
already been enforced by the minister in charge of overcoming population decline, and as of
October 2015, all the municipalities of Japan are working toward population targeting and a
development plan for the Chiho Sousei ( regional revitalization ). For the successful
performance of this plan, we also need functional redesign of community services at the
municipal bodies, adjusting for the shrinking population in the future. From this viewpoint, the
paper shows the possible way to redesign community education for decreasing population in a
case study for the Hokkaido South Block Area. Firstly, the backgrounds of diminishing and
rapidly ageing rural populations with the lowest low fertility are explained from historical
development of demographic transition in Japan, and the demographic mechanism of possible
extinction is elucidated. Secondly, using the data of the regional population projections of
Japan: 2010-2040 ( NIPSSR 2013 ), the population changes of the four Development and
Promotion Bureaus in the Hokkaido South Block Area are analyzed in comparison with the
average in Japan, Hokkaido and Sapporo City. Finally, the functional redesigns of community
education in various fields are proposed.
Keywords: Decreasing population, Policy measures, Community education
1 ．はじめに 人口減少と地方創生
日本の総人口は 2008 年の 1 億 2808.4 万人を
ピークに減少期に入り，合計(特殊)出生率(1) は
2005 年の 1.26 を底に回復基調に転じたものの1)，
2014 年現在 1.432) と依然，置換水準(2) を 30％余
りも下回っている．すでに団塊ジュニアが家族形
成期を過ぎ，今後は出産年齢の女子人口が減少し
て行くことからも出生数の加速度的な減少が危惧
されている．一方，平均寿命は男女とも順調に延
伸し，世界屈指の長寿を驀進しており，2013 年に
は高齢化率(65 歳以上の人が総人口に占める割
合)が 25％を越え 4 人に 1 人が高齢者という状況
が現実となった．2014 年末には団塊の世代も全
員 65 歳以上の老年人口3) に入り，今後は死亡リス
クの高い年齢層が増大し死亡数も増加，急速な人
口減少を回避することは極めて困難となってい
る．さらに地域社会では国内人口移動の影響が加
わるため，全国平均よりも遥かに厳しい少子高
齢・人口減少が出現している．
このような事態は専門家の間で久しく予見され
てきたが，日本創成会議・人口減少問題検討分科
会(座長：増田寛也，元岩手県知事・元総務大臣)
が「ストップ少子化・地方元気戦略」を打ち出し
(2014 年 5 月)，「全国市区町村別「20～39 歳女性」
の将来推計人口」(表)と「人口移動が収束しない
場合の全国市区町村別 2040 年推計人口」(地図)
が公表された．この中で『消滅可能性都市』とい
う言葉が登場し，北海道では自治体の約 8割が該
当するとされ，ようやく『地方消滅』の危機が注
目されるようになった．「まち・ひと・しごと創生
法」(同年 9月)が閣議決定され，「まち・ひと・し
ごと創生本部」が発足，同法が施行(同年 12 月)さ
れ，2015 年現在，全国の自治体で「地方人口ビジョ
ン」・「地方版総合戦略」の策定作業が進められて
いる4)．
この作業は，日本全体の人口見通しを受け，各
地域で今後どのように対処して行くか，「地方創
生」に向けての基本目標と基本戦略を策定するも
のであるが，これを日常の業務・施策として実施
してゆくには，予見される少子高齢・人口減少に
対応し，従来の職務分野のあり方を全面的に見直
す必要がある．
2 ．研究方法
本稿では，研究者が平成 27 年度「道南ブロック
社会教育主事等研修会」(主催：北海道社会教育主
事会協議会)において，「人口減少問題に対応した
社会教育行政の在り方：行政内部の連携促進と地
域住民との協働に向けた社会教育行政施策につい
て」という依頼テーマに合わせ行った講演内容(3)
を元に，この問題についての考察を行う．
このため，まず，日本の人口転換という流れの
中で地域社会がどのような危機に直面しているの
か，人口学的見地から「地方消滅」の論理と「地
域創生」に向けての基本条件を明らかにする．次
に事例として道南ブロック(渡島・檜山・胆振・日
高)を取り上げ，『日本の地域別将来推計人口(平
成 25 年 3 月推計)』(国立社会保障・人口問題研究
所 2013)5) の，北海道の市区町村推計データを，
ブロック内の 4つの振興局ごとに再集計し，北海
道全体と札幌市を比較対象にその将来動向を分析
する．最後に人口の将来動向を踏まえ，研究者が
研修担当者から入手した，各自治体における社会
教育事業の活動項目に沿い，どのような対応が必
要となるかについて考察し提言する．
3 ．日本の人口転換と地域社会の危機
1 )多産多死から少産少死へ
日本創成会議が提起した『地方消滅』の危機の
背景には，「人口転換」と呼ばれる歴史的変化があ
る．つまり，社会の近代化や生活水準の上昇とと
もに死亡率が低下し平均寿命が延び，誰もが高齢
まで生きるようになる「長寿化」が進む一方，こ
れよりやや遅れる形で出生率も低下し，女性が一
生の間に産む子どもの数が，かっての平均 4人以
上から 2人以下まで低下する「少子化」が進行す
る．この「多産多死から少産少死」へと向かう「人
口転換」は，日本では明治初期から第二次世界大
戦を挟み現在まで続いており，欧米よりやや遅く
れて始まったものの，アジアで最初のケースで
あったが，今では第三世界の一部を除き全世界に
広がっている．
2 )世代間関係の変化
「長寿化」に対応した「少子化」が起きないとす
れば，人口は爆発的に増大し続けることになるの
で，無限増加が不可能である以上，人口転換は必
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然的な現象であるといえるが，現在の日本が直面
している危機の本質は，むしろ 1970 年代後半以
降続く超低出生力にある．
確かに平均寿命の延びから最終的な高齢化率は
30％近くまで上昇し，世代間扶養の指標となる従
属人口指数(働き手である生産年齢人口に対する
年少人口と高齢者の比率)も 70 近い値となること
は避けられない．しかし置換水準(合計特殊出生
率 TFR＝2.08)の 70％を切る現状の出生力(2014
年現在，合計特殊出生率TFR＝1.43，置換水準の
68％)のもとで，次の世代が再生産されず減少し
づけるとすれば，老年化率は 40％を越え，従属人
口指数も 100 を越える．つまり， 1人の生産年齢
人口で 1人以上の年少者と高齢者を支えねばなら
ない状況が生まれる6)．さらに地域社会では，こ
の動きに人口移動(再生産年齢人口の流出)の効果
が加わるため，全国平均より危機は 30 年( 1 世代)
ぐらい早く進行する．
3 )長寿化と少子化の背景
このような日本の人口転換を巡る長寿化と少子
化の背景には，一貫して，家族(特に母と子)への
資源配分を最適化しょうとする「家族の再生産戦
略」があると考えられる．
日本の長寿化と少子化の関係(図 1 )をみると，
女子の平均寿命の延びは，同時に再生産可能期間
(15 歳から 49 歳)の女子生残率の上昇を意味し，
これにともない出生力の水準(置換水準)も低下す
るが，実際の出生力の歴史的推移もこれを追随す
る動きを見せている．さらに，この出生力低下傾
向は，女子平均寿命が 70 歳を超えても止まらず，
再生産水準以下に留まっている．
つまり，日本の人口転換では，再生産期間の生
残率の上昇により高まる多産・多子のリスクに対
し，より少なく産むことで，母子ともにより健康
で豊かな生活を求める，家族の再生産戦略が取れ
られて来た．それは，まず多子から少子へと総数
を抑制することで，子ども一人あたりの資源量を
最大化するものであったが，戦後，再生産水準の
下限である 2子に達したところで限界となった．
このため，それに代わり，晩婚・晩産化による家
族形成のタイミングシフトが始まり，高学歴・良
い職場・良いパートナーの獲得を通じ，母子とも
に豊かな生活をめざすものとなり，結果的に生涯
未婚，無子・ 1子で終わるというオプションも含
まれるものとなっていったと考えられる7)．
4 )地域社会で何が起きているか？
このような歴史的変化は基本的に地域社会でも
起きているが，これに人口移動の効果が加わる変
化はより急激なものとならざるえない．
かっての地域社会は多産傾向が強く，北海道の
出生力は全国平均より高かったが，高度経済成長
期以降，その多くは進学や就業の機会を求め大都
市地域に流出していった．同時に地域社会でも多
子から少子へという，子ども一人あたりの資源量
を大きくする(例：教育支出の突出)再生産戦略が
進み，これが，より高学歴／良い職場／良いパー
トナーを求めての大都市地域への移動をさらに推
し進めることになる．結果的に，地域社会でも生
涯未婚，無子・ 1子というオプションが選択され
るようになり，出生力が置換水準を切る状況が発
生している．
日本創生会議は，『日本の地域別将来推計人口
(平成 25 年 3 月推計)』(国立社会保障・人口問題
研究所 2013)を元に(4)「20～39 歳女性」人口が
2040 年までの 30 年間，50％以上減少する市町村
を算出し，『消滅可能性都市』として地図化した．
ベストセラーとなった『地方消滅』8) によれば，そ
の根拠は，30 年(約 1 世代)で，再生産年齢の女子
人口が半減(50％)になるとすれば，その人口は 4
世代(0.5×0.5×0.5×0.5＝0.0625)で 0 に近づく
というシンプルなものである(5)．
注目すべき点は，出生数＝出生力×再生産年齢
人口という関係があることで，この場合，出生力
が一定(変化しない)でも，25-39 歳の女子人口が
半減すれば，出生数も半減するという論理的な帰
結である．つまり，地域社会では，仮に出生力が
置換水準の 2.08 人であったとしても，進学・就業
などのために若い女性が流出する(6) 結果，出生数
が減少し，少子化と人口減少が続くことになる．
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図 1 日本の長寿化と少子化の関係
これに対し高齢者は移動傾向が弱く，地域に留ま
るため，総人口に占める高齢者の割合はますます
高くなる．高齢化率が 50％以上となれば，65 歳
以上の死亡リスクの高い人々が，総人口の大半を
占めるので，当然のことがら，年間の死者数は出
生数を急速に上回るようになり，人口は文字通り
消滅に向かうしかないといえる．つまり，「地方
消滅」は単なる脅しではなく，論理的必然であり，
出生率と死亡率の水準が変化しないと仮定すれ
ば，再生産年齢の純移動率をプラスに転じる以外
に消滅を避ける方法はない．
5 )地方創生の条件と地域の課題
従って，いわゆる『地方創生』が実現するには，
まず第 1に若年人口の移動を転出超過から転入超
過に転じる必要がある．現状の移動の中心は進
学・就職移動であり，転出を止めることは容易で
はないが，一度，流出した人口をUターンさせる
か，あるいは新たな人口を I ターンで呼び寄せ，
転入を増加させることは可能である．そのために
若年層の就業機会(特に男性の)を創出が不可欠で
ある．またその就業機会は高い所得・居住環境の
実現など，相対的に大都市地域より大きな将来へ
の希望を与えるものでなければならない．
第 2に出生力を置換水準に回復させる必要があ
る．現状の希望子ども数は平均で 2人を越える水
準にあるが，これを実際に実現させるには，ライ
フコース上の「本人(特に女性)＋子ども」の選択
リスクを「本人」のみの場合より低くする必要が
あり，さらに比較的早い結婚・出生タイミングで
あっても豊かになれる可能性を社会的・地域的に
保障することで，晩婚・晩産化の影響を緩和しな
ければならない．特に女性については「就業＋子
育て」あるいは「子育てのみ」≒「就業のみ」と
なるように，養育費・保育支援，非就業(期間)の
所得保障，就業継続(復帰)などのキャリア保障な
どを通じ選択リスクをバランスさせることが求め
られる．
第 3に長期にわたり人口を安定させるには，地
域の特性を活かし，世代ごとに大都市地域にはな
い魅力的なライフスタイルを創出してゆく必要が
ある．具体的には①家族形成期(特に新規転入者)
②ポスト家族形成期(子どもの転出後)③現役引退
後(第二の人生)④高齢・終末期(自立性の喪失)な
どの各期に対して，生涯教育的観点からも地域の
社会教育が貢献することが期待される．
第 4に，当面，急速に進行する人口状況に合わ
せ，コミュニティの物理的・機能的再編を進める
ことが必要とされる．①すでに法整備も進みはじ
めた空き家問題(7) の解決をはじめ道路，上下水道，
公共施設，公共サービスなどのインフラ再編，集
約化，ネットワーク化，②少子高齢に対応した地
域の教育機能維持，③町内会，地方議会など，コ
ミュニティの運営・意識決定システムもより機能
的なものに改善しなければならない．
生産年齢人口が減少し財政的にもマンパワー的
にも苦しくなる中で，これら多くの課題を解決し
てゆくには住民の力を動員する必要がある．住民
は，従来の行政サービスの受け手から，自ら決定
し実現する地域の主体へと変化しなければならな
い．そのためには社会教育がまちづくりの中核的
機能を果たす必要がある．
4 ．道南ブロックの人口動向
1 )対象地域
ここでは道南ブロックを取り上げ，『日本の地
域別将来推計人口(平成 25 年 3 月推計)』(国立社
会保障・人口問題研究所 2013)5) の北海道の市区
町村推計データをブロック内の 4つの振興局ごと
に再集計し，日本全体(数値のみ)及び北海道全体
と札幌市を比較対象に，総人口，年少人口，生産
年齢人口，老年人口，後期高齢者人口について，
その将来動向を検討する．より詳しくは自然動態
(出生・死亡)や社会動態(転入・転出)などの変動
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図 2 道南ブロック(渡島・檜山・胆振・日高)
胆振総合振興局： 4市 7町 日高総合振興局： 7町
渡島総合振興局： 2市 9町 檜山総合振興局： 7町
要因や各市町村ごとの動向も分析すべきである
が，ここでは各振興局ごとの概観を把握するに留
める．対象とした自治体の位置と市町村名を図 2
に示す．
2 )総人口
2010 年を 100 とした場合，30 年後(2040 年)の
総人口は，全国が 83.8，北海道が 76.1，札幌市が
89.4 となり，都道府県の中でも北海道は現状の約
25％が減少，一方，札幌市の人口減少は 10％前後
と緩やかである．これに対し道南ブロックの各地
域は，胆振 73.4，日高 61.6，渡島 64.5，檜山 51.7
といずれも 30％から 50％近い人口減が見込まれ
る(図 3 )．総人口の減少とももに人口密度も同じ
割合で減少することから，様々な行政サービスの
需要密度(単位面積あたりの行政サービス受け手
の数)が大幅に低下すると予想される．
3 )年少人口(0-14 歳)
30 年後の年少人口は，全国 63.7，北海道 53.8，
札幌市 59.8 であり，胆振 56.1，日高 46.4，渡島
46.6，檜山 35.6 と，40％から 60％近い減少が見
込まれる(なお日高と渡島はほぼ同じ減少傾向と
なるため線が重なる)(図 4 )．総人口と同じく，
義務教育年齢以下の子どもたちのサービス需要密
度の大幅な低下が見込まれ，対象人口が 0人とな
る地区が増加し，保育・幼稚園，小学校・中学校
の統廃合の問題がさらに深刻化し，スクールバス
では対応できないケースも生じると思われる．ま
た教育施設・機会の減少は，家族形成期の転出者
の増加や新規入者の受け入れを難しくすると考え
られる．
一方，総人口に占める年少人口の割合(図 5 )は，
30 年後(2040 年)には，全国でも 10.0％，北海道
8.4％，札幌市 7.8％．胆振 9.3％，日高 9.5％，渡
島 8.3％，檜山 7.6％となり，北海道，札幌市を先
頭に全国平均より低く，少子化がさらに進むが，
道南ブロックでは 2030 年ぐらいから下げ止まる
ことがわかる．これは死亡数の増加から老年人口
も減少するので，年少人口割合の低下が相対的に
緩やかになるためである．しかし，いずれにせよ，
地域社会における子どもの存在は，例外的かつ希
少なものとなり，同年齢の仲間が少ない状況の中
で，子どもたちをいかに守り育てるか，地域の教
育力が今以上に問題となると思われる．
4 )生産年齢人口(15-64 歳)
地域の産業や生活の主要な担い手である生産年
齢人口(図 6 )，2010 年を 100 とすると 30 年後は，
全国でも 70.8 と 30％近い減少となり，札幌市は
69.0 とほぼ全国平均に近いが，北海道は 61.0 と
40％近い減少となる．道南ブロックでは，胆振
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図 3 総人口の減少
図 4 年少人口
図 5 年少人口割合
図 6 生産年齢人口
62.7，日高 50.5，渡島 53.0，檜山 41.2 と，40％
から 60％近い減少が見込まれ，日本創成会議が重
視する「20～39 歳女性」もここに含まれるため，
文字どおり地域の再生産基盤が失われる可能性が
高い．また地域の生産年齢人口の減少は，地域の
所得や商品販売額の減少，地価の下落など，地域
経済の衰退と地方税収の減少に直結し，地域の生
活基盤を崩壊させる可能性を示している(8)．
総人口に占める生産年齢人口の割合(図 7 )も
30 年後(2040 年)には全国が 53.9％，北海道
50.8％，札幌市 52.2％と，北海道は全国平均より
やや低く，札幌市も全国並となる．同様に道南ブ
ロックの各地域も胆振 52.4％，日高 49.3％，渡島
50.0％，檜山 43.8％となり，従属人口指数が 100
を越えるところも出現すると思われる．
5 )老年人口(65 歳以上)
地域に住む 65 歳以上の高齢者の数は，2010 年
を 100 とすると，30 年後には，全国 131.2，北海
道 125.5，札幌市 173.9 となり，全国では 30％，
北海道で 25.5％程度の増加に留まるが，札幌市で
は 70％近く増加する(図 8 )．これは札幌市のよ
うな大都市地域では，現在のところ生産年齢人口
がまだ比較的多いが，彼らが加齢によりやや遅れ
て老年人口の仲間入りをするためである．一方，
このような急増期をすでに過ぎた非大都市地域で
は，高齢化による死亡数の増加から，老年人口は
減少に転じる．老年人口は，胆振 106.1，日高
93.2，渡島 97.5，檜山 74.6 となり，全国や札幌市
などの増加に対し，2020 年頃から北海道は横ば
い，道南ブロックは減少に向かう．このような高
齢者の減少は総数としては地域負担を緩和するか
も知れないが，むしろ需要密度の低下からサービ
ス供給量の低下や中止につながる危険性が高い．
また高齢者は一般に移動が困難であることから利
用頻度の低下も懸念される．
一方，高齢化率の方は，全国でも 36.1％，北海
道 40.7％，札幌市 39.9％．胆振 38.3％，日高
41.2％，渡島 41.7％，檜山 48.6％となり，北海道
は全国平均より高齢化の進展が急速で，いずれも
40％近くまで上昇する(図 9 )．興味深いのは札幌
市の高齢化率が徐々に北海道の値に接近してゆく
点で，これは札幌市の人口が北海道全体に占める
割合(シェア)がさらに大きくなり，両者の値が漸
近するためと思われる．
6 )後期高齢人口(75 歳以上)
介護や医療の必要性が高まる後期高齢者は，
2010 年を 100 とすると，30 年後には，全国が
156.6，北海道 156.4，札幌市 222.6 となり，老年
人口以上に大都市地域で急増する(図 10)．道南
ブロックは胆振 133.4，日高 110.7，渡島 115.7，
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図 7 生産年齢人口割合
図 8 老年人口
図 9 老年人口割合
図 10 後期高齢者人口
檜山 90.7 となり，全国平均や札幌市などの大都
市地域の増加に対し，2030 年頃から北海道は横ば
い，道南ブロックは減少に向かう．
しかし，総人口に占める割合の方は，30 年後，
全国 20.7％，北海道 25.1％，札幌市 24.2％．胆
振 23.2％，日高 25.6％，渡島 25.1％，檜山 32.6％
となり，北海道は全国平均より進展が急で，いず
れの地域も 25％近くに達する．檜山は 30％を越
え，住民の 3分の 1が後期高齢者となる．
後期高齢者についてもサービスの需要密度の低
下や移動の困難による利用率の低下が懸念される
が，問題の深刻化以前にそもそも地域に住み続け
る事自体が困難となり，大都市地域への転居や避
難が必要となると思われる(図 11)．
5 ．考察：社会教育の課題とあり方
1 )社会教育の課題
このような人口状況は，道南ブロックの同じ振
興局内でも各市町村により，また同一市町村内で
も地区や集落により大きく異なる．このため各市
町村・地区や集落ごとに，その現状と将来の課題
を把握し，きめ細かに対応してゆくことが必要と
なる．社会教育も同様であり，従来，行われてき
た全国・全道平均的な基準による一律平等的な
サービスを行うことは，財政的にもマンパワーの
上からも困難(あるいは不可能)となると同時に非
効率で不適切なものとなる．この点からも各市町
村・地区や集落にあった社会教育ニーズを的確に
把握するとともに，地域の特性や人材を活かした
社会教育を開発して行く必要がある．逆に地域で
は対応できないニーズについては振興局やブロッ
ク，都道府県あるいは全国規模でのネットワーク
的対応を検討する必要があるだろう．
特に人口密度の低下を通じサービスの需要密度
も低下，これに年齢構造の変化(子ども数や働き
手の減少，高齢者の相対的増加)が加わる．この
ため北海道の市町村のように集落が広域に広がる
地域では移動や運搬の困難が従来以上に深刻化す
る．社会教育についても，このサービスの供給者
と需要者の距離をどう克服するかが課題となる．
総人口が 30％から 50％近く減少するとすれば，
従来の使用されてきた住居，道路・上下水道はも
とより，公園，公民館，体育館，園舎や校舎など，
社会教育ともつながりの強い施設の遊休化や老朽
化が予想される．この点については，過去の施設
計画の全面的見直し調整を行い，適切なタイミン
グで廃止・統合・新設など進め，社会教育関連施
設やそれに関わる人的資本を集約化し維持してゆ
くことが課題となる．
また住民を，社会教育サービスの「受け手」と
してではなく，社会教育の「担い手」と捉えるこ
とにより，人材の発掘や外部からの招聘(移住)，
外部(他の地域や海外)との交流チャンネルが開か
れる．また「まちづくり」，「子育て支援」，「起業
支援」などにウエイトを置いた内容にすることで，
社会教育を通じ「地域創生」に向けて，住民の力
を動員することが可能となると思われる．
2 )項目ごとの提案
これらの課題を踏まえ，各自治体における社会
教育事業の活動項目に沿い，具体的にどのような
対応が必要となるかについて考察し提言する．活
動項目については研修担当者からアドバイスを頂
いたが，ここでの提案は詳細なヒヤリング調査に
基づくものではなく人口学的な視点から考えたも
のである．
①生涯学習(9) 講座・教室：新たに 65 歳以上となっ
た団塊の世代(新シルバー層)を中心に高齢者の世
代交代が進むことを踏まえ，これまでの講座内容
を見直す必要がある．その際，この世代が退職後
の主要な役割として「まちづくりの中核的機能」
を担うことをめざし，他のセクションとの連携を
強化するとともに，人材開発，能力開発，収益性
に繋がる実践的学習・トレーニングを中心に構成
することが考えられる．具体的には，「まちづく
りワークショップ」，「シルバービジネス入門」，「健
康増進スポーツトレーナー養成」，「旅行・観光・
宿泊業入門」，「ビジネスとしての農業」などが挙
げられる．また新高齢世代に限らず，①家族形成
期(特に新規転入者)②ポスト家族形成期(子ども
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の転出後)③現役引退後(第二の人生)④高齢・終
末期(自立性の喪失)など，ライフコースの各時期
に合わせ，魅力的なライフスタイルを創出してゆ
く助けとなる情報が提供されねばならない．スカ
イプなどの情報通信機能を活用し，自宅から参加
できる，同一振興局市町村での一斉受講や持ち回
り開催などを通じ，距離・予算・人材の制約を克
服することも大切である．
またプログラムの開発・運営・講師など，住民
が自ら行うことを基本とし，自治体がこれをサ
ポートする形が望ましい．
②公民館，図書館，博物館等社会教育施設の設置・
管理：今後，利用者密度が急速に低下，高齢化に
よる移動困難化からも利用率が低下するとことが
考えられる．従って，地域住民参加のワーク
ショップなどを通じ，施設の将来について統合・
改修・廃止・新設などを早急に検討する必要があ
る．その際，当該施設自体，あるいは広域の施設
の電子化やネットワーク化などの可能性も合わせ
検討する必要がある．社会教育施設は，町民や町
外の人々が集まれる物理的スペースとして必要不
可欠であると思われるが，個別分散的に維持する
よりは，役所や学校・保育園・商業施設など他の
施設と複合化する方が利便性や効率性が高まると
考えられる．また管理・運営も民間また住民に有
償で委託することで就業機会の創出に繋げること
ができる．
③社会教育団体(青年，女性，子ども会)の育成・
支援：少子高齢・人口減少のもとでは，様々な社
会教育団体の存続が難しくなると思われる．従来
から参加してきた住民は高齢化により徐々に活動
を断念してゆく．またこれに代わる後継者は数も
少なくリクルートも困難になる．この状況に対応
するには，従来の青年会，女性会，子ども会のよ
うに性・年齢別の団体構成はやめて，性や世代を
超えた混成集団とし，共助と役割分担を原則にと
もに活動する会とし，地区単位で参加する形を取
ることで，動員力も増し世代交代の問題も解決に
向かうのではないかと思われる．
④生涯スポーツの振興：ここでも利用者密度の低
下，参加者の高齢化による移動困難，健康管理の
問題(特にスポーツ中の事故など)が予想される．
すでに実施している自治体もあるだろうが，医
療・保健衛生との連携ないしは一体化(たとえば，
体育施設・リバビリ施設・保健所・社会教育施設
を複合化)することで，安全性も参加率も向上し，
住民の体力・健康づくりにも大きく貢献すると思
われる．またスポーツイベントと健康まつりなど
を同時開催することで，参加率に対する相乗効果
も期待できるはずである．さらに北海道では全国
的・世界的レベルのスポーツ選手を輩出している
市町村も珍しくない．地域では現役また引退後の
選手のUターンや Iターンなどを促進し，後継者
育成のための教育機関の誘致・施設整備，高校・
大学・社会人クラブの合宿，スポーツ健康関連産
業の誘致につなげるといった，スポーツ振興によ
るまちおこしの可能性もあり，「地域創生」の観点
から注目される．
⑤文化振興(文化芸術の振興，文化施設の管理運
営，文化財の保存管理等)：
文化振興においても，新シルバー層を中心に
性・年齢の混成化，まちづくりとの連携，企画運
営の住民化を進め，利用施設の複合化，コミュニ
ティサロン化が必要となる．とりわけ，文化財の
保存管理は，財政的・人員的・専門知識などの制
約が増々強くなり，結果的に分類記録も困難にな
り死蔵の末に劣化・散逸する危険性が高い．この
ため大学の研究者や専門業者の支援を元に電子記
録化し，適切に処分(永久保存，寄贈，販売，商品
化，まちづくり古物市の開催)する仕組みを工夫
する必要がある．また，このようにして集められ
た各市町村の電子記録をネットワーク化すること
で，国内・海外の研究機関やコレクターに提供す
ることも可能であると思われる．同様に，伝統芸
能，祭り，文化祭なども，フェイスブックやスカ
イプなどを通じ，広くまちの内外に発信すること
が，「地域の魅力づくり」を通じ，「地方創生」に
向けての定住・転入促進に繋がると考える．
⑥学校・家庭・地域の連携促進に関わる事業：す
でに述べたように社会教育活動は，これからの「ま
ちづくり」における住民の連携や連携の中核を担
うものとなるべきであるが，そのためには，まち
づくり，健康・医療，介護，社会福祉，住宅，建
設など，自治体内の他の機能・業務分野との連携
が重要になる．とりわけ，「地方創生」の企画推進
という点では，まちづくり課との連携が重要であ
り，様々なプロジェクトに向け，住民をリクルー
トし動員するチャンネルとしての役割が期待され
る．また社会教育活動には専門知識や助言などが
必要される．文部科学省が推進している地(知)の
拠点大学による地方創生推進事業(COC＋)など
を通じ，大学など外部の教育研究機関の活用を進
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めて行く必要がある．
⑦家庭教育の支援：「地方創生」には家族形成期の
人口流入が不可欠であるが，そのためには大都市
地域より，地域に移住し子育てを行う方が有利に
なることが必要条件の一つとなる．このため，地
域による子育て・教育・進学支援が極めて重要に
なる．学校，児童福祉課，住民課とも連携し，新
たに転居してくる住民の家庭教育を支援するプロ
グラムを開発することが求めれられる．また①の
生涯教育講座などを通じ，元教員などの人材を発
掘することで公営・民営の学習塾などを用意し，
進学・就職においても有利な条件を作り出すこと
が望ましい．
①から⑦のような対応を進めるには，個々の自
治体を越えて，各地域，ブロック，全道の共有・
連携が重要になる．また，コンピュータ・ネット
ワークを活用し，地域を越えて住民同士が直接，
連携・共有する仕組みを作る(行政はプラットホー
ムを提供する)ことも必要である．ネット上だけ
ではなく，相互訪問するなどの物理的交流(特に
大都市地域や周辺地域，あるいは海外)を推進す
ることも期待される．タブレット PC，スマート
フォンなど多様なメディアやラインなどのサービ
スの活用を推奨する(必要に応じ講習会を開く)こ
とが，このような動きを後押しするのではないか
と考える．
6 ．結論 地方創生の中核を担う社会教育
従来の人口学研究は，地域人口の将来動向を人
口学的に分析するだけで終わってしまうことが多
く，その結果を受け，予見される人口状況に対応
すべく自治体の行政機能はどのように変化したら
良いのかという点については，あまり踏み込んで
検討することがなかった．本稿では，研究者が「人
口減少問題に対応した社会教育行政の在り方：行
政内部の連携促進と地域住民との協働に向けた社
会教育行政施策について」というテーマ依頼を受
けたこともあり，この問題にかなり踏み込むこと
ができた．
各自治体では「地方人口ビジョン」・「地方創生
総合戦略」が策定され，その実現に向けての動き
が始まろうとしているが，これを日常の業務・施
策として実施してゆくには，本稿で取り上げた社
会教育分野同様，地方自治体の様々な業務分野で
の検討・見直し・連携が必要とされる．
また北海道南ブロックを事例としたが，同様の
人口状況は，大都市地域を除き，ほぼすべての地
方自治体に共通するものであり，北海道の他の地
域や全国の他の自治体においても参考になるもの
と期待している．
「地方創生」の総合戦略は，まちづくりの企画計
画部門が中心となり，立案・推進されており，産
業経済部門や社会福祉部門を中心とした施策が多
いが，実際に計画や目標を実現する上で，その鍵
を握るのは，少子高齢・人口減少という困難な状
況の中で住民の意志と力を結集するチャンネルを
持つ社会教育部門であり，本稿が，そのような使
命や認識の喚起に役立つことを期待している．
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注
(1)TFR：Total Fertility Rate． 1 人の女性が一生の
間に産む子ども数の理論値．当該年次の 15 から
49 歳までの女子の年齢別出生率を合計した値であ
り，「特殊」は age-specific という英語に由来して
いるが学術的には不要のため，ここでは括弧付き
で表記する．性・年齢構造の影響を除いた，その
年次の出生傾向を示す．このため期間合計出生率
(PTFR：Period Total Fertility Rate)ともいう．
これに対し，実際の生涯出生力はコーホート完
結出生率(CTFR：Cohoert Total Fertility Rate)と
いい，同一出生年次の女子の年齢別出生率を 15 か
ら 49 歳まで 35 年，合計して求めるか，出産力調
査などで過去に遡り，出産した子ども数を調べて
求める．
(2)平均して 1 人の女性が 1 人の女児を生むことで人
口は置換えられるとした場合， 0 歳から再生産年
齢期間の終了時までの死亡による損失と出生時の
性比が問題となる．現在の日本では女性が 50 歳
までに死亡するケースは僅かしかないため，置換
えに必要な子ども数は平均 2 人(女児と男児)に近
い値となるが，男児 105 人に対し女児 100 人とい
う出生時の性比のため，その分，女児は少なく生
まれる．これらを補正すると 2.07 人程度となる．
実際の合計出生率 1.43 をこの置換水準の出生率
で割ると 0.691 となり，人口の再生産に必要な水
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準の約 70％であることがわかる．逆にいえば，現
在の出生力では，人口は 1 世代(約 30 年)で 30％
づつ減少する．
(3)原俊彦「道南ブロック(渡島・檜山・胆振・日高)の
人口―その将来を考える」と題し平成 27 年 9 月 9
日壮瞥町地域交流センター山美湖で行った．本稿
はその講演内容に大幅な加筆・補足を行い論文化
したものである．
(4)日本創成会議の推計では純移動率(純移動数)が変
化しないと仮定されているが，高齢化や少子化の
影響もあり純移動率(数)はすでに長期にわたり減
少傾向にある．また，国立社会保障・人口問題研
究所の推計とは異なり各市町村と都道府県，全国
推計との整合性がなく，個々の市町村の値を合計
した時に都道府県や全国の値から乖離する(統計
学的には人口規模が大きい方が結果の信頼性も高
く安定的であり，それにあわせ市町村間の補整が
必要)などの問題がある．このため一般的に人口
減少や高齢化が過大となるため，ここでの分析に
は用いない．
(5)ただし東京一極集中などの大都市地域への人口集
中の流れを逆転させるだけでは，日本全体の出生
力を置換水準に回復することはできない．《地方
創生》の結婚・出生促進効果については別稿9) で分
析した．
(6)進学・就業による人口流出は男性の方が大きく，
家族形成期の女性の転入には結婚による移動も多
い．このため，女性の就業機会(共稼ぎによる収入
の安定)も必要だが，それ以上に若い男性の就業機
会の創出が不可欠である．
(7)空家等対策の推進に関する特別措置法(平成 26 年
法律第 127 号)が平成 26 年 11 月 27 日に公布され
た10)．
(8)生産年齢人口割合と地域所得，商品販売額，地価
などの間には明らかな正の相関があるということ
については別稿11) 参照．
(9)具体的な実践事例はまだ見つからないが，寺脇
(2013)12) によれば，生涯学習は「学校週 5日制」に
ともない導入されたものであるが，当初は「生涯
学習振興法」に基づき生涯学習審議会(現中央教育
審議会生涯学習分科会)が設置され，通産省，労働
省，農林水産省，郵政省，自治省，科学技術庁が推
薦する委員なども加わり，省庁横断的な多様な活
動が企画された．主要な対象は小中学生の土曜日
であったが，今後，必要とされるのは，地方創生を
めざす「まちづくり」をテーマに子どもからお年
寄りまで住民の多様なニーズに応えるものでなけ
ればならないだろう．
平成 27 年 12 月 21 日，中央教育審議会は，「新
しい時代の教育や地方創生の実現に向けた学校と
地域の連携・協働の在り方について」13) と題し，地
方創生を念頭においたコミュニティ・スクールを
提案している．
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臨床実習における物理的環境と教員の認識
―実習物品および学生の居場所に焦点を当てて―
古 都 昌 子 小田嶋 裕 輝
札幌市立大学看護学部
抄録：本研究では，臨床実習における実習施設の物理的環境についての教員の認識を明らか
にし，効果的な環境調整に向けて示唆を得ることを目的とした．研究対象は，中国・四国地
方 3 年課程看護学校の実習調整担当教員である．郵送法による自記式質問紙調査を 49 施設
に各 2部ずつ合計 98 部配布し，得られたデータを量的質的に分析した．結果，質問紙の返却
数は 47 部で，回収率は 48.0％であった．実習病棟の所属している病院では，更衣室の設置
が 26(57.8％)，休憩室の設置が 25(57.6％)，専用ロッカーが 23(51.0％)あった．実習物品
について 27 病棟(57.4％)で学校から実習物品が持ち込まれ，27 病棟のうち 16 病棟(51.6％)
では，学校から毎日実習物品が持ち込まれていた．実習中の病棟内での学生の居場所がある
のは 27 病棟(57.4％)であった．実習調整担当教員の認識は，【実習物品の設置に対する概
観】，【実習物品の設置に対する対応と実習施設との連携】，【実習におけるスペースに関する
概観と対応】，【実習の物理的環境への対応における学生の参画】に集約された．臨床実習に
おける物理的環境の充実に向けて，《不足している物品は学校から持ち込むか，病棟の物品使
用で工夫している》，《実習施設との連携により前向きに物品不足に対応している》，《病棟へ
の要望を伝えて整備していく課題がある》などの実習施設と教育施設が相談できる体制にお
いて，相互の連携による調整と教員の弾力的な工夫が重要であるとの示唆を得た．
キーワード：臨床実習，物理的環境，教員の認識
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School of Nursing, Sapporo City University
77SCU Journal of Design & Nursing Vol. 10, No. 1, 2016
SCU Journal of Design & Nursing Vol. 10, No. 1, pp.77-83, 2016
Abstract: The aim of this study was to clarify the state of physical educational environments
in clinical training and gain suggestions for effective environment adjustments. This study
targeted teachers at three-year nursing colleges. Two self-administered questionnaire
surveys each were sent by post to 49 facilities so that a total of 98 surveys were distributed.
The data obtained quantitative and qualitative analysis. As a result, 47 questionnaires were
returned (response rate: 48.0%). At the training wards were affiliated, 26 had a changing
room (57.8%), 25 had a break room (57.6%) and 23 had private lockers (51.0%). Training
items were brought from the school at 27 wards (57.4%). Furthermore, for 16 of these 27
wards (51.6%), the training items were brought from the school daily. The perceptions of the
teachers were summarized into “general views on the placement of training items”,
“response to the placement of training items and coordination with training facility”, “general
views on and response spaces for training”, “student participation in response to the physical
environment for training”. Results suggested the importance of adjustments being made
through cordination between training and education facilities and of teachers also
implementing flexible measures.
Keywords: Nursing practicum, Physical environment, Perceptions of the teachers
1 ．緒言
看護基礎教育において，臨床実習の果たす役割
は大きく，重要な授業科目のひとつであることは
言うまでもない．看護基礎教育の臨床実習の現状
としては，看護基礎教育の多様なカリキュラムと
関連して，あらゆる教育環境の中で展開されてい
る．大学化の動きの中でも看護師養成所は，看護
基礎教育課程の全学生数のほぼ 70％を占め，その
臨床実習体制にも多様な課題があるとされてい
る1～3)．
学生は，多様な状況に直面しながらも臨床実習
を乗り越える経過をたどる．「臨床はまるで海の
ようである｣4) と言われるように臨床における看
護の現場では，日々，数々の出逢いとしての波が
押し寄せ，看護師として経験を重ねていても受け
とめきれないような現実にも遭遇する．そのた
め，臨床実習で挫折する学生もないわけではない．
初学者の看護学生たちにとって，臨床実習は新た
なリアリティ(現実)の連続であると言える．ベ
ナーは，「看護婦が自らの知と能力を最大限に発
揮して患者と家族のことを気づかい看護できるよ
うな条件が整えば，看護に伴うストレスは，看護
という仕事に当然伴うと認められる程度のものに
まで抑えられる｣5) と述べている．また，看護学生
について，べナー看護論において，当時，学生は
Novice(見習い尼僧)とされ，第 1段階の初心者レ
ベルと6) とみなしていた．しかし，その後のべ
ナーの著書においては，学生は，適切な支援があ
れば，看護師らしく行動できる7) として，臨床に
おける学生の可能性を示し，教育の課題を指摘し
ている．この指摘からも，臨床実習においても幾
つかの条件を整えることで，実習効果につながる
可能性が高まることを期待できる．
先行研究において，看護基礎教育の臨床実習に
視点を当てた研究は多数みられるが，大半は学生
を対象とした研究である．研究者が 2006 年～
2010 年の過去 5 年間の臨床実習に関する 991 文
献について研究タイプを概観した結果，専門領域
での実習科目ごとの具体的な研究が進められてい
た8)．看護学実習として領域区分のみではなく，
臨床実習の全体を俯瞰する研究が必要ではないか
と方向性を得た．
医学中央雑誌にて「看護基礎教育」「教育環境」
を keyword に検索すると過去 10 年間で 12 件の
文献がヒットする．教育環境としては，指導体制
としての人的環境に着眼し，指導体制の効果を検
討した研究が多い9～13)．ダイナミックな人的環境
において，学生の自己効力感や実習効果に直結さ
れることは明らかにされてきた14)．また，実習に
ついての教員の認識を取り扱った研究は 4 件で
あった．大薄は，2007 年から 2011 年の成人看護
学実習を取り扱った文献研究により，教員が認識
する成人看護学実習における学生の経験に影響を
及ぼしている要因のひとつに「病棟学習環境」を
抽出している15)．また，看護系大学の教員の認識
を質的に分析した小笹は，教員の認識として教
育・社会環境における「実習施設の不備」や「学
生実習の限界」があると述べている16)．看護師養
成所 3年課程の看護教員の認識について教員の研
修レポートを分析した折山らは，学びのひとつに
「臨床・学校の相互理解」を抽出している17)．また，
大場らは，実習指導における新人看護教員の自己
評価から，困難と感じたこととして「実習環境の
調整」を抽出している18)．
以上から，実習環境の調整が必要であるとした
認識は述べられているが，具体的な提言や方向性
が明確にされてきたとは言い難い．そこで，本研
究では，看護師養成所の臨床実習における物理的
環境に着眼し，実習指導にかかわる実習調整担当
教員の認識をもとにその現状を把握する．学生が
臨床実習で使用する実習物品や居場所に視点を当
て，把握する手がかりとして，実習指導にかかわ
る教員への質問紙調査により，現状をとらえるこ
とを目的とする．
なお，本研究では，多様な実習環境を地域ごと
にとらえる意図から，中国・四国地方の看護師養
成所に焦点を当ててその全数調査から，現状を把
握することとした．本研究により，看護学実習を
引き受ける実習施設側の管理体制や，教育施設の
準備の状況が明らかになり，規準の検討および効
果的な実習環境の調整に向けての意義を有する．
2 ．用語の定義
1 )物理的環境
実習環境において学生の居場所，空間，物品．
2 )実習調整担当教員
看護師養成所( 3 年課程看護学校)において，実
習全体を俯瞰しながら，マネジメントしうる立場
の教員，実習施設の調整役でもあるため，実習環
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境を把握している教員．
3 ．研究方法
1 )研究期間
2013 年 8 月～2014 年 12 月
2 )研究対象
中国・四国地方 3年課程看護学校の実習調整担
当教員
3 )データ収集方法
郵送法により，研究者が独自に作成した物理的
環境に関する自記式質問紙調査を 49 施設(中国・
四国地方 3 年課程看護学校全数)に実施した．質
問紙は，各施設に 2 部ずつ合計 98 部配布した．
2部ずつ配布した理由は，同一の教育施設でも異
なる実習環境で実習を行っている可能性があり，
多様な現状からの分析を可能にするためである．
実習調整担当教員に記載を依頼し，返送をもって
同意を得たものとした．
質問紙の主な項目は以下のとおりである．
基本情報用紙には，実習施設の規模，実習施設
で実習している教育施設，実習施設の特徴(項目
選択式)などを問う内容とした．
質問紙の内容は以下のⅠからⅢの構成とした．
Ⅰ．看護学生の臨床実習に使用する施設設備に
ついて
Ⅱ．看護学生の臨床実習に使用する物品管理，
置き場などについて
1．臨床実習に関する物品の考え方
2．実習の設備や物品の現状
3．実習物品の設置についての課題
Ⅲ．実習における物理的環境についての自由記
載
4 )分析方法
回収した質問紙に記載されたデータを以下の方
法で分析した．
①量的記述内容について統計的手法により，傾
向を分析した．
②自由記述内容について研究目的に沿って文脈
を抽出し，意味内容に留意しながら意味のま
とまりで分類し，カテゴリーを導き出した．
③①と②の結果から臨床実習の物理的環境の概
況をとらえた．
5 )倫理的配慮
アンケートは無記名式とし，自由意思での回答
とした．データは記号化し，個人や施設が特定さ
れることはなく匿名性は遵守されること，研究以
外に用いることはないこと，看護教育関連の学会
などで報告することがあること，研究結果につい
て知りたい場合は研究者に連絡いただけること，
協力しなくても不利益はないことなどを文書で説
明した．また，所属する教育施設において，倫理
的な検討により承諾を得た．
4 ．結果
1 )対象となる実習病棟の概要
質問紙の返却数は 47 部で，回収率は 48.0％で
あった．回答の得られた病棟は，100 床以上 500
床未満の中病院に 31 病棟(66.0％)，500 床以上の
大病院に 14 病棟(29.8％)所属していた．実習病
棟は， 3年課程看護学校以外にも教育施設の実習
を受け入れている状況があった．病棟の実習の受
け入れ先は大学が 12 病棟(25.5％)，短期大学が
6 病棟(12.8％)， 3 年課程専門学校が 27 病棟
(57.4％)， 2 年課程専門学校が 19 病棟(40.4％)
であった．
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図 1 対象となる実習病棟
(n＝47)
図 2 対象となる実習病棟の実習受け入れ先
(n＝47)
2 )実習病棟における物理的環境についての実習
調整担当教員の認識(量的記述内容より)
実習病棟での設備について，27 病棟(57.4％)で
学校から実習物品が持ち込まれていた．27 病棟
のうち 16 病棟(51.6％)は，学校から毎日実習物
品が持ち込まれていた．病棟での物品の定位置は
43 病棟(93.5％)で決められていた．実習使用物
品の専用保管庫があるのは 16 病棟(34.0％)で
あった．学生の私物の専用収納庫があるのは 17
病棟(36.2％)であった．実習中の病棟内での学生
の居場所があるのは 27 病棟(57.4％)であった．
27 病棟のうち 15 病棟(55.6％)は，病棟内に学生
専用のスペースを設け， 7病棟(25.9％)は，病棟
内に学生専用の部屋を確保していた．実習病棟の
所属している病院では，更衣室の設置が 26
(57.8％)，休憩室の設置が 25(57.6％)，専用ロッ
カーが 23(51.0％)あった．
3 )実習病棟における物理的環境についての実習
調整担当教員の認識(質的記述内容より)
質問紙に記載された 47 の自由記述から研究目
的に関連する 103 の文脈単位を抽出した．意味内
容のまとまりから 28 のサブカテゴリーと 12 のカ
テゴリーを形成し，さらに質的検討により，【実習
物品の設置に対する概観】，【実習物品の設置に対
する対応と実習施設との連携】，【実習におけるス
ペースに関する概観と対応】，【実習の物理的環境
への対応における学生の参画】に集約された．
以下の結果記述において，【 】は集約された 4
つのまとまり，《 》はカテゴリー，［ ］はサブ
カテゴリーを示す．
(1)実習担当教員の認識の概要
【実習物品の設置に対する概観】は，《実習物品
は十分ではなく，対応を要する》，《実習物品は十
分に支障がなく設置している》，《特定の不足しが
ちな物品がある》，《電子カルテの使用に不備があ
る》，《実習への影響を考慮して物品管理を行う必
要がある》の 5つのカテゴリーから形成された．
【実習物品の設置に対する対応と実習施設との
連携】は，《不足している物品は学校から持ち込む
か，病棟の物品使用で工夫している》，《実習施設
との連携により前向きに物品不足に対応してい
る》，《病棟への要望を伝えて整備していく課題が
ある》の 3つのカテゴリーから形成された．
【実習におけるスペースに関する概観と対応】
は，《記録室やカンファレンスルームは十分確保
されていない》，《記録室やカンファレンスルーム
の不備に工夫して対応している》，《学生用のス
ペースは確保されている》の 3つのカテゴリーか
ら形成された．
【実習の物理的環境への対応における学生の参
画】は，《学生が物品使用と調整に参画している》
のカテゴリーから形成された．
(2)カテゴリーごとの認識の現状
質的データの分析結果について，実習病棟にお
ける物理的環境の現状と課題を図 5に示した．
実習調整担当教員の認識として，現状を踏まえ
た具体策などの考え方が示された．各カテゴリー
間の関連性などを図式した．結果の概要図(図 5 )
において本文と同様に【 】は集約された 4つの
まとまり，《 》はカテゴリー，［ ］はサブカテ
ゴリーを示す．現状において問題のない状況を
緑，対応できている状況を薄桃，課題を有してい
る状況を薄青で示す．⇒は相互の関連性を示す．
【実習物品の設置に対する概観】には，実習物品
に関する教員のイメージとも言える現況が示さ
れ，《実習物品は十分に支障がなく設置している》，
《実習物品は十分ではなく，対応を要する》という
二極化とも言える状況にわかれた．《実習物品は
十分に支障がなく設置している》として［実習物
品はそろっている］，［実習物品の設置は実習に支
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図 3 実習病棟における物品，居場所の認識
(n＝47)
(n＝47)
図 4 実習病棟の更衣室・休憩室・ロッカーなどにつ
いての認識
障がない］と認識している教員がいる反面，《実習
物品は十分ではなく，対応を要する》として［実
習物品の設置は十分ではない］，［実習物品の一部
は学校から持ち込んでいる］などの不足しがちな
現状への認識を示すサブカテゴリーから形成され
た．さらに《特定の不足しがちな物品がある》は，
［使用頻度の高い物品は不足しがちである］［物品
の不足によるケアへの影響がある］などのサブカ
テゴリーから形成され，《実習への影響を考慮し
て物品管理を行う》現状への認識につながってい
た．《電子カルテの使用に不備がある》は，電子カ
ルテを導入した病棟での実習における［電子カル
テの台数が確保できていない］，［電子カルテのパ
スワードがもてない］などの現状への認識が示さ
れた．
これらの十分ではない現状をふまえて【実習物
品の設置に対する対応と実習施設との連携】では，
【実習物品の設置に対する概観】における《特定の
不足しがちな物品がある》，《実習への影響を考慮
して物品管理を行う》などの不足しがちな現状を
ふまえて，教育的な創意工夫や実習施設との連携
による調整策が示されていた．具体策として《不
足している物品は学校から持ち込むか，病棟の物
品使用で工夫している》は，［不足している物品を
学校から持ち込んで対応する］，［不足している物
品を病棟の物品使用で対応する］，［不足しがちな
物品に工夫して対応する］などのサブカテゴリー
から形成された．
また，《実習施設との連携により前向きに物品
不足に対応している》は，［実習施設との話し合い
で対応する］，［実習施設が行う現状把握により，
学校からの要望を受け入れ，整備する］，［消耗品
の使用について実習施設と検討している］など，
具体的な連携や調整を示すサブカテゴリーから形
成された．
しかし，《病棟への要望を明確に伝えて整備し
ていく課題がある》という現状について，［病棟へ
の要望を持っている］，［病棟へ不足数の購入を依
頼している］のサブカテゴリーで形成され，実習
病棟と教育施設との連携を目指しながらも調整途
上の現状も示された．
【実習におけるスペースに関する概観と対応】
では，実習物品と同様に《学生用のスペースは確
保されている》，《記録室やカンファレンスルーム
は十分確保されていない》と現状の認識はわかれ
た．《記録室やカンファレンスルームは十分確保
されていない》は，［学習スペースや記録室として
のスペースが十分でない］，［カンファレンスルー
ムが専用でない］，［男子学生用スペースに不備が
ある］，［更衣室が寒い，遠い，狭いなどの問題が
ある］などの具体的な現状への認識を示すサブカ
テゴリーから形成された．しかし，これらの現状
をふまえて，《記録室やカンファレンスルームの
不備に工夫して対応している》として［場所の確
保が十分でないので他の場所を使用する］，［場所
の確保が十分でないので時間調整で対応する］な
どのサブカテゴリーから形成された．
これらの現状をふまえて，【実習の物理的環境
の対応における学生の参画】は，学生とともに調
整をはかろうとする様子が示され，［物品使用に
ついて学生から意見を聴く］，［物品使用の現状と
調整を学生に指導している］のサブカテゴリーか
ら形成された．
5 ．考察
1 )臨床実習の物理的環境の現状
質問紙の回収率から，実習環境への看護学校教
員の意識の高さと，課題を包含しながら実習指導
に携わっている状況が伺えた．中規模病院がほぼ
7割を占めるなかで中規模病院での実習受け入れ
において，物理的環境も一様ではないといえる．
また，実習受け入れ状況として看護基礎教育の臨
床実習を複数受け入れている実習施設が大半を占
め，複数の教育施設を受け入れていることは，実
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図 5 実習病棟における物理的環境の現状と課題を表
す結果図
習環境の検討の機会が多い反面，一方では指導体
制として追いつかない状況もあると考える．
臨床実習の物理的環境についての認識として，
「整っている」「整っていない」状況がほぼ半数ず
つが示され，現状の多様性は否めない．このデー
タからのみでは，二極化とは言い切れないがその
ような状況の中でも物理的環境の整備に向けて，
教員の教育的な工夫が展開されていることが伺え
た．実習物品や居場所について，問題のない状況
(図 5 内の緑)，対応できている状況(図 5 内の薄
桃)，課題を有している状況(図 5 内の薄青)が混
在していた．対応できている状況に共通するのは
「教員の対応」「教員の工夫」である．大場らの研
究で新人教員が「実習環境の調整」に苦慮してい
るようにダイナミックな実習指導において，さら
なる創意工夫を行うことは容易ではない．
また，実習施設と教育施設の多岐にわたる関係
性の成立，信頼関係の構築が対応を可能にするも
のと考える．教員自身の資質に加えて教育施設の
設置母体の状況や，敷地内に実習施設を有するの
かどうか，実習施設までの距離，複数の教育施設
を一斉に受け入れるかどうかなどの，あらゆる要
因が関連するものと考える．
さらに，【実習の物理的環境の対応における学
生の参画】のカテゴリーが抽出されたことから，
学生自身の学び方も重要であるといえる．受動的
に実習環境を整うのを待つのではなく，自律的な
看護職を目指し，自己の学習環境を学生自身が獲
得する姿勢を育てることが大切であると考える．
2 )臨床実習における物理的環境のあり方につい
ての法的規準
臨床実習の実習環境について，法的な規準から
考えてみる．保健師助産師看護師法にもとづく看
護師等養成所の運営に関する指導要領19) による
と，第七．実習施設等に関する事項の看護師養成
所(2)に，主たる実習施設の有する条件が挙げら
れている．条件として，ア．看護職員の配置状況，
イ．看護組織が明確 ウ．看護基準，看護手順が
作成・活用，エ．看護に関する諸記録が適正，オ．
実習指導者が 2人以上配置されている，カ．看護
職員に対する継続教育の計画的な実施などが挙げ
られ，第八．管理及び維持運営に関する事項の中
に教育環境を整備するために必要な措置を講じる
こととある．さらに，看護師等養成所の運営に関
する手引き20) においては，第七．実習施設等に関
する事項において，実習施設には実習生の更衣室
及び休憩室，討議室の設置，実習に必要な看護用
具の整備，充実が望ましいとある．看護師等養成
所の運営に関する指導要領，看護師等養成所の運
営に関する手引きのいずれにおいても「必要な措
置」であったり，「設置が望ましい」と謳われては
いる．しかし，設置義務の詳細については言及さ
れていない．今回の量的質的分析から得られた現
状の多様性は，各実習施設の努力義務に任され，
臨床実習を受け入れる実習施設の管理者，実習指
導担当者，教育施設や教員個々の考え方に左右さ
れている影響のあらわれといえる．
人間の基本的欲求として，物理的な空間，物の
有無において過ごしやすさに影響する．学生は臨
床実習で居場所を求め，利用しやすい物品によっ
て実習しやすい実感をもつ．学生が実感する安心
感，安堵感は，緊張の強い，ダイナミックな臨床
実習を乗り越える原動力につながる一因になり得
る．実習施設の特徴に応じて，その教育環境も多
様であるが，実習効果と教育環境との関連は大き
く，規準を検討し，明示する必要性を示唆してい
ると考える．
3 )臨床実習における物理的環境のあり方につい
ての今後の方向性
臨床実習における物理的環境の充実に向けて
は，実習施設と教育施設がそれぞれ，何を感じ，
考えながら実習指導に携わっているのかの，相互
の開示的な姿勢が求められる21)．椎葉らは，看護
学実習における実習指導者と教員の協働の要因を
分析し，「実習の問題事項については協働できて
も実習指導の充実に関しては協働されない｣22) と
し，さらに「実習の役割や本質を理解して尊重し
合える関係を構築する必要性がある｣23) と述べる．
つまり，臨床実習の物理的環境を調整する意義
を共通理解して，看護師等養成所の運営に関する
指導要領，看護師等養成所の運営に関する手引き
に示される「必要な措置」に規準を設定できるの
は，個々の担当者の教育観に委ねられている．
しかし，現状の課題として［不足している物品
を学校から持ち込んで対応する］ことは，実習施
設と教育施設を物品が行き来し，物品管理の点か
らは妥当ではない．血圧計のマンシエットに付着
した細菌を想起せざるをえず，感染管理の点から
も妥当ではない．感染源を運ぶメッセンジャーと
なる可能性24) や，物品破損などの危険もはらんで
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いる．
以上から実習物品の設置においては，患者を中
心とした適切な医療を提供する視点から妥当性を
勘案した根拠ある検討と対応が必要である．
多くの課題を有する臨床実習の物理的環境では
あるが，教育的な学生の参画も行いながらの工夫
も伺えた．実習物品の不足や学生の居場所が取れ
ないことに対する対応として，教育施設と実習施
設の共通理解が第一義である．未来の看護職を育
成する願いや期待を共有し，創意工夫を重ねなが
ら，実習指導が展開されることが望まれる．
6 ．結論
中国・四国地方の 3年課程看護学校の実習調整
担当教員の認識として以下の結論が得られた．
1 )実習病棟での設備について，27 病棟(57.4％)
で学校から実習物品が持ち込まれ，27 病棟のう
ち 16 病棟(51.6％)は，学校から毎日実習物品
が持ち込まれている．
2 )実習中の病棟内で学生の居場所があるのは，
27 病棟(57.4％)であり，そのうち 15 病棟
(55.6％)は，病棟内に学生専用のスペースを設
け， 7病棟(25.9％)は，病棟内に学生専用の部
屋を確保している．
3 )臨床実習の物理的環境についての認識は，【実
習物品の設置に対する概観】，【実習物品の設置
に対する対応と実習施設との連携】，【実習にお
けるスペースに関する概観と対応】，【実習の物
理的環境への対応における学生の参画】に集約
され，限られた現状での創意工夫が示された．
4 )実習物品や学生の居場所の整備状況にかかわ
らず，現状について教育施設と実習施設が共通
理解を図り，根拠をふまえた創意工夫が展開さ
れる必要がある．
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札幌市南区における高齢者の住まいのアプローチ空間の構成
―高齢者の外出困難要因に関する基礎研究―
籔 谷 祐 介1) 金 子 晋 也2)
中 田 亜由美1) スーディ K. 和代3)
1)札幌市立大学教育支援プロジェクトセンター，2)札幌市立大学デザイン学部，3)札幌市立大学看護学部
抄録：これまでに札幌市南区に住む高齢者を対象にインタビュー調査を実施し，路面凍結に
よる転倒不安が外出困難につながっていることを明らかにした．本研究の目的は，調査した
高齢者の住まいを対象に，玄関から敷地外に至るまでの住まいのアプローチ空間の構成を明
らかにすることである．調査した住まいは，高齢者向け集合住宅，アパート，戸建住宅の 3
種類で，計 8件である．それらの住まいのアプローチ空間の構成を明らかにするために，ア
クソメトリック図および構成単位ごとに建築的空間要素と付加要素を抽出した空間構成
チャートを作成し，アプローチ空間の構成と外出困難との関係を検討した．高齢者向け集合
住宅は，アプローチ空間を全体的に捉えて計画している事例もあり，その点で居住者の外出
に配慮しているが，駐車場は歩車分離がされていない．アパートも，歩車分離の必要性があ
るのに加え，付加要素の設置は管理者が行うことから，個人での対応が難しいと考えられる．
戸建住宅は，敷地内に大きな高低差があるものと平坦であるものがあり，高低差が大きい住
まいでは，〈段差〉とその他の構成単位との接続関係，または〈段差〉と道路境界線との位置
関係が重要である．また，後から部分的に設置した付加要素には問題点が多く，アプローチ
を全体的に計画する必要性がある．一方，敷地が平坦な住まいでは，ほとんど付加要素が見
られず，滑りづらい下部の素材の選択と統一感が重要である．
キーワード：外出困難，高齢者，アプローチ空間，空間構成，札幌市南区
Configuration of Approach Areas Posing Difficulties in Going Out
for Elderly People in Minami-ku, Sapporo:
Fundamental Research on the Factors Causing Difficulties in Going Out for Elderly
Yusuke Yabutani1), Shinya Kaneko2), Ayumi Nakata1), Kazuyo Kanzaki-Sooudi3)
1)Educational Project Center, Sapporo City University, 2)School of Design, Sapporo City University,
3) School of Nursing, Sapporo City University
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Abstract: This study examines residences that stretch from the front door to the outside end
of the property. We examined eight examples of three primary types of housing; elderly
oriented congregate housing, typical apartments, and single-family houses. We designed an
axonometric map and a space units-specific spatial structure chart highlighting structural and
additional elements to examine the difficulties experienced by the elderly as they enter or exit
a dwelling or the approach area of their living quarters.
Some elderly oriented congregate housing with a globally designed driveway exists. In these
cases, difficulties of the residents in going out are considered. However, there is often no
separate space for pedestrians and vehicles in the parking area. In the apartments examined,
it is difficult to manage personal arrangements since the administrator installs such additional
elements. There are structurally uneven houses and those with more levels in single-family
houses. Elderly people find the following problems in navigation in the uneven type of house:
1 ．背景と目的
高齢者の外出頻度の低下や閉じこもりは，健康
水準の低下1) や社会的繋がりの脆弱化2) と関連が
あるという研究報告がされており，高齢者の外出
は，健康的または社会的生活を送るために重要な
視点であると考えられる．それゆえ，高齢者が外
出しやすい条件を整えるために，外出頻度を低下
させる外出困難(1) 要因を明確化し，それを取り除
く必要がある．
札幌市南区は，老年人口の割合が 28.6％と札幌
市 10 区の中で最も高齢化が進行している3)．また
この地区は，積雪寒冷地であることに加え，大部
分が山岳地帯であり，地形など様々な地理的特性
を持つことから4)，外出困難要因が存在すると推
測できる．これまでに筆者らは，札幌市南区に住
む高齢者を対象にインタビュー調査を実施し，冬
場の路面凍結による転倒不安が外出困難につな
がっていることを明らかにした5)．また，田中ら
は，積雪寒冷地における住まいのアプローチ空間
の路面状態の悪さや雪処理の状況が外出行動を阻
害する要因となることを報告している6)．このよ
うに，住まいの敷地内には外出困難要因が存在す
ると考えられ，これらを取りのぞくためには，建
築計画の視点からこの要因を明確化することが重
要であり，そのために高齢者の外出に焦点をあて，
敷地内の空間を把握する必要がある．そこで本研
究は，高齢者の住まいを対象に，外出する際の動
線となる玄関から敷地外に至るまでの住まいのア
プローチ空間の構成を明らかにすることを目的と
する．
2 ．先行研究
建築計画の分野では，積雪寒冷地における住ま
いのアプローチ空間に関する先行研究として，先
に挙げた田中らの研究以外に，菅野ら，湯川らの
研究がある．菅野らは，仙台市の郊外住宅地に居
住する高齢者を対象としたアンケート調査によ
り，敷地内の段差や滑り易い床面の材質に高齢者
が行動しにくいと感じていることを明らかにして
いる7)．また，湯川らは，住戸配置等の諸条件と日
常除雪負担の関係を分析し，敷地内の空間除雪量
の増減に影響を及ぼす建築計画的な要因を明らか
にしている8)．田中ら，菅野らの研究は，個々の建
築的空間要素を扱うものであり，アプローチ空間
の全体性は示されていない．また，湯川らの研究
は除雪に焦点を当てた調査分析であり，それ以外
の外出困難に関する要素は対象としていない．し
かしながら，外出困難要因という視点からみると，
素材，段差，除雪等の個々の課題だけではなく，
アプローチ空間の全体性を示す構成として捉える
必要がある．そのため，本研究は高齢者の外出困
難要因の明確化に向け，外部空間の構成をとらえ
把握するための基礎資料となるという点において
意義がある．
3 ．研究方法
1 )調査対象
札幌市南区の訪問看護・訪問介護事業所を利用
している 55 歳以上(2) の者 10 名(説明や質問の理
解が困難な高次脳機能障害や認知症，精神疾患の
診断を受けた者は除外した)が住む，集合住宅( 3
件)および戸建住宅( 5 件)の計 8件
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(1) Connection of steps and other parts of the property.
(2) Position and distance between the step(s) and the end of the property.
Often, partial retrofitting poses problems later in multilevel homes with elements that assist
the elderly. This is also why a global methodology for designing the approach area between
public byways and the entrance to a residence to be elderly-friendly must be adopted. In
contrast, additional elements in structurally leveled single-family houses almost go unnoticed,
thus preventing slipping and falling as well as providing other solutions.
Keywords: Difficulties in going out, Elderly people, Approach area, Configuration of space,
Sapporo city
2 )調査方法
住まいの外部空間について，現地実測調査を
行って平面図を作成し，玄関から敷地外に至るま
でのアプローチ空間を中心に，構造物，段差，素
材等を記載した．また，写真撮影による記録も
行った．空間について不明な点については居住
者，および集合住宅管理者に口頭で確認した．
3 )研究期間：2014 年 5 月～2016 年 3 月
4 )調査期間：2014 年 9 月～12 月
5 )分析方法
(1) 敷地内の外部空間の構成を把握するために，
調査で作成した平面図と写真を用いて，アクソ
メトリック図を作成した．
(2) アプローチ空間の構成を，出入口，段差，ア
プローチからなる構成単位に分割し，構成単位
ごとに建築的空間要素を抽出し，空間構成
チャートとしてまとめた．ここでは建築的空間
要素を，庇などの空間上部の要素(上部)，床面
の素材を示す空間下部の要素(下部)，付加要
素(3) の 3要素とした．
(3) (1)，(2)で作成したアクソメトリック図と空
間構成チャートを用いて，住まいごとにアプ
ローチ空間の構成を分析し，それらを比較しな
がら考察を行った．
6 )研究依頼・同意取得方法
2014 年 8 月札幌市南区の訪問看護・訪問介護事
業所 50 件に電話連絡と文書による研究内容と趣
旨の説明を行い， 5件の訪問看護・訪問介護事業
所から研究協力の同意を得た．同意を得た訪問看
護・訪問介護事業所の職員から 55 歳以上の利用
者へ，研究内容と趣旨を記載した依頼書を 65 通
配布した．2014 年 8 月から 9月に返信用はがき，
または，電話にて研究に協力できると返答のあっ
た利用者には，研究者から連絡をとり，利用者が
指定した日時で自宅に伺い，同意を得て調査を
行った．
4 ．結果
No.1～No.8 の住まいを，それぞれ写真，平面図，
アクソメトリック図，空間構成チャートにまとめ
たものである．調査した住まいは，集合住宅と戸
建住宅(No.4～8)(図 4～8)であり，集合住宅は高
齢者向け集合住宅(No.1，2)(図 1，2)とアパート
(No.3)(図 3 )があった．
1 )高齢者向け集合住宅
No.1 は，アプローチ空間の構成が，〈出入口／
段差／アプローチ〉となっており，2つの経路(①，
②)が存在する．それぞれの単位空間名は，〈玄関
ポーチ／①スロープ・②階段(小)／舗装(駐車場)〉
であり，下部は〈タイル／①②タイル／アスファ
ルト〉となっている．〈玄関ポーチ／①スロープ・
②階段(小)〉には上部にバルコニーがあり，付加
要素として手摺が設置されている．〈舗装(駐車
場)〉には付加要素としてロードヒーティングが
整備されている．(図 1 )
No.2 は，アプローチ空間の構成が，〈出入口／
段差／アプローチ〉となっており，それぞれの単
位空間名は，〈風除室／①スロープ・②階段／舗装
(駐車場〉である．〈風除室／①スロープ・②階段〉
には，付加要素として，手摺と滑り止めマットが
設置されており，アスファルト舗装がされた駐車
場を通過して，敷地外に出る構成となっている．
(図 2 )
2 )アパート
No.3 は，アプローチ空間の構成が，〈出入口／
アプローチ〉となっており，それぞれの単位空間
名は，〈共用廊下／舗装(車路，斜面)〉である．〈共
用廊下〉の上部には，2階共用廊下がある．〈舗装
(車路，斜面)〉の上部には何もなく，付加要素も
ない．(図 3 )
3 )戸建住宅
No.4 は，アプローチ空間の構成が，〈出入口／
段差／アプローチ〉となっており，それぞれの単
位空間名は，〈玄関ポーチ／階段(大)／舗装(斜
面)〉である．〈玄関ポーチ〉の上部には庇が設置
されており，〈玄関ポーチ／階段(大)〉には，付加
要素として滑り止めマット，滑り止めブロックが，
〈玄関ポーチ／階段(大)／舗装(斜面)〉には手摺
が設置されている．(図 4 )
No.5 は，アプローチ空間の構成が，〈出入口／
アプローチ〉となっており，それぞれの単位空間
名は，〈風除室／舗装〉である．〈風除室〉には付
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加要素として，段差を解消するための，すのこ型
スロープが設置されている．〈舗装〉の上部には
何もなく，付加要素もない．(図 5 )
No.6 は，アプローチ空間の構成が，〈出入口／
段差／アプローチ〉となっており，それぞれの単
位空間名は，〈風除室／階段(大)／舗装〉である．
〈風除室〉の上部は 2階バルコニーとなっており，
〈階段(大)〉には，付加要素として滑り止めや手摺
が設置されている．〈舗装〉の上部には何もなく，
付加要素もない．(図 6 )
No.7 は，アプローチ空間の構成が，〈出入口／
段差／アプローチ〉となっており，それぞれの単
位空間名は，〈玄関ポーチ／階段(小)／飛び石〉で
ある．〈玄関ポーチ〉の上部は，住宅 2階となって
おり，〈階段(小)／飛び石〉の上部には何もなく，
付加要素もない．(図 7 )
No.8 は，2つの経路(①，②)があり，アプロー
チ空間の構成が，①〈出入口／段差／アプローチ〉，
②〈出入口／段差〉となっており，それぞれの単
位空間名は，①〈風除室／階段(大)／舗装〉，②〈洗
濯干場／スロープ〉である．〈①階段(大)〉には付
加要素として，滑り止め手摺が設置されている．
〈①風除室〉，〈①舗装〉の上部には何もなく，付加
要素もない．また，②〈洗濯干場／スロープ〉に
は，付加要素として手摺が設置されている．(図
8 )
5 ．考察
1 )高齢者向け集合住宅
No.1 は 2 つの動線があり，〈出入口／段差〉の
下部はともにタイルであるため，雪による凍結で
滑りやすいことが考えられるが，ともに上部にバ
ルコニーがあり，また，付加要素として手摺が設
置されているなど，安全な歩行ができるよう計画
されている．段差と接続する〈アプローチ〉にも
ロードヒーティングが設置されており，そこで送
迎用車両に安全に乗降できるように計画されてい
る．このように，ここでは〈出入口／段差／アプ
ローチ〉が連続的に計画されており，高齢者の利
用に十分配慮した計画となっている．ただし，〈ア
プローチ〉は〈駐車場〉となっており，敷地外に
出るためには歩行距離が長いという点，歩行者動
線と車両動線が交じわっているため危険性がある
という点が指摘できる．
No.2 も 2 つの動線がある．〈出入口〉の上部は
ともに天井となっているが，〈段差〉はともに上部
に何もなく，下部も①タイル，②アスファルトと
なっているため，冬季は滑りやすく危険である．
そのため，〈出入口／段差〉には，手摺や滑り止め
マットなどの付加要素が設置されていると考えら
れる．また，〈①スロープ〉には，通行を阻害する
位置に外開き窓があり，危険性が指摘できる．集
合住宅管理者からの説明のなかで，〈①スロープ〉
は後から施工されたことを確認しており，そのこ
とが原因であると考えられる．また，No.1 と同様
に，〈アプローチ〉は〈駐車場〉となっており，敷
地外に出るためには歩行距離が長いという点，歩
行者動線と車両動線が交じわっているため危険性
があるという点が指摘できる．
高齢者向け集合住宅の特徴をみるために，No.1
と No.2 を比較すると，ともに 2 つの動線がある
という点，また，〈アプローチ〉は〈舗装(駐車場)〉
となっているため，歩いて外出する場合は危険性
があるという点が指摘できる．また，両者の違い
に着目すると，No.1 は〈出入口／段差／アプロー
チ〉を全体的に捉えて計画しており，特に送迎車
による外出に配慮されているのに対し，No.2 は
〈①スロープ〉の上部に何もないため付加要素を
個別に設置するなど，構成単位で部分的に計画を
行っている．
2 )アパート
No.3 は，〈出入口〉の下部がコンクリートであ
るが，上部に 2階共用廊下があるため，雪による
凍結が少ないと考えられる．〈アプローチ〉の単
位空間名は，〈舗装(車路，斜面)〉となっており，
冬季の凍結と歩車動線の混合による危険性が指摘
できる．また，付加要素はひとつもないのが特徴
であるが，高齢者向け集合住宅のように高齢者専
用でなく，そして，戸建住宅のように居住者自身
で整備しやすい環境でないことが要因であると推
測できる．
3 )戸建住宅
No.4 は，〈出入口／段差〉に多くの付加要素が
あることが特徴である．〈段差〉に付加要素が集
中している理由として，敷地内に大きな高低差が
あり，階段の段数が多く，転倒することで大きな
怪我につながる危険性があるからだと考えられ
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る．また，〈出入口〉に付加要素が集中している理
由として，〈出入口〉の上部には庇があるが，上部
の庇が短く，3方が開放されているために，〈出入
口〉にも積雪することが推測でき，〈段差〉と接続
していることから，〈出入口〉での転倒によって，
階段の下まで落下する危険性が高いためであると
考えられる．また，〈アプローチ〉は〈舗装(斜面)〉
となっているため転倒の危険性が指摘でき，付加
要素である手摺が設置されている．しかし，(図
4 )のアクソメトリック図をみると，敷地外まで
続いておらず，途中で切れていることが分かる．
これは，「手摺」が後から設置され，敷地外まで連
続して設置する適切な位置がなかったためである
と推測できる．
No.5 は，〈段差〉がないため，アプローチ空間の
構成が〈出入口／アプローチ〉と構成単位が少な
くなっている．〈出入口〉の単位空間名は〈風除室〉
で，すのこ型スロープで段差を解消している．〈ア
プローチ〉は，上部に何もないため積雪の影響を
受けるが，下部の素材の切り替えがなく，平坦で
あるため，〈付加要素〉がないと考えられる．
No.6 は，〈出入口〉は上部が 2 階バルコニーと
なっているため，積雪の影響を受けにくいが，〈段
差／アプローチ〉は影響を受ける．〈階段(大)〉の
下部はタイルであり，付加要素として，滑り止め
と手摺が設置されている．しかし，〈階段(大)〉が
道路境界線の近くまで続いており，〈アプローチ〉
の距離が短いため，転倒の際に敷地外に飛び出す
危険性がある．
No.7 は，付加要素がひとつもないことが特徴で
ある．これは，敷地内に大きな高低差がなく，階
段の段数が小さいことや，〈出入口／段差／アプ
ローチ〉において，下部が石，および砂利となっ
ており，素材が滑りにくく，切り替わらないこと
が理由であると推測できる．
No.8 は， 2 つの動線がある．①の動線は，〈出
入口／段差〉の下部がコンクリートである．〈出
入口〉の上部は住宅 2階であり，〈段差〉に付加要
素として滑り止めと手摺が設置されている．ま
た，〈②スロープ〉は居住者が車いす利用者である
ため設置したものであるが，以下の三点の問題点
が指摘できる． 1点目は，スロープの距離が長く，
車いす利用者にとって負担が大きいことである．
2点目は，スロープの途中に出窓の障害物がある
ため，通過の際の危険性が高いことである． 3点
目は，スロープの下りの終点が道路境界線である
ため，勢いがついたまま道路に飛び出す危険性が
ある点である．これらは，限られた敷地内に大き
な高低差を解消するためにスロープを設置したこ
とで生じた問題点である．
戸建住宅では敷地内に大きな高低差があるもの
と平坦であるものがあった．No.4，6，8 の高低差
が大きい住まいでは，〈段差〉には段数の多い階段
が設置され，そこには付加要素が集中する．この
とき，〈段差〉とその他の構成単位との接続関係，
または〈段差〉と道路境界線との位置関係が重要
である．また，それらの住まいでは，後から部分
的に設置した付加要素に問題点が指摘でき，アプ
ローチを全体的に計画する必要性があると考えら
れる．一方，No.3，5 のような敷地内が平坦な住
まいでは，ほとんど付加要素が見られなかった．
ここでは，滑りづらく，また除雪の行いやすい下
部の素材や構成単位で素材を揃える統一感が重要
であると考えられる．
また，冬季の除雪の状態が高齢者の外出困難要
因に関係があることは既に述べたが，敷地内にお
いては，今回調査したすべて住まいの〈アプロー
チ〉の上部には何もないため，除雪を行う必要が
ある．共同研究者の関連研究5) で行ったインタ
ビュー調査によると，アパートや戸建住宅の居住
者が自ら除雪を行えないときは，家族や近隣の住
民が補助することで，外部空間の構成から生まれ
る課題が解決される場合が見られた．しかし，核
家族化や近隣の方の高齢化の影響により，必ずし
も持続的な解決とはならない．
6 ．結論
本研究では，外出困難要因からみた高齢者の住
まいのアプローチ空間の構成を明らかにした．調
査した住まいは，集合住宅と戸建住宅であり，集
合住宅は高齢者向け集合住宅とアパートである．
高齢者向け集合住宅は，アプローチ空間を全体
的に捉えて計画している事例もあり，居住者の外
出に配慮している一方で，歩いて外出する場合は
駐車場を通過する必要があり危険であるため，歩
車分離等に配慮する必要がある．アパートは，高
齢者向け集合住宅と同様に歩車分離の必要性があ
るのに加え，住まいとして高齢者に特化する必要
がなく，付加要素の設置は管理者が行うことから，
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個人での対応が難しいと考えられる．戸建住宅
は，敷地内に大きな高低差があるものと平坦なも
のがあり，高低差が大きい住まいでは，〈段差〉と
その他の構成単位との接続関係，または〈段差〉
と道路境界線との位置関係が重要である．また，
後から部分的に設置した付加要素には問題点が多
く，アプローチ空間を全体的に計画する必要性が
ある．一方，平坦な住まいでは，ほとんど付加要
素が見られず，下部の素材や統一感が重要である
と考えられる．
また，アパートや戸建住宅の除雪は，家族や社
会的繋がりによって解決される場合が見られ，こ
れはアプローチ空間の構成から生まれる課題を解
決するひとつの方法であると言えるが，必ずしも
持続的な解決とはならないと考えられる．健康水
準や身体機能が低下した高齢者は，高齢者向け集
合住宅に移ることも考えられるが，日常生活が多
少困難であっても在宅に対するニーズは高い(4) た
め，外出が円滑にできるようなアプローチ空間の
計画手法が重要である．
7 ．本研究の課題と今後の展望
今後の課題は，本研究により明らかにしたアプ
ローチ空間の構成と関連研究5) によって明らかに
した外出困難要因の対応関係を明らかにすること
である．社会的繋がりをサポートする仕組みや外
出が円滑にできるようなアプローチ空間のデザイ
ン手法の開発も必要である．
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注
(1)外出困難とは，社会的・身体的・環境的理由によ
り，外出したくても外出できない状態と定義する．
本研究は，環境的な理由に焦点を当てるものであ
る．
(2)高齢者とは，一般的に 65 歳以上を高齢者と定義し
ているが，インタビュー調査結果の全国的な傾向
を比較するために，すでに内閣府が行った平成 24
年度高齢者の健康に関する意識調査の対象年齢が
55 歳以上であったため，本研究においては 55 歳
以上の者と定義する．
(3)手摺や滑り止めなどのように，歩行を補助するた
めに付加された要素
(4)全国の 60 歳以上の者を対象とした意識調査9) で
は，自分自身が虚弱化したときの居住形態につい
て，「現在の住居に改修などをせずにそのまま住み
続けたい」と考えている者と「現在の住宅を改造
し住みやすくする」を合わせると 63.8％であり，
多くの方が在宅を希望している．
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図 1 住まいの外部空間の構成：No.1
図 2 住まいの外部空間の構成：No.2
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図 3 住まいの外部空間の構成：No.3
図 4 住まいの外部空間の構成：No.4
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図 5 住まいの外部空間の構成：No.5
図 6 住まいの外部空間の構成：No.6
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図 7 住まいの外部空間の構成：No.7
図 8 住まいの外部空間の構成：No.8
北海道沿岸部における漁業小屋の調査
三 木 翔 平1) 金 子 晋 也2) 羽 深 久 夫3)
1)札幌市立大学大学院デザイン研究科修士課程，2)札幌市立大学デザイン学部，
3)札幌市立大学大学院デザイン研究科
抄録：本研究は，北海道沿岸部の漁業小屋を研究対象とし，その多様性を明らかにすること
を目的とする．調査は，日本海側と太平洋側の全 19 市町村で行い，292 事例の漁業小屋のサ
ンプルを得た．実測調査は，対象地に共通してみられる建築的特徴をもつ漁業小屋，他とは
類似しない漁業小屋に対して行い，17 事例の実測データを得た．これら実測調査で得た情報
から，立面図，配置図，ヒアリングで建築条件をデータシートとしてまとめた．さらに，そ
れらデータシートとヒアリングで得た建築的特徴に対し，場所，構造，覆いの 3つの視点か
ら考察を加えた．この成果は，建築学や風景学などの発展に寄与すると考える．
キーワード：北海道，沿岸部，漁業小屋，セルフビルド
A Survey of Fishing Shacks along the Coast of Hokkaido
Shohei Miki1), Shinya Kaneko2), Hisao Habuka3)
1)Graduate student, Graduate School of Design, Sapporo City University
2)School of Design, Sapporo City University
3)Graduate School of Design, Sapporo City University
Abstract: This study was conducted on the subject of fishing shacks that are located along the
coast of Hokkaido, with the purpose of revealing their diversity. The survey was conducted at
a total of 19 municipalities in Hokkaido, on the coast of the Sea of Japan and the Pacific Ocean.
This survey collected 292 case examples of fishing shacks. A measurement survey was
conducted on fishing shacks that had architectural characteristics that were common to those
in targeted areas, as well as those with characteristics that did not resemble others. This
survey collected actual measurement data of 17 case examples. The information collected
through the measurement survey was summarized in elevation and layout drawings, while
information collected from conducting interviews was summarized in a data sheet of
architectural conditions. An observation was furthermore added to the data sheet and to the
information on the architectural features from the three perspectives of location, structure
and covering. We believe that these findings will make contributions to the advancement of
architecture and scenology.
Keywords: Hokkaido, Coast, Fishing shack, Self-build.
1 ．はじめに
北海道は，太平洋，日本海，オホーツク海の 3
つの海域に面しており，漁撈や水産加工業など，
それぞれの特性を活かした水産業が展開してい
る．これらの生業に関する施設は，地域の主要産
業であるとともに，地域固有の景観を形成する環
境資源であるといえる．なかでも，沿岸漁業に関
する施設(以下，漁業小屋)(1) は，番屋や乾燥小屋
など比較的小規模ではあるが，収穫物の特徴を反
映した建物として地域固有の景観形成に大きな影
響を与えているといえる．また，これらの多くは
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セルフビルド(2) であり，その建設の工夫からは，
風土，地域文化，生活環境の特徴が把握できると
考える．このような視点から漁業小屋を観察し，
その設計のプロセスを把握することは建築設計に
おいても新たな知見がえられると考える．そこ
で，本研究は，北海道沿岸部における漁業小屋を
対象とし，その現状を報告することを目的とする．
2 ．調査方法
調査対象地は，Google ストリートビューを用い
て北海道沿岸の道路を調査し，その中から特徴的
な漁業小屋がみられた計 19 市町村の現地調査を
行った．(図 1，表 1 )．また，現地調査で得られ
た漁業小屋 292 事例のうち，ヒアリングが可能で
あった 17 事例について実測調査を行った．調査
期間は，以下の通りである．
・Google ストリートビュー：2014 年 4 月～ 6月
・道東地方：2014 年 8 月 27 日～ 9月 1日
・道北地方：2014 年 9 月 4 日～ 9月 5日
・道央地方：2014 年 9 月 6 日～ 7日
・道南地方：2014 年 10 月 11 日～10 月 13 日
また，実測調査を行った漁業小屋 17 事例は，日
時，構造，用途，配置図，立面図をデータシート
として整理した．
3 ．研究方法
一般に，漁業小屋が主要施設等の利便性などを
向上させることを目的とした付属施設であり，敷
地のどの位置に建てられるかというのは，一義的
には定まらない．つまり，漁業小屋をどこに建て
るかということは，その環境との対応や作業の効
率性など，計画者の意図が反映されていると考え
られる．同様に，小屋の躯体や床・壁・天井といっ
た建築部位にも計画者の意図が反映し，多様であ
る．そこで，本研究では，このような計画者の意
図を調査する為，漁業小屋の立地する場所(場所)
と，建築部位として建物の躯体(構造)，壁面や天
井面(覆い)の 3つの水準から整理することで，そ
の特徴を相対的に把握する．
また，実測調査を行った 17 事例については，記
号化したA～Zまでアルファベット順にその概要
を述べる．その際に，ヒアリングより得られた情
報から，製作者の漁業小屋の建設に関する概要(3)
について記述する．
4 ．北海道沿岸部の漁業小屋に関する調査
結果
・事例 no.1：AKg-AKc-PT-XV-2(図 2 )
(概要)これは，大工経験のある漁師が制作した多
用途の空間を設えた納屋である．屋根と壁で構成
されている屋内空間は物置空間，屋根のみが掛
かっている半屋内空間は収穫物の加工などを行う
多目的空間となっている．
(場所)砂利地にコンクリートを土間打ちし，建設
しやすい環境を整えている．
(構造)建設材料は，番屋の解体現場から，廃材を
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図 1 調査地
表 1 調査地凡例と事例数
表 2 実測調査地とその事例数
譲り受けたものである．これら収集した廃材を再
利用して組み立てられている．
(覆い)構造体を覆う屋根や外壁は，廃材をパッチ
ワーク状に貼り合わせた構成となっている．納屋
の傍にある鉄柱は通常，船を停泊させて積荷の引
き上げ時に利用するもので，鉄柱の先端部にはワ
イヤーが括り付けられており，納屋の屋根が吊り
下げられている．これは浜風の煽りによって屋根
が飛ばされないように，鉄柱で建築物を支持する
という工夫である．
・事例 no.AKg-AKc-PT-XV-3(図 3 )
(概要)これは，図 2の製作者によってつくられた
機械室＋機械式昆布乾燥室(4)＋収納室＋洗浄室を
備えた建築(洗浄室は計画のみ製作者が行い，施
工は大工による)である．
(場所)整地された砂利地に建てられている．ま
た，屋内空間の一部にはコンクリートを土間打ち
し，床面が作られている．
(構造)建設材料は，図 2と同様に古民家の解体現
場などから譲り受けた建材(木材，窓，扉)を再利
用し，加工した物によって組み立てられている．
(覆い)外壁は，寸法の異なる幾つかの民家の下見
板を組み合わせた構成となっている．開口部に
は，上部に同じ木製サッシュの窓，下部の窓やド
アには木製とアルミ製のサッシュが混在し，使用
されている．
計画当初は乾燥機を収納する機械室はなく，自
然式乾燥室(5) から機械式に転換する際に増築され
たものである．乾燥機の排気を行う煙突は，屋根
を貫いており，煙突が自立して立つのではなく，
天井と屋根の厚みとその屋根に取り付く電線接続
柱によって固定されている．固定方法は，同漁場
空間にある事例 1 (図 2 )の鉄柱の利用方法に類似
しおり，製作者の特殊な建設技術と経験がわかる．
・事例 no.HDs-HMc-PT-I-1(図 4 )
(概要)これは，船小屋と納屋である．
(場所)海辺にある巌に空いた岩穴の細かな砂や砂
利の上に建てられている．
(構造)建設材料は主に廃材や端材といった木材の
再利用である．岩穴の輪郭に合わせてフレームが
つくられている．満潮時には洞穴から船で海に出
られる為，船が通れる大きさの開口が設けられて
いる．
(覆い)フレームには，寸法の異なる板材が貼り付
けられている．
(特記)岩穴へ流れ込む風によって倒れるのを防ぐ
為，漁業資材を保管する納屋を抑えとして増築し
ている．また，流れ込む風の風圧や劣化など，自
然災害によって壊れないように流木によって，壁
や物置が支持されている．
自然に即した建築形態を持った事例である．
・事例 no.HDs-IFc-III-1(図 5 )
(概要)これは，元漁師が制作した自然式乾燥小屋
である．
(場所)敷地は，住居と道路を挟んだ向かい側にあ
り，海辺に近いことから，強い浜風を防ぐために
敷地の輪郭合わせて，コンクリートブロック塀が
作られている．地面は，アスファルトで舗装した
上に建てられている．
(構造)建設材料は，主に木と漁網である．コンク
リートブロック塀の上部には，魚を干す為の自然
式乾燥小屋がつくられている．周辺の建造物の高
さや風，陽の関係から上部に計画され，木材でフ
レームを組み，漁網で包み自然乾燥できる環境を
整えている．小屋を固定するため，コンクリート
ブロック塀の目地に穴が開けられており，針金が
穴に括り付けられている為，乾燥小屋は固定され
ている．
(覆い)自然式乾燥小屋には，一般的に流通してい
る脚立を加工し簡易的な階段が取り付けられてい
る．階段の設置後まもなくして，上り下りに不便
さを感じた為，歩道に設置されていた防護柵の廃
棄物を譲り受け，階段の勾配とコンクリートブ
ロック塀の高さに合わせて加工を行い，自作の手
すりをつくり，設置した．さらに増築するかたち
で，積み上げたブロック塀上部と外灯に単管を渡
し，それらをロープで縛り付け固定し，単管フレー
ムを吊った．この単管フレームに漁で使用してい
た幌で屋根をかけ，椅子やテーブルなどのインテ
リアを配置し，休憩場所と自然式乾燥小屋の下に
収納空間を設えた．
(特記)敷地内には外灯が設置されており，海側の
塀には通り抜けできるよう，自作の木製扉が取り
付けられている．
自然式乾燥小屋はコンクリートブロック塀から
少し外部にせり出している．これは，コンクリー
トブロック塀に浜風が当たり，吹き上げる風が小
屋内部に取り込まれ，乾物が効率良くできる環境
が作られている．
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また，隣接する神社の屋根が赤かった為，自然
式乾燥小屋の屋根やブロック塀に取り付けられて
いる扉，敷地内にある倉庫の屋根面，階段の手す
りを赤く塗装し，空間が整えられている．環境を
読み取り，建設技術やデザイン思考が建築意匠に
表れた事例である．
・事例 no.HDs-IFc-III-2(図 6 )
(概要)これは，図 5の製作者が制作した住居部に
接続した半屋内空間(ガレージ＋物置＋テラス＋
池)である．
(場所)住居の横にあるアスファルトで舗装された
場所に建てられている．
(構造)建設材料は，建築解体現場などで収集した
廃材である．既製品の食器棚などのインテリアの
寸法から建築が計画されている．柱材は，カー
ポートなどのフレームに使われるアルミ製の骨組
みの一部や物干し竿が転用されており，住居の外
壁などに直接取り付けて自立させている．屋根を
支持する梁材は，既製品の窓や扉のアルミフレー
ムが転用されている．それらを解体し，溶接し直
して一本の材料を作り，住居裏の崖地の凹みまで
渡して，屋根を支持している．
(覆い)柱，梁を構成しているフレームに，既製品
の窓が取り付けられている．また，これら窓には
ロープが括り付けられており，ロープを引っ張る
と容易に窓を開閉することができる仕組みとなっ
ている．
(特記)これは，周辺環境を読み解き，計画地が住
宅と隣接している為，日射や熱を取り込む仕掛け
が作られている事例である．
・事例 no.MKg-MKc-IO-I-1(図 7 )
(概要)これは，漁業資材を収納するための納屋で
ある．
(場所)コンクリートで造成された漁港内に建てら
れている．
(構造)建設材料は，主に単管パイプと漁網である．
単管パイプでフレームを組み立て，漁港内の防潮
堤に掛けてフレームを支持している．また，一部
のフレームには流木が用いられており，流木の突
起している部分には縄を掛けておく，フックとし
て用いられている．
(覆い)壁と屋根には，漁網とブルーシートが覆い
として転用されている．覆いによって仕切られた
内部空間は休憩場所や物置として設えられてい
る．
・事例 no.MKg-MKc-NU-I-1(図 8 )
(概要)これは，元漁師が制作した納屋である．現
在，敷地の前は道路が整備されているが，インフ
ラが整備される前は，海であった．その当時の海
岸線沿いは防潮堤が建設されており，船でしか出
入りできない孤立した集落でした．漁港の造成と
道路開発に伴い，防潮堤が取り壊される際に，計
画者が場所の記憶やこの地区のモニュメントとし
て防潮堤の一部分が残されている．
(場所)防潮堤の基礎の上に組み立てられている．
(構造)建設材料は，番屋の解体をした際の建材や
漁港で使用されていた木質パレット，ポリカーボ
ネート波板が用いられており，柱や梁が組み立て
られている．柱は，防潮堤のコンクリートに取り
付き，梁は，防潮堤の上部に掛けられ，防潮堤に
よって支持されている．
(覆い)防潮堤に渡した梁には屋根が掛けられてい
る．木質パレットを解体し，解体した板材を貼り
付け，壁材として転用している．東面を構成して
いる一部の壁面には，ポリカーボネート波板が貼
られており，内部空間に採光を取り込む仕組みと
なっている．
・事例 no.MNg-RUc-AD-IV-1(図 9 )
(概要)これは，漁師が制作した納屋である．
(場所)海辺を造成した砂利地に建てられている．
(構造)建設材料は，番屋を解体した廃材や建材が
再利用されており，寸法の異なる木材を継接ぎし
て，フレームが組み立てられている．
(覆い)壁には，トタンが横巻きに巻かれて壁面が
作られている．屋根面もトタンで覆い，トタン屋
根の上には， 2本の角材が重石として乗っけられ
ている．
(特記)この納屋は，簡易的で基礎を持たない建築
となっている．強風などによって，小屋が飛ばさ
れないように，ロープで固定している．ロープの
先端には石や破損した小型モーター用のバッテ
リーなどが括り付けられており，地面に埋め込む
ことで定着させている．
・事例 no.MNg-RUc-AD-VIII-2(図 10)
(概要)これは，富山県から入植してきた漁師が制
作した昆布洗浄を行う作業場である．
(場所)敷地は，世界文化遺産指定区域内である．
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昆布を船から降ろし，生簀へ運んで昆布を洗浄す
る際，昆布が砂利で傷がつき品質が失われる為，
作業場の砂利地にコンクリートが土間打ちされ，
その上にフレームが置かれている．
(構造)建設材料は単管パイプ 5500 mmと漁網で，
単管パイプは計画者が設計した図面から，加工業
者が単管パイプに湾曲した加工を行った．複数の
単管パイプを溶接し，つなぎ合わせることで，半
円筒形のフレームを作った．
(覆い)フレームに漁網を巻きつけ，その上から幌
で覆い，紐で括り付けている．これは，防鳥や防
音対策，適度な視界を確保する為に漁網が用いら
れている．また，円筒形の形態は，浜風による影
響を受け流す形状がデザインされている．この半
屋内空間の一部には，昆布を船から直接，空間内
に運べる開口と荷台が設置されている．作業効率
と品質の向上を目的とした設計と配置になってい
る．
(特記)昆布などの収穫時期を終えると単管パイプ
のフレームは，所有するユンボに紐を引っ掛け，
高波等の影響の少ない山側へと引き上げる．計画
者の経験と感覚的な発想によって快適な作業空間
が作られている．
・事例 no.MNg-RUc-KGc-I-4(図 11)
(概要)これは，漁師が設計を行い，大工が施工し
た機械式乾燥小屋である．
(場所)海辺を造成した砂利地に建てられている．
(構造)木材によって，フレームが組み立てられて
いる．
(覆い)既存の住居や乾燥小屋，作業場などの配置
関係と作業動線から，乾燥場側の開口の位置や高
さが設計されている．床は，コンクリートが土間
打ちされている．昆布の洗浄時に付着した水分や
屋内に入った雨などを外へと流すため，水勾配の
ついた床面となっている．また，引き戸のサッ
シュには，屋内に雨水が流入しないような加工を
している．
・事例 no.MNg-RUc-KGc-I-5(図 12)
(概要)これは，図 11 の漁師の祖父が制作した自
然式乾燥小屋に機械室を増築して機械式乾燥小屋
にした事例である．
(場所)海辺を造成した砂利地に建てられている．
(構造)建設材料は木材である．木材でフレームが
作られている．
(覆い)壁は木の板材が貼り付けられている．屋根
は，トタンが貼り付けられている．
(特記)現状は，水害などによって数回浸水してお
り，修復や改修が繰り返し行われた状態となって
いる．トタン屋根が風で飛ばされるのを防ぐた
め，ロープが括り付けられて固定されている．
・事例 no.MNg-RUc-SS-I-4(図 13)
(概要)これは，漁師が制作した半屋内型の納屋で
ある．
(場所)海辺を造成した砂利地に建てられている．
(構造)建設材料は単管パイプと流木である．場所
の特性を活かし，砂利地に穴を掘り，タイヤを置
いて柱となる単管パイプを刺している．タイヤの
穴と単管パイプの隙間に砂利を詰め，単管パイプ
を固定している．強風などの煽りによって，単管
パイプが傾くのを抑えるため，タイヤの上には，
重石が置かれている．梁となる単管パイプや流木
にロープやクランプを用いて，フレームが組み立
てられている．
(覆い)梁にはブルーシートが掛けられている．海
に向かって地形が傾斜してこともあり，雨水や朝
露が流れるように片流れ屋根となっている．ま
た，環境に合わせてブルーシートのロープをほど
いて容易に全体をオープンな空間にすることもで
きる．
(特記)収穫時期を終えるとフレームを解体し，乾
燥小屋に収納する．このような，インタラクティ
ブな関係にある建築物は，調査地域で多く見られ
る事例となっている．
・事例 no.MNg-RUc-SS-II-1(図 14)
(概要)これは，漁師が制作した機械式乾燥小屋で
ある．
(場所)海辺を造成した砂利地に建てられている．
(構造)建設材料は木材である．砂利地に直接，木
材を打ち込んで建てられている．基礎は建物の輪
郭の沿って，モルタルでつくられている．以前，
右手にある建築は自然式乾燥小屋で，北西側(山
側)に開口を設け，昆布を自然乾燥させて乾物を
生産していた．しかし，乾燥機が流通し，機械式
の生産が普及したことによって自然式乾燥小屋に
機械室を増築し，機械式を導入した．それと同時
期に通路分の間隔を空けて隣に機械式乾燥小屋が
つくられた．
(覆い)作業場から乾燥小屋までは離れており，雨
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天時に洗浄後の昆布，乾燥後の昆布が雨に当たり
品質を落としてしまうのを避けるため， 2棟の小
屋の間には幌で屋根が掛けられている．前方には
単管パイプでフレームが組まれており，ビニール
シートで屋根が掛けられている．ビニールシート
の色に合わせて，建築も青く色味を揃えることに
よって，二つの空間が連続する一体的なデザイン
となっている．
(特記)住居や納屋なども青く塗装し，デザインを
整えている．青く塗装することによって，霧など，
天候が悪いときにも漁から戻る際の目印としての
目的もある．
2棟の開口部のほとんどは，自作で制作された
ものとなっており，後期に建てられた機械式乾燥
小屋の機械室の扉のみ，既製品が取り付けられて
いる．
・事例 no.SKg-SKc-BK-VIII-1(図 15)
(概要)これは，漁師が制作した納屋である．
(場所)漁港内の道路の傍に建てられている．
(構造)建設材料は木材である．木材によってフ
レームが組み立てられている．基礎はなく，区画
ごとに共有する停泊用ロープに縄を括り付け，固
定している．
(覆い)屋内は成人男性が一人入れる程度の大きさ
である．船を海から引き上げるためのワイヤーの
動力機器が収納されており，そのワイヤーは船ま
で伸びているため，建物を貫通している．また，
船の引き上げ作業を見ながら行えるように既製品
の窓がはめ込まれている．この窓の寸法に合わせ
て小屋がつくられている．道路側には自作の扉が
右寄せで取り付けられている．外壁には，資材を
まとめるためのフックが取り付けられており，
ロープを括り付けて資材を固定している．
(特記)周囲には，同様の空間を備えた異なる建築
形態を持つ納屋が連続して立ち並んでいる．これ
らができる以前は，廃車となった車を路上駐車さ
せて納屋として使用していた．現在では，エリア
の異なる同漁港内に一台のみ，納屋として使用し
たものがある．
・事例 no.SOg-SOc-KJ-V-1(図 16)
(概要)これは，海産物の卸問屋の方が制作した自
然式乾燥小屋である．
(場所)海沿いの砂利地を整地した場所に建てられ
ている．
(構造)建設材料は，木と単管パイプ，ポリカーボ
ネートである．単管パイプでフレームが組み見立
てられている．
(覆い)屋根は，フレーム上部に木を渡し，ポリカー
ボネート波板を貼り付けている．寒干しを行うた
めの簡易的な半屋内空間である．気候や時期に
よって場所を移動する．生産時期を終えると解体
し，収納するので地面には固定していない．生産
性に特化した簡易的な建築の事例である．
・事例 no.SOg-SOc-KJ-XII-1(図 17)
(概要)これは，海産物の販売所の方が制作した自
然式乾燥小屋である．
(場所)整地した砂利地に建てられている．
(構造)建設材料は，木と単管パイプである．砂利
地に単管パイプを挿して，単管パイプで家型のフ
レームが組み立てられている．
(覆い)壁と屋根は，漁網を防鳥ネットとして転用
し，フレームの上からを覆っている．単管パイプ
に紐を括りつけ，漁網が浜風などで飛ばされない
ように重石を吊るして固定している．前面道路側
に両開きの引き戸が取り付けられている．単管パ
イプにリング状の金具を通し，リングに沿わせる
かたちで木枠が取り付けられている．リングが
レールの役割を担っており，木枠は左右に開閉す
ることができる．
・事例 no.STg-STc-I-3(図 18)
(概要)これは，乾物や牡蠣を生産，飲食店の経営
者が制作した 4 F 建ての自然式乾燥小屋( 1 F は
ピロティ)である．
(場所)整地された砂利池，コンクリートで舗装さ
れた場所に建てられている．
(構造)丸太でフレームが組み立てられている．町
のシンボルになる建築物を構想し，鮭 1万匹の寒
干し空間を設計している．大工経験のある祖父に
よって，丸太の柱が建てられている．その他の部
材は構想者によって組み立てられている．
(覆い)漁網を防鳥ネットとして転用し，周囲を
覆って，寒干し乾物空間を設えている． 1 F中央
部にある既存の車庫は，現在物置として利用され
ている．物置は基礎があるため，解体せずに物置
を貫いて小屋の柱が建てられている． 2 F中央部
は作業空間である．その他の空間はすべて寒干し
を行う空間となっている．
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5 ．結論
本研究は，北海道沿岸部における漁業小屋を比
較し，場所や構造，覆いの特徴を整理した．今後
は，ここで得られた基礎的なデータをもとに，地
域固有の空間的性格の特徴を明らかにする予定で
ある．
注
(1)生業のために建てられた簡易な小屋，あるいは生
活するための番屋．
(2)専門業者には頼らず自力で建設したもの．また
は，建築基準法等により，一部を専門業者が施工
し，その他全ては，自力で施工した建築のことを
指す．
(3)漁業で用いる経験的な建設技術や漁師になる以前
に，現在とは異なる職業の経験があり，その経験
を活かして，建設技術に応用していること．
(4)機械的な動力によって，魚や昆布などの乾燥を行
う空間である．
(5)自然に発生する風や熱によって，魚や昆布などの
乾燥を行う空間である．
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北海道沿岸部における漁業小屋の調査
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2 )本研究論文集に掲載された論文等の著作権は公立大学法人札幌市立大学に所属するものとする．
11．電子情報公開
採択された原稿が電子情報(学内機関リポジトリ等および学外の公的媒体等)にて開示されることを了
承の上，投稿することを掲載条件とする．
12．別刷り
著者の希望に応じて，別刷りを有償で提供する．希望する著者は，投稿時に希望部数を投稿原稿の表
紙(様式 1 )に記して申し出ること．
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編集後記
「SCU Journal of Design & Nursing―札幌市立大学研究論文集―10 巻」を発行いたします．
今回の本論文集は本校教員の方々の積極的な投稿とご協力で投稿論文 10 篇を掲載すること
ができました．
本論文集が市民に広く公開され，本学の教育および研究活動への理解と協力を得られる役
割を担えるように念じております．
ご多忙な中，論文を投稿していただいた皆様，および査読をご快諾いただいた皆様に，紀
要編集委員会一同心から感謝申し上げます．
今後も本論文集の充実を計っていきたいと思います．ひき続き発刊に向けたご協力をよろ
しくお願いします．
平成 28 年 6 月
紀要編集委員長 矢 部 和 夫
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